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行
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の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
立
法
過
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暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

い
わ
ゆ
る
暴
力
団
対
策
法
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
(
平
成
三
年
法
律
第
七
七
号
。
以
下
「
本
法
」
と
い
う
。

た
だ
し
、
条
文
を
引
用
す
る
と
き
は
単
に
「
法
」
と
い
う
。
)
は
、
平
成

三
年
四
月
一
一
一
日
に
、
政
府
提
出
法
案
と
し
て
第
二
一

O
回
国
会
に
提
出

さ
れ
、
衆
参
両
院
で
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
成
立
、
同
年
五
月
一
五
日
に

公
布
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
本
年
(
平
成
四
年
)
三
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
本
法
の
立
案
に
当
た
っ
た
警
察
庁
の
担
当
者
と
し
て
、
本

法
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
立
案
さ
れ
、
国
会
で
ど
の
よ
う
に
審
議
さ

れ
た
の
か
を
中
心
に
、
本
法
の
立
法
過
程
を
説
明
し
た
い
。

な
お
、
こ
れ
か
ら
の
説
明
は
、
立
案
担
当
者
の
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
私
が
そ
の
任
に
当
た
っ
た
の
は
平
成
二
年
八
月
か
ら
で
あ
る

と
い
う
前
提
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
き
、
了
解
願
い
た
い
。

暴
力
団
対
策
法
制
前
史

(
二
従
来
の
暴
力
団
対
策
の
在
り
方

暴
力
団
対
策
法
が
施
行
さ
れ
る
以
前
の
暴
力
団
対
策
の
手
法
は
、
法
的

に
み
る
と
大
き
く
次
の

2
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

①
犯
罪
捜
査
と
い
う
手
法
に
よ
る
刑
罰
法
令
の
適
用

②
個
別
法
の
根
拠
な
し
に
警
察
の
任
務
と
責
務
を
達
成
す
る
た
め
に

行
う
諸
々
の
行
政
手
法

な
お
、
戦
後
に
お
け
る
暴
力
団
情
勢
の
変
遷
と
警
察
の
暴
力
団
対
策
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
平
成
元
年
版
警
察
白
書
(
第
一
章
第
一
節
の
寸
一

暴
力
団
の
変
遷
と
警
察
の
対
応
」
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ア
犯
罪
被
査
と
い
う
手
法
に
よ
る
刑
罰
法
令
の
適
用

こ
れ
は
、
刑
法
、
暴
力
行
為
等
処
罰
ニ
関
ス
ル
法
律
(
以
下
「
暴
力
行

為
処
罰
法
」
と
い
う
。
)
そ
の
他
の
特
別
刑
法
や
行
政
取
締
法
規
の
刑
罰

規
定
を
適
用
し
、
犯
罪
捜
査
と
い
う
手
法
に
よ
り
暴
力
団
員
の
違
法
な
行

為
を
取
り
締
ま
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

戦
後
に
お
い
て
も
暴
力
団
取
締
り
を
実
質
上
の
目
的
と
し
て
刑
法
、
暴

力
行
為
処
罰
法
、
銃
砲
万
剣
類
所
持
等
取
締
法
、
商
法
等
が
改
正
さ
れ
、

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
愚
連
隊
防
止
条
例
が
多
く
の
都
道
府
県
で
制
定
さ
れ
た

も
の
の
、
こ
の
手
法
自
体
に
は
こ
れ
ま
で
変
化
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
総

会
屋
対
策
と
し
て
行
わ
れ
た
昭
和
五
六
年
の
商
法
の
一
部
改
正
以
後
は
、

こ
の
よ
う
な
刑
罰
規
定
の
整
備
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

イ
個
別
法
の
根
拠
な
し
に
警
察
の
任
務
と
責
務
を
達
成
す
る
た
め
に

行
う
諸
々
の
行
政
手
法

こ
れ
は
、
個
別
の
作
用
法
に
基
づ
く
こ
と
な
く
、
警
察
法
第
一
条
及
び
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什

ι
T

4
古
川
，

第
二
条
に
定
め
る
警
察
の
任
務
と
責
務
を
達
成
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る

諸
々
の
行
政
手
法
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
不
正
収
益
に
つ
い
て
の
税
務
当
局
へ
の
課
税
通
報
の
措
置
、

暴
力
追
放
の
た
め
の
住
民
運
動
の
支
援
、
弁
護
士
会
と
の
連
携
に
よ
る
民

事
介
入
暴
力
事
案
に
対
す
る
相
談
活
動
、
企
業
対
象
暴
力
対
策
の
た
め
の

企
業
の
自
衛
の
た
め
の
組
織
化
等
で
あ
る
。

資

(
二
)
最
近
の
暴
力
団
情
勢
と
新
た
な
法
制
の
整
備
の
動
き

-m近の
暴
力
団
情
傍

平
成
元
年
版
警
察
白
書
(
第
一
章
第
一
節
の
「
二
最
近
の
暴
力
団
の

特
徴
」
)
で
は
、
最
近
の
暴
力
団
情
勢
の
特
徴
的
傾
向
と
し
て
、
次
の
五

点
を
挙
げ
て
い
る
。

①
暴
力
団
の
寡
占
化
の
進
展

②
市
民
社
会
へ
の
浸
透
に
よ
る
資
金
源
活
動

③
対
立
抗
争
事
件
、
銃
器
発
砲
事
件
の
多
発

④
暴
力
団
の
海
外
に
お
け
る
活
動
の
活
発
化

⑤
海
外
の
犯
罪
組
織
の
進
出
動
向

こ
の
五
点
の
特
徴
的
傾
向
の
う
ち
、
暴
力
団
対
策
法
の
立
法
の
背
景
と

な
っ
た
の
が
①
で
あ
り
、
②
及
び
①
に
対
す
る
対
策
が
立
法
の
必
要
性
と

ア

な
っ
た
。

北法43(5・200)1036

す
な
わ
ち
、
近
年
、
山
口
組
、
稲
川
会
、
住
吉
会
の
三
団
体
の
勢
力
が
、

全
暴
力
団
勢
力
の
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
な
ど
暴
力
団
の
寡
占

化
が
進
展
し
て
い
る
(
資
料
1
|
1
)
0

こ
の
よ
う
な
暴
力
団
の
寡
占
化
に
よ
り
、
暴
力
団
が
、
必
ず
し
も
脅
迫

等
の
手
段
に
訴
え
ず
と
も
、
そ
の
名
を
告
げ
る
だ
け
で
相
手
方
を
威
嚇
す

る
こ
と
が
で
き
る
威
力
を
ま
す
ま
す
増
大
さ
せ
、
暴
力
団
員
は
、
こ
の
よ

う
な
暴
力
団
の
威
力
を
巧
妙
に
利
用
し
て
、
脅
迫
、
恐
喝
、
暴
行
等
の
犯

罪
に
な
ら
な
い
形
で
不
正
に
利
得
を
図
る
形
態
の
資
金
獲
得
を
広
範
に
展

開
し
始
め
、
市
民
や
企
業
に
多
大
の
害
悪
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る

(
資
料
1
1
2
)
。
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
必
ず
し
も
犯
罪
を
構
成
し
な
い

場
合
が
多
く
、
こ
の
種
の
行
為
に
対
し
て
既
存
の
刑
罰
法
令
に
よ
っ
て
は

必
ず
し
も
有
効
な
取
締
り
が
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
暴
力
団
が
他
の
暴
力
団
を
吸
収
し
て
そ
の
勢
力
を
拡
大
す
る
過

程
で
、
対
立
抗
争
が
頻
発
し
、
全
国
各
地
に
波
及
す
る
こ
と
が
多
く
な
る

と
と
も
に
、
し
か
も
、
ほ
と
ん
ど
の
対
立
抗
争
に
お
い
て
銃
器
が
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
(
資
料

1
1
3
、
資
料

1
1
4
)
。
こ
の
結
果
、
特

に
対
立
団
体
に
よ
る
攻
撃
目
標
と
な
る
暴
力
団
事
務
所
周
辺
の
一
般
住
民

の
巻
き
添
え
被
害
等
、
一
般
市
民
に
ま
で
対
立
抗
争
に
よ
る
危
害
が
及
ぶ

事
例
が
増
加
し
て
い
る
(
資
料
1
1
5
)
。
こ
の
よ
う
な
暴
力
団
事
務
所



に
対
す
る
攻
撃
に
伴
う
一
般
住
民
に
対
す
る
危
害
発
生
を
防
止
す
る
手
段

と
し
て
は
、
既
存
の
法
令
上
、
警
察
官
を
長
期
に
わ
た
り
大
量
に
動
員
し

て
暴
力
団
事
務
所
周
辺
の
警
戒
警
備
に
当
た
ら
せ
る
よ
り
ほ
か
に
必
ず
し

も
実
効
あ
る
手
段
が
な
く
、
何
ら
か
の
法
制
上
の
手
当
て
が
望
ま
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。

暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

新
た
な
法
制
の
董
備
の
動
き

こ
の
よ
う
な
情
勢
認
識
の
下
に
、
平
成
元
年
版
警
察
白
書
(
第
一
章
第

五
節
の
「
五
今
後
の
課
題
」
)
で
は
、
「
今
後
は
、
・
:
(
中
略
)
・
:
外
国

法
制
等
も
参
考
と
し
つ
つ
、
暴
力
団
の
壊
滅
を
よ
り
効
果
的
に
実
現
す
る

た
め
に
必
要
な
法
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
提
言
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
警
察
庁
刑
事
局
で
は
、
外
国
法
制
の
調
査
な
ど
法
制

度
の
整
備
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
続
け
て
き
た
。

イ

本
格
的
検
討
へ
の
助
走

(
こ
本
格
的
な
立
法
調
査
の
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

i
ム
の
発
足

暴
力
団
対
策
立
法
の
調
査
研
究
は
、
外
国
法
制
の
調
査
な
ど
基
礎
的
な

調
査
研
究
が
相
当
進
捗
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
平
成
二
年
六
月
末
に
暴
力
団

の
対
立
抗
争
に
お
い
て
暴
力
団
員
と
間
違
っ
て
一
般
人
を
射
殺
す
る
事
案

が
発
生
し
た
こ
と
、
麻
薬
新
条
約
の
批
准
の
た
め
の
園
内
実
施
法
が
本
格

的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
契
機
に
、
警
察
庁
と
し
て
立
法
調
査
を

本
格
的
に
行
う
た
め
、
平
成
二
年
七
月
下
旬
に
、
刑
事
局
内
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ

l
ム
(
専
従
者
は
、
最
盛
期
に
は
一

O
人
程
度
)
を
発
足
さ
せ
、

本
格
的
な
検
討
の
た
め
の
体
制
が
整
っ
た
。

(
二
)
外
国
法
制
の
調
査

警
察
庁
で
は
、
暴
力
団
対
策
立
法
調
査
の
一
環
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ

l
ム
の
発
足
前
か
ら
引
き
続
い
て
、
暴
力
団
に
類
似
す
る
犯
罪
組
織

の
実
態
と
こ
れ
を
直
接
の
対
象
と
す
る
諸
外
国
の
法
制
度
に
つ
い
て
の
調

査
を
行
っ
た
(
資
料

2
1
1参
照
)
。

ま
た
、
不
正
収
益
の
は
く
奪
に
関
す
る
各
国
の
法
制
度
等
に
つ
い
て
は
、

八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
欧
米
4
箇
国
(
米
、
独
、
仏
及
び
伊
)
を
対

象
に
刑
事
法
学
者
四
人
が
警
察
庁
の
依
頼
に
よ
り
出
張
し
て
調
査
を
行
っ

た
(
資
料

2
1
2参
照
)
。

こ
れ
ら
の
調
査
に
よ
り
外
国
の
状
況
は
大
体
分
か
っ
た
が
、
国
に
よ
っ

て
暴
力
団
に
類
似
す
る
犯
罪
組
織
や
違
法
不
当
な
行
為
の
実
態
、
さ
ら
に

北法43(5・201)1037



料

犯
罪
対
策
に
占
め
る
組
織
犯
罪
対
策
の
在
り
方
の
相
違
が
著
し
く
、
今
回

の
立
法
に
参
考
に
な
っ
た
部
分
は
あ
っ
た
が
、
今
回
の
立
法
は
、
各
国
の

法
制
度
を
継
受
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
日
本
に
お
け
る
暴
力
団
と

暴
力
団
員
の
違
法
不
当
な
行
為
の
実
態
に
応
じ
た
日
本
独
自
の
法
制
度
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

資

)
現
行
法
に
お
け
る
対
応
と
法
律
上
の
問
題
点
の
抽
出

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム
で
は
、
立
法
の
た
め
の
具
体
的
作
業
を
開
始
す

る
前
に
、
お
お
む
ね
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
の
検
討
を
踏
ま
え

て
整
理
し
た
。

①
 
②
 
③
 

④
 

現
在
の
暴
力
団
対
策
上
の
問
題
点

現
行
法
上
の
対
応
と
そ
の
問
題
点

新
た
な
立
法
を
す
る
上
で
参
考
と
な
る
法
制
の
例

立
法
に
当
た
っ
て
の
法
律
上
の
主
な
検
討
課
題

ま
た
、
暴
力
団
に
つ
い
て
新
た
に
規
制
す
る
立
法
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ

る
「
暴
力
団
」
を
ど
の
よ
う
に
法
的
に
位
置
付
け
る
方
法
が
あ
る
の
か
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
こ
の
よ
う
に
現
行
法
に
お
け
る
対
応
と
法
律
上
の
問
題
点
を
抽

出
し
た
結
果
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
も
の
が
、
後
述
す
る
第
一
回
暴
力
団
対

策
研
究
会
に
提
出
し
た
「
暴
力
団
対
策
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
」
(
資
料

4
1
1参
照
)
で
あ
る
。
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四
)
立
法
事
実
の
裏
付
け
と
な
る
各
種
実
態
調
査
の
実
施

警
察
庁
で
は
、
新
し
い
立
法
の
立
法
事
実
の
裏
付
け
と
す
る
た
め
各
種

実
態
調
査
を
、
次
の
よ
う
に
実
施
し
た
。

ω
暴
力
団
に
関
す
る
企
業
実
態
調
査
(
平
成
二
年
九

1
一
O
月
。
資

料

3
1
2参
照
)

川
暴
力
団
員
に
対
す
る
面
接
調
査
(
平
成
二
年
九

i
一
O
月
。
資
料

3
1
5参
照
)

川
暴
力
団
事
務
所
所
有
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
(
平
成
二
年

一
O
i
二
月
。
資
料

3
1
4参
紹
…
)

川
東
京
都
内
み
か
じ
め
料
実
態
調
査
(
平
成
三
年
一

j
二
月
。
資
料

3
1
1参
照
)

暴
力
団
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
(
平
成
三
年
二

i
一一一月。

資
料

3
1
3参
照
)

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
調
査
の
ほ
か
に
、
民
事
介
入
暴
力
事
案
に
つ
い
て

は
全
国
の
警
察
で
検
挙
し
た
事
例
や
相
談
の
あ
っ
た
事
例
に
つ
い
て
、
そ

の
手
口
、
要
求
内
容
等
、
暴
力
団
の
事
務
所
に
つ
い
て
設
置
場
所
、
外
観
、



内
部
の
構
造
、
外
周
や
内
部
に
設
置
・
掲
示
し
て
あ
る
物
品
等
と
い
う
よ

う
に
、
立
法
事
実
の
詳
細
や
立
案
に
当
た
っ
て
考
慮
す
べ
き
事
項
を
把
握

す
る
た
め
都
道
府
県
警
察
を
通
じ
て
詳
細
に
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

(
五
)
新
た
な
法
制
の
在
り
方
と
本
格
的
検
討
の
開
始

暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

平
成
二
年
一
一
月
下
旬
ま
で
に
、
新
た
な
法
制
を
立
案
す
る
に
当
た
っ

て
の
基
本
的
な
枠
組
み
と
配
意
事
項
に
つ
い
て
、
警
察
庁
と
し
て
お
お
む

ね
次
の
よ
う
な
方
針
を
内
々
に
固
め
た
。

川
国
民
一
般
に
広
く
義
務
付
け
る
の
で
は
な
く
、
暴
力
団
員
の
み
に

一
定
の
行
為
の
禁
止
を
義
務
付
け
る
内
容
と
す
る
こ
と
。
な
お
、
暴

力
団
な
い
し
暴
力
団
員
の
意
義
を
定
義
す
る
だ
け
で
は
規
制
の
対
象

者
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
た

め
の
法
的
手
法
と
し
て
は
、
暴
力
団
を
指
定
し
指
定
を
受
け
た
暴
力

団
員
に
義
務
付
け
る
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
規
制
の
対
象

者
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

川
特
別
刑
法
で
は
な
く
行
政
(
警
察
)
取
締
法
規
と
す
る
こ
と
。

川
結
社
の
自
由
、
法
の
下
の
平
等
そ
の
他
憲
法
の
基
本
的
人
権
と
の

係
わ
り
が
深
い
の
で
、
憲
法
そ
の
他
法
律
学
者
、
評
論
家
等
有
識
者

の
意
見
を
広
く
聴
取
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
会
議
員
や
一
般
国
民
の
大
方
の
合
意
が
で
き
る
よ
う
な
規
制

の
内
容
と
す
る
こ
と
。

川
山
口
組
、
稲
川
会
、
住
吉
連
合
を
中
心
と
す
る
暴
力
団
の
寡
占
化

に
伴
う
取
締
り
上
の
陸
路
を
打
開
す
る
こ
と
を
眼
目
と
す
る
法
制
と

す
る
も
の
と
し
、
従
来
か
ら
の
小
規
模
の
暴
力
団
を
含
む
す
べ
て
の

暴
力
団
に
取
締
り
の
網
が
か
か
ら
な
く
て
も
や
む
を
得
な
い
こ
と
。

付
全
く
の
新
法
で
あ
る
の
で
、
最
初
か
ら
完
全
な
内
容
の
法
案
を
目

指
す
の
で
は
な
く
、
検
討
状
況
に
応
じ
て
内
容
が
詰
ま
っ
た
部
分
に

つ
い
て
だ
け
で
も
次
期
通
常
国
会
(
第
一
一
一

O
回
国
会
)
に
法
案
と

し
て
提
出
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
新
し
い
暴
力
団

対
策
を
一
歩
で
も
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
先
決
で
あ
っ
て
、
必
要
に
応

じ
て
、
そ
の
後
逐
次
改
正
に
よ
り
内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

以
上
の
よ
う
な
方
針
の
下
に
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
暴
力
団
対
策
研

究
会
を
設
置
し
、
そ
こ
で
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
は
本
格
的
な
立
法
準
備
作
業
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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料

暴
力
団
対
策
研
究
会
の
設
置
と
そ
の
提
言

資

(
ニ
暴
力
団
対
策
研
究
会
の
設
置

暴
力
団
対
策
研
究
会
の
設
置
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ

の
設
置
の
ね
ら
い
は
、
新
し
い
法
制
は
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
に
せ
よ
憲

法
の
基
本
的
人
権
に
大
き
く
関
わ
る
の
で
慎
重
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、

警
察
だ
け
の
物
の
見
方
で
は
な
く
国
民
の
常
識
と
か
け
離
れ
た
も
の
と
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
幅
広
く
意
見
を
採
り
入
れ
る
た
め
で
あ
る
。

ア
研
究
会
の
般
置
の
趣
旨

近
年
、
暴
力
団
は
、
そ
の
組
織
の
暴
力
的
威
力
を
背
景
と
し
て
市
民
生

活
や
経
済
活
動
へ
の
介
入
を
強
め
る
と
と
も
に
、
縄
張
等
を
め
ぐ
っ
て
対

立
抗
争
事
件
を
引
き
起
こ
し
、
一
般
市
民
を
巻
き
添
え
に
す
る
な
ど
、
国

民
生
活
の
平
穏
と
安
全
に
重
大
な
脅
威
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
従
来
の
取
締
り
手
法
の
み
に
よ
っ
て
は
暴
力
団
に
効
果
的
打
撃
を

与
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
暴
力
団
の
脅
威
か
ら
国
民
生
活
の
安
全
を

期
す
る
た
め
に
は
、
従
来
の
対
策
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
と
併
せ
、
暴
力

団
に
対
し
て
抜
本
的
な
新
し
い
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い

る。
こ
の
た
め
、
警
察
庁
に
お
い
て
は
、
暴
力
団
対
策
に
係
る
新
た
な
法
制

度
の
策
定
に
向
け
て
本
格
的
な
検
討
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
際
し
て
、
高
い
見
識
を
有
す
る
方
々
の
参
集
を
お
願
い
し
、
暴
力
団

対
策
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
、
検
討
す
る
場
と
し
て
「
暴
力
団
対
策
研

究
会
」
(
以
下
「
研
究
会
」
と
い
う
。
)
を
設
置
、
開
催
す
る
こ
と
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
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研
究
会
の
構
成

研
究
会
は
、
憲
法
、
行
政
法
、
民
法
、
刑
事
法
等
の
学
者
、
弁
護
士
、

経
済
人
、
評
論
家
等
合
計
一
五
名
で
構
成
さ
れ
る
。

な
お
、
研
究
会
の
座
長
は
、
成
田
頼
明
・
横
浜
国
立
大
学
教
授
で
あ
る
。

ウ
研
究
会
に
お
け
る
検
肘
事
項

警
察
庁
は
、
研
究
会
に
対
し
、
暴
力
団
対
策
に
関
す
る
、
お
お
む
ね
次

の
事
項
に
つ
い
て
検
討
を
依
頼
す
る
こ
と
と
し
た
。

川
資
金
源
を
封
圧
す
る
た
め
の
措
置

暴
力
団
の
暴
力
的
威
力
を
背
景
と
し
て
違
法
・
不
当
な
資
金
源
活

動
が
広
範
に
行
わ
れ
て
い
る
現
状
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
ら
の
活
動
か

ら
暴
力
団
を
排
除
し
、
及
ぴ
不
正
収
益
を
保
持
さ
せ
な
い
た
め
の
新

た
な
措
置

川
対
立
抗
争
時
の
措
置

暴
力
団
が
引
き
起
、
」
す
対
立
抗
争
事
件
が
地
域
住
民
の
安
全
と
平

穏
を
脅
か
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
抗
争
事
件
の
早
期
鎮
圧
を

イ



暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

図
る
た
め
の
新
た
な
措
置

日
間
暴
力
的
威
力
抑
制
の
た
め
の
措
置

暴
力
団
事
務
所
や
事
務
所
の
代
紋
入
り
の
大
看
板
、
大
規
模
な
襲

名
披
露
等
の
義
理
か
け
行
事
等
が
組
織
の
暴
力
的
威
力
を
誇
示
す
る

道
具
と
し
て
地
域
住
民
の
不
安
感
を
か
き
た
て
、
ま
た
、
少
年
を
強

制
的
に
暴
力
団
に
勧
誘
す
る
等
に
よ
り
構
成
員
の
確
保
と
組
織
の
拡

大
を
図
っ
て
い
る
現
状
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
抑
制
す
る

た
め
の
新
た
な
措
置

川
そ
の
他
暴
力
団
対
策
と
し
て
必
要
な
措
置

暴
力
団
排
除
活
動
等
推
進
の
た
め
の
新
た
な
措
置

ヱ
研
究
会
の
検
討
結
果
の
取
扱
い

な
お
、
警
察
庁
に
お
い
て
は
、
「
研
究
会
」
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、

暴
力
団
対
策
の
た
め
の
法
案
の
策
定
作
業
に
入
る
こ
と
と
し
た
。

二
)
暴
力
団
対
策
研
究
会
に
お
け
る
検
討

研
究
会
は
、
四
回
開
催
さ
れ
、
毎
回
三
時
間
か
ら
三
時
間
半
に
わ
た
っ

て
、
活
発
に
討
議
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
各
会
合
の
前
に
は
警
察
庁
の
担

当
官
が
各
委
員
に
対
し
個
別
に
極
力
事
前
に
説
明
を
し
、
意
見
の
交
換
を

行
っ
た
の
で
、
研
究
会
に
お
け
る
実
質
的
検
討
は
更
に
深
ま
っ
た
と
恩
わ

れ
る
。

第
一
回
研
究
会
の
開
催

第
一
回
研
究
会
は
、
平
成
二
年
一
一
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
、
ま
ず
、

警
察
庁
か
ら
、
暴
力
団
勢
力
の
推
移
、
暴
力
団
の
組
織
構
造
、
暴
力
団
の

年
齢
別
構
成
と
加
入
時
の
年
齢
、
暴
力
団
の
検
挙
状
況
、
民
事
介
入
暴
力

事
案
の
推
移
、
暴
力
団
に
よ
る
最
近
の
対
立
抗
争
事
件
、
「
暴
力
団
対
策

上
の
問
題
点
に
つ
い
て
」
{
資
料

4
1
1
)
、
外
国
に
お
け
る
組
織
犯
罪
の

現
状
と
各
国
の
法
制
度
の
概
要
(
資
料

2
1
1
、

2
1
2
)
等
に
つ
い
て

資
料
を
配
布
し
、
暴
力
団
の
現
状
と
新
た
な
暴
力
団
対
策
の
必
要
性
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
次
に
、
各
委
員
か
ら
主
と
し
て
暴
力
団
と
は
何
か
、
何

が
問
題
な
の
か
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。
最
後
に
、
座
長
か
ら
、

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
暴
力
団
対
策
に
係
る
新
た
な
法
制
度
の
検
討

の
た
た
き
台
を
次
回
に
警
察
庁
か
ら
提
出
し
て
も
ら
い
、
そ
の
た
た
き
台

を
基
に
検
討
を
し
た
ら
ど
う
か
と
の
提
案
が
あ
り
、
各
委
員
は
こ
れ
を
了

承
し
た
。

ア

第
二
回
研
究
会
の
開
催

第
二
回
研
究
会
は
、
二
一
月
一
一
一
日
に
開
催
さ
れ
、
ま
ず
、
警
察
庁
か

ら
、
「
暴
力
団
対
策
に
関
わ
る
法
規
制
の
考
え
方
(
案
)
」
(
資
料
4
1
2
0

以
下
「
「
考
え
方
」
」
と
い
う
。
)
を
呈
示
し
て
、
そ
の
内
容
を
説
明
し
、

引
き
続
き
、
「
考
え
方
」
を
た
た
き
台
に
し
て
検
討
が
な
さ
れ
た
。
第
二

イ
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叶干
中
京
什
'

図
研
究
会
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
「
考
え
方
」
に
つ
い
て
の
意
見
及
び
提

案
の
要
旨
は
、
お
お
む
ね
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

川
暴
力
的
組
織
の
指
定

O
暴
力
的
組
織
の
指
定
に
際
し
て
は
、
暴
力
団
以
外
の
団
体
(
政
治

団
体
、
宗
教
団
体
等
)
が
指
定
さ
れ
る
と
い
う
誤
解
が
な
い
よ
う

に
す
る
必
要
が
あ
る
。

O
「
生
活
又
は
営
利
の
た
め
」
の
要
件
に
つ
い
て

-
「
生
活
又
は
営
利
の
た
め
」
と
い
う
要
件
を
置
く
こ
と
に
よ
っ

て
暴
力
団
の
稼
業
の
一
つ
で
あ
る
示
談
介
入
行
為
(
非
弁
活
動
)

が
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
措
置
す
べ
き
で

あ
る
。

資

-
「
生
活
又
は
営
利
の
た
め
」
と
い
う
要
件
は
必
要
で
あ
る
。

O
暴
力
的
組
織
の
指
定
に
対
す
る
不
服
申
立
制
度
が
必
要
で
あ
る
o

O
正
規
の
「
構
成
員
」
だ
け
で
な
く
、
準
構
成
員
、
企
業
舎
弟
等
の

暴
力
団
の
周
辺
に
い
る
者
も
、
で
き
る
限
り
「
構
成
員
」
と
同
様

に
規
制
す
る
べ
き
で
あ
る
。

川
不
法
利
得
行
為
の
防
止

。
「
不
法
利
得
行
為
」
に
は
被
害
者
が
い
る
の
で
、
暴
力
団
を
取
り

締
ま
る
だ
け
で
な
く
、
被
害
者
の
救
済
を
図
る
た
め
の
措
置
が
必

要
で
あ
る
。

。
「
契
約
の
申
込
み
の
撤
回
等
」
に
つ
い
て

-
「
契
約
の
申
込
み
の
撤
回
等
」
と
い
う
構
成
に
す
る
と
、
契
約

の
有
効
性
を
認
め
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

-
被
害
者
が
現
実
に
契
約
か
ら
離
脱
す
る
た
め
に
は
、
「
契
約
の

申
込
み
の
撤
回
等
」
の
規
定
を
設
け
て
こ
れ
を
助
け
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

北法43(5・206)1042

O
個
々
の
行
為
の
際
に
営
利
目
的
で
あ
る
と
認
定
で
き
る
か
否
か
に

か
か
わ
ら
ず
、
示
談
介
入
行
為
の
よ
う
な
暴
力
団
が
典
型
的
に
行

う
も
の
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
不
法
利
得
行
為
に
含
め
て
規
制
す

べ
き
で
あ
る
。

O
不
法
利
得
行
為
に
限
ら
ず
、
組
織
の
行
動
と
し
て
不
法
行
為
一
般

を
行
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
暴
力
的
組
織
自
体
に
対
し
て
損
害
賠

償
請
求
で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

O
公
害
等
調
整
委
員
会
の
賠
償
裁
定
の
よ
う
な
方
法
を
採
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

O
被
害
者
の
損
害
賠
償
請
求
権
等
を
全
う
す
る
た
め
に
は
、
公
開
の

裁
判
の
例
外
を
認
め
て
、
被
害
者
が
名
前
を
出
さ
な
い
で
済
む
代

表
訴
訟
の
よ
う
な
制
度
が
で
き
な
い
か
。

川
不
正
収
益
の
は
く
奪

O
不
法
利
得
行
為
に
よ
る
不
正
収
益
の
は
く
奪
に
つ
い
て
は
、
被
害



者
へ
の
返
還
を
助
け
る
枠
組
み
に
し
た
上
で
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

、
司
ノ
。
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O
被
害
者
救
済
の
た
め
に
不
正
利
益
を
強
制
収
用
す
る
と
い
う
公
用

徴
収
の
よ
う
な
考
え
方
を
導
入
で
き
な
い
か
。

O
不
正
利
益
金
の
範
囲
と
納
付
命
令
に
当
た
っ
て
の
認
定
方
法
を
明

確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

O
納
付
さ
れ
た
不
正
利
益
金
が
税
法
上
の
必
要
経
費
と
し
て
認
め
ら

れ
る
の
か
ど
う
か
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

O
不
正
利
益
金
の
納
付
命
令
と
刑
事
上
の
没
収
・
追
徴
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
不
法
利
得
行
為
の
場
合
は
基
本
的
に
抵
触
し
な
い
が
、

営
利
犯
罪
の
場
合
は
没
収
・
追
徴
と
の
関
係
を
整
理
す
る
必
要
が

ホ
Y
G
。
ま
た
、
営
利
犯
罪
に
よ
る
不
正
利
益
金
の
納
付
命
令
と
、
麻
薬

新
条
約
の
施
行
法
と
の
関
係
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

川
一
定
の
営
業
か
ら
の
排
除

O
憲
法
上
の
職
業
選
択
の
自
由
を
不
当
に
侵
害
し
な
い
よ
う
に
配
意

す
る
必
要
が
あ
る
。

付
暴
力
的
威
力
の
維
持
・
増
大
行
為
の
規
制

O
加
入
の
勧
誘
等
の
規
制
に
つ
い
て

-
加
入
の
勧
誘
等
に
お
け
る
禁
止
行
為
を
設
け
て
も
、
潜
在
化
、

巧
妙
化
が
進
み
、
警
察
が
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に

な
る
お
そ
れ
は
な
い
か
。

-
こ
の
よ
う
な
規
定
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を

根
拠
と
し
て
、
加
入
の
勧
誘
等
の
問
題
に
つ
い
て
警
察
が
対
応

し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

川
事
務
所
の
使
用
制
限

O
事
務
所
の
使
用
禁
止
命
令
の
担
保
措
置
と
し
て
、
執
行
罰
の
よ
う

な
制
度
を
導
入
で
き
な
い
か
。

O
単
に
暴
力
団
に
属
す
る
こ
と
自
体
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
非
合
法
化

す
る
団
体
規
制
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

O
共
謀
共
同
正
犯
は
立
証
が
難
し
い
の
で
、
組
織
の
下
位
の
人
間
が

行
っ
た
行
為
に
つ
い
て
上
位
の
人
間
の
責
任
を
追
及
で
き
る
よ
う

な
方
法
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

ウ
第
三
回
研
究
会
の
開
催

第
三
回
研
究
会
は
、
平
成
三
年
一
月
一
六
日
に
開
催
さ
れ
、
前
回
に
引

き
続
き
、
「
考
え
方
」
を
た
た
き
台
に
し
て
検
討
が
な
さ
れ
た
。
第
三
回

研
究
会
に
お
い
て
新
た
に
提
出
さ
れ
た
「
考
え
方
」
に
つ
い
て
の
意
見
及

び
提
案
の
要
旨
は
、
お
お
む
ね
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

ω
暴
力
的
組
織
の
指
定

そ
の
他

北法43(5・207)1043
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O
暴
力
的
組
織
に
指
定
し
て
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
こ
と
自
体
は
、
憲
法

上
の
結
社
の
自
由
の
制
限
と
し
て
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の

の
、
行
為
規
制
の
前
提
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
を
は
っ

き
り
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

O
事
前
聴
聞
手
続
に
つ
い
て

-
暴
力
的
組
織
の
指
定
に
際
し
て
は
、
事
前
聴
問
手
続
を
慎
重
に

行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

-
事
前
聴
聞
手
続
が
厳
格
過
ぎ
る
と
制
度
自
体
が
動
か
な
く
な
る

の
で
、
運
転
免
許
制
度
に
お
け
る
公
安
委
員
会
の
聴
聞
と
同
程

度
と
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。

資

O
暴
力
的
組
織
の
指
定
は
、
公
安
委
員
会
だ
け
が
判
断
す
る
の
で
は

な
く
、
よ
り
一
一
層
専
門
的
か
つ
公
正
な
判
断
が
な
さ
れ
る
仕
組
み

と
し
て
専
門
委
員
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
に
す
べ

き
で
あ
る
。

O
暴
力
的
組
織
審
査
専
門
委
員
の
制
度
は
、
審
査
会
に
で
き
な
い
か
。

O
暴
力
的
組
織
の
指
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
告
示
す
る
だ
け
で
な
く
、

指
定
さ
れ
た
組
織
に
対
し
て
通
知
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

.カ
O
暴
力
団
が
脱
法
的
に
組
織
改
編
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
暴
力
的
組

織
」
と
し
て
の
指
定
を
免
れ
る
よ
う
な
こ
と
と
な
る
の
で
は
な
い

か

北法43(5・208)1044

川
不
法
利
得
行
為
の
防
止

O
勧
告
に
つ
い
て

・
勧
告
に
違
反
し
た
場
合
の
担
保
措
置
と
し
て
、
公
表
で
は
効
果

が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

-
暴
力
団
に
対
し
て
は
、
既
存
の
制
度
の
枠
を
越
え
た
措
置
を
導

入
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

川
不
正
収
益
の
は
く
奪

O
納
付
命
令
に
対
し
て
取
消
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
対
象

行
為
が
犯
罪
に
該
当
す
る
と
き
に
は
、
刑
事
訴
訟
と
行
政
訴
訟
の

双
方
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
関
係
を
整
理
す
る
必

要
が
あ
る
。

。
不
正
収
益
の
は
く
奪
の
法
的
性
格
に
つ
い
て

-
納
付
命
令
は
、
財
産
権
の
内
在
的
制
約
で
あ
る
没
収
に
近
い
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
行
政
上
の
措
置
と
し
て
行
う
の
が
妥
当
か
0

.
社
会
的
に
悪
い
存
在
で
あ
る
暴
力
団
が
不
当
に
得
て
い
る
儲
け

を
は
く
奪
す
る
と
い
う
意
味
で
、
独
禁
法
や
国
民
生
活
安
定
緊

急
措
置
法
の
課
徴
金
に
近
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
妥
当
で
は
な

し
カ
。

。
被
害
者
が
被
害
回
復
を
受
け
る
意
思
が
な
い
と
き
に
は
公
が
は
く
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奪
し
て
も
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

三
回
に
わ
た
る
研
究
会
に
お
け
る
検
討
に
よ
り
、
前
記
の
よ
う
に
各
委

員
の
意
見
や
提
案
が
相
当
提
出
さ
れ
、
ま
た
、
各
委
員
か
ら
警
察
庁
に
対

し
て
「
考
え
方
」
の
記
載
内
容
の
趣
旨
や
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
活
発
に

質
疑
が
な
さ
れ
、
相
互
の
共
通
の
認
識
が
深
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
暴
力
団

対
策
の
緊
急
性
に
か
ん
が
み
、
第
一
二

O
回
国
会
へ
の
法
案
提
出
時
期
と

の
関
係
も
あ
る
の
で
、
次
回
の
研
究
会
に
お
い
て
、
各
委
員
の
意
見
や
提

案
を
踏
ま
え
て
「
考
え
方
」
を
修
正
し
て
新
た
な
警
察
庁
刑
事
局
の
案
を

呈
示
し
、
研
究
会
と
し
て
の
一
応
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
で
合
意
し

た。

第
四
回
研
究
会
の
開
催

第
三
回
研
究
会
の
後
、
警
察
庁
で
は
、
第
二
回
、
第
三
回
の
研
究
会
で

各
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
、
提
案
、
質
疑
を
踏
ま
え
て
「
考
え
方
」

を
修
正
す
る
と
と
も
に
、
し
か
も
外
部
に
公
表
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て

多
少
文
章
を
平
易
か
つ
簡
略
に
し
て
「
「
暴
力
団
」
対
策
に
関
す
る
法
律

案
の
考
え
方
の
骨
子
(
警
察
庁
刑
事
局
)
」
(
資
料

4
1
3
0
以
下
「
「
考

え
方
の
骨
子
」
」
と
い
う
。
)
を
取
り
ま
と
め
た
。

第
四
回
研
究
会
は
、
二
月
六
日
に
開
催
さ
れ
、
ま
ず
、
警
察
庁
か
ら
、

「
考
え
方
の
骨
子
」
を
配
布
し
、
そ
の
内
容
を
説
明
し
た
。
次
に
、
「
考
え

方
の
骨
子
」
に
新
た
に
盛
り
込
ん
だ
「
被
害
者
救
済
の
た
め
の
民
間
活
動

エ

の
振
興
」
を
中
心
に
質
疑
や
意
見
が
提
出
さ
れ
た
後
、
「
考
え
方
の
骨
子
」

は
研
究
会
に
お
い
て
了
承
さ
れ
る
と
と
も
に
、
「
暴
力
団
対
策
に
係
る
立

法
に
つ
い
て
の
意
見
」
(
資
料

4
|
4
)
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

)
暴
力
団
対
策
研
究
会
の
提
言

研
究
会
で
了
承
さ
れ
た
「
考
え
方
の
骨
子
」
は
、
前
述
の
と
お
り
研
究

会
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
「
考
え
方
」
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
内
容
の
主
な
変
更
点
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

川
新
た
に
「
趣
旨
・
目
的
」
と
法
律
案
の
全
体
の
構
成
を
記
載
し
た

[
構
成
]
を
加
え
て
、
全
体
像
が
分
か
る
よ
う
に
し
た
こ
と
。

川
暴
力
的
組
織
の
指
定
の
要
件
に
お
い
て
「
実
質
上
の
目
的
と
す
る

こ
と
」
を
「
図
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
」
と
改
め
た
こ
と
。

こ
れ
は
、
実
質
目
的
の
立
一
証
方
法
に
つ
い
て
、
暴
力
団
と
し
て
の
内

心
の
意
思
を
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
誤
解
を

避
け
る
た
め
で
あ
る
。

川
指
定
の
要
件
と
し
て
ア
又
は
イ
が
並
列
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
も
の

を
イ
を
な
お
書
に
す
る
と
と
も
に
表
現
を
修
正
し
た
こ
と
。
こ
れ
は
、

指
定
の
要
件
は
原
則
と
し
て
ア
で
あ
る
と
し
、
広
域
暴
力
団
の
中
に

は
ア
で
と
ら
え
ら
れ
な
い
も
の
が
生
じ
得
る
こ
と
か
ら
補
充
的
に
記

北法43(5・209)1045
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載
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
指
定
の
事
前
手
続
に
つ
い
て
「
暴
力
的
組
織
審
査
専
門
委
員
の
意

見
を
聴
く
こ
と
と
す
る
」
を
「
何
ら
か
の
形
で
学
識
経
験
者
等
の
第

三
者
の
意
見
を
聴
く
な
ど
第
三
者
が
関
与
す
る
仕
組
み
を
整
備
す

る
」
に
改
め
た
こ
と
。
こ
れ
は
、
研
究
会
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
多

様
な
意
見
を
反
映
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
に
は
立
案
段
階
で
詰
め

資

る
こ
と
と
し
た
こ
と
に
よ
る
。

付
指
定
の
公
一
不
等
に
つ
い
て
、
研
究
会
の
意
見
を
採
用
し
、
公
示
に

加
え
、
相
手
方
へ
の
通
知
を
要
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
。

同
指
定
に
つ
い
て
は
、
不
服
申
立
て
、
裁
判
所
へ
の
出
訴
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
旨
を
明
確
化
し
た
こ
と
。

同
「
契
約
の
申
込
み
の
撤
回
等
」
を
削
除
し
、
法
定
解
除
権
に
つ
い

て
は
明
文
で
触
れ
ず
に
、
「
被
害
回
復
の
促
進
を
図
る
た
め
、
被
害

回
復
に
係
る
勧
告
等
の
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
と
す
る
」
と
し
た

こ
と
。
こ
れ
は
、
法
定
解
除
権
の
創
設
に
関
連
し
て
研
究
会
で
多
様

な
意
見
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
広
く
被
害
回
復
措
置
の
手

法
を
立
案
段
階
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
に
よ
る
。

川
不
正
収
益
の
は
く
奪
に
つ
い
て
は
多
く
の
検
討
課
題
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
「
不
正
収
益
を
は
く
奪
す
る
仕
組
み
を
整
備
す
る
」
と
簡
略

な
表
現
に
改
め
た
こ
と
。

ま
た
、
な
お
書
で
不
法
利
得
行
為
に
つ
い
て
は
被
害
回
復
を
優
先

す
る
旨
の
記
載
を
し
た
こ
と
。

同
新
た
に
「
被
害
者
救
済
等
の
た
め
の
民
間
活
動
の
振
興
」
を
加
え

た
こ
と
。

北法43(5・210)1046

こ
れ
は
、
「
考
え
方
」
に
お
い
て
は
規
制
の
部
分
に
つ
い
て
の
み

た
た
き
台
を
提
言
し
た
が
、
研
究
会
に
お
い
て
被
害
者
の
被
害
回
復

の
促
進
が
各
委
員
の
共
通
認
識
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
規
制
以
外

の
部
分
の
う
ち
の
重
要
な
も
の
と
し
て
特
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
研
究
会
か
ら
警
察
庁
に
提
言
さ
れ
た
「
暴
力
団
対
策
に
係

る
立
法
に
つ
い
て
の
意
見
」
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ

る。
① 

現
下
の
暴
力
団
情
勢
に
か
ん
が
み
法
制
化
の
必
要
性
及
び
緊
急
性

に
つ
い
て
は
各
委
員
の
認
識
の
一
致
を
見
た
こ
と
。

②
「
考
え
方
の
骨
子
」
を
了
承
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
。

①
法
制
化
に
当
た
っ
て
の
配
慮
事
項
が
二
二
項
目
に
わ
た
っ
て
具
体

的
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
。

④
中
長
期
的
に
検
討
す
べ
き
各
種
の
提
案
が
別
紙
記
載
に
よ
り
盛
り

込
ま
れ
た
こ
と
。

な
お
、
①
及
び
④
の
内
容
は
、
第
三
回
研
究
会
以
後
に
各
委
員
か
ら
提



出
さ
れ
た
意
見
や
提
案
を
含
め
、
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
研
究
会
の
提
言
に
至
る
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
座
長

の
成
田
教
授
が
「
・
:
自
由
に
意
見
を
述
べ
る
形
の
研
究
会
で
あ
っ
た
。
こ

の
研
究
会
は
、
:
・
毎
回
、
か
な
り
長
時
間
に
わ
た
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
専

門
の
立
場
か
ら
、
極
め
て
活
発
に
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
研
究
会
の

場
で
述
べ
ら
れ
た
意
見
は
、
;
取
り
入
れ
ら
れ
て
:
・
L

(

成
田
頼
明
監
修
・

暴
力
団
対
策
法
研
究
会
編
「
暴
力
団
対
策
の
解
説
」
二
六
頁
)
と
述
、
べ
ら

れ
て
い
る
と
お
り
、
研
究
会
は
そ
の
設
置
の
当
初
の
目
的
を
達
成
し
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

四

世
論
の
動
向
と
関
係
方
面
と
の
意
見
調
整

(
一
)
新
た
な
法
制
に
対
す
る
世
論
の
動
向

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
み
る
世
論
の
動
向

平
成
二
年
九
月
か
ら
一

O
月
に
か
け
て
警
察
庁
が
実
施
し
た
「
暴
力
団

に
関
す
る
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
(
資
料
3
1
2
)
に
よ
れ
ば
、

新
た
な
法
規
制
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
問
い
に
対
し
て
、
寸
必
要
だ
」
と

す
る
企
業
が
六
五
・
一
一
一
括
に
達
し
て
お
り
、
「
必
要
な
い
」
と
す
る
企
業

ア

は
わ
ず
か
に
五
・
九
%
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
翌
二
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
実
施
し
た
「
暴
力
団
に
関
す

る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
(
複
数
回
答
。
資
料
3
1
3
)
に
よ

れ
ば
、
寸
暴
力
団
の
民
事
介
入
関
与
を
禁
止
し
て
ほ
し
い
L

が
回
答
者
の

九
一
・
九
鋭
、
「
暴
力
団
を
利
用
者
す
る
者
を
取
り
締
ま
っ
て
ほ
し
い
」

と
す
る
も
の
が
七
八
・
三
%
、
「
被
害
回
復
の
措
置
を
講
じ
て
ほ
し
い
」

と
す
る
も
の
が
六
三
・
二
%
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
「
特
別
な
措
置
は
必

要
な
い
」
と
す
る
者
は

0
・
二
%
で
あ
っ
た
。

イ
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に
み
る
世
論
の
動
向

一
方
、
警
察
庁
で
は
、
暴
力
団
員
の
違
法
不
当
な
行
為
の
実
態
を
広
く

国
民
に
知
ら
せ
る
た
め
、
立
法
事
実
の
裏
付
け
と
す
る
た
め
実
施
し
た
各

種
実
態
調
査
の
結
果
を
含
め
報
道
機
関
に
対
し
て
積
極
的
に
素
材
の
提
供

を
行
っ
た
。
ま
た
、
新
た
な
法
制
に
つ
い
て
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
も
逐

次
報
道
機
関
に
素
材
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
世
論
の
喚
起
と
世
論
の
動

向
の
把
握
に
努
め
た
。

ま
ず
、
暴
力
団
に
閣
す
る
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
報

道
機
関
に
素
材
提
供
し
て
一
一
月
二

O
日
に
報
道
さ
れ
た
が
、
同
月
一
一
一
一

日
及
び
二
一
一
一
日
に
沖
縄
県
で
旭
琉
会
の
内
紛
に
伴
う
対
立
抗
争
に
お
い

て
、
暴
力
団
員
の
発
砲
に
よ
り
警
察
官
二
人
を
含
む
コ
一
人
が
死
亡
す
る
と

い
う
、
か
つ
て
な
い
事
案
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
、

一
一
月
二
六
日
に
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は
研
究
会
の
設
置
と
暴
力
団
対
策
立
法
の
本
格
的
検
討
の
開
始
が
各
報
道

機
関
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
各
報
道
機
関
に
よ
り
暴

力
団
の
実
態
に
つ
い
て
報
道
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

従
来
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
お
い
て
も
暴
力
団
に
つ
い
て
は
警
察
が
検
挙
し

た
事
件
に
つ
い
て
報
道
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
が
、
マ
ス
コ

ミ
の
積
極
的
な
暴
力
団
問
題
の
取
り
上
げ
に
よ
り
、
国
民
誰
も
が
い
つ
暴

力
団
の
民
事
介
入
暴
力
に
よ
り
被
害
を
受
け
る
か
わ
か
ら
な
い
、
ま
た
、

暴
力
団
事
務
所
が
あ
る
と
対
立
抗
争
に
よ
り
生
命
の
危
険
に
も
さ
ら
さ
れ

か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
国
民
に
と
っ
て
暴
力
団
が
身
近
に
あ

る
危
険
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
恩
わ
れ
る
。

資

と
こ
ろ
で
、
暴
力
団
の
実
態
が
国
民
の
問
に
広
く
明
ら
か
に
さ
れ
る
に

つ
れ
、
新
し
い
法
制
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
世
論
が
高
ま
り
、
報
道
機
関

が
特
集
記
事
を
組
む
な
ど
更
に
暴
力
団
問
題
を
大
き
く
取
り
上
げ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
動
冨
察
斤
刑
事
局
実
に
対
す
る
マ
ス
コ
ミ
の
論
調

二
月
二
七
日
に
警
察
庁
刑
事
局
案
(
「
『
暴
力
団
』
対
策
に
関
す
る
法
律

案
の
基
本
的
考
え
方
」
。
資
料

4
1
5
)
を
公
表
す
る
と
、
報
道
各
社
は

一
面
等
で
大
き
く
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
社
説
で
も
取
り
上
げ
、
こ
れ

ら
の
社
説
(
二
月
二
七
日
な
い
し
二
八
日
)
で
は
次
に
示
す
よ
う
に
基
本

ウ

的
に
は
同
案
に
期
待
を
表
明
し
た
。

O
「
暴
力
団
新
法
づ
く
り
に
望
む
」
(
朝
日
新
聞
・
社
説
)

は
こ
れ
ま
で
再
三
に
わ
た
っ
て
、
「
新
し
い
立
法
も
含
め
て
徹
底
的

な
対
策
を
」
と
主
張
し
て
き
た
。
:
・
行
政
手
段
で
不
法
な
収
益
を
は

く
奪
す
る
な
ど
、
特
に
資
金
面
か
ら
活
動
を
規
制
し
て
い
く
点
に
新

味
が
あ
る
。
私
た
ち
の
主
張
に
も
沿
う
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
な
方

向
は
支
持
し
た
い
。
し
か
し
、
細
部
に
は
疑
問
や
念
押
し
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
注
文
を
つ
け
た
い
。

一
つ
は
や
は
り
、
拡
大
適
用
さ
れ
た
り
乱
用
さ
れ
て
不
当
な
人
権
侵

害
な
ど
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
規
定
の
仕
方
や
運
用
面
で
十
分

な
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
0

・
:
政
治
、
労
働
、
宗

教
団
体
な
ど
に
規
制
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
将
来
と
も

十
分
な
目
配
り
が
必
要
だ
。
構
成
員
の
認
定
な
ど
に
も
慎
重
な
裏
付

け
が
求
め
ら
れ
る
。
第
二
は
、
不
正
収
益
の
は
く
奪
に
つ
い
て
の
具

体
的
内
容
が
不
明
確
な
こ
と
で
あ
る
。
・
:
さ
ら
に
、
乱
用
の
危
険
性

と
裏
腹
の
関
係
に
立
つ
問
題
だ
が
、
抜
け
道
や
脱
法
行
為
に
対
す
る

備
え
が
十
分
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
:
・
」

O
「
暴
力
団
の
壊
滅
に
大
胆
な
新
法
を
」
(
読
売
新
聞
・
社
説
)
「
:
・
暴

力
団
の
現
状
と
、
現
行
法
に
よ
る
取
り
締
ま
り
の
限
界
を
考
え
る
と
、

新
法
の
よ
う
な
予
防
措
置
を
含
む
、
思
い
切
っ
た
対
応
が
必
要
だ
。
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:
・
問
題
な
の
は
、
指
定
暴
力
団
が
言
論
や
政
治
、
宗
教
な
ど
様
々
な

団
体
、
総
会
屋
、
企
業
な
ど
を
装
っ
て
新
法
の
追
及
を
逃
れ
る
動
き

を
強
め
る
こ
と
だ
。
こ
う
し
た
逃
げ
道
を
ど
う
封
じ
込
め
る
か
。
・
:

組
織
暴
力
を
壊
滅
さ
せ
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
す
こ
と

は
、
国
際
的
な
流
れ
で
も
あ
る
。
わ
が
国
の
実
情
に
合
っ
た
、
実
効

性
の
あ
る
新
法
を
め
ざ
し
て
欲
し
い
。
L

O
「
暴
力
団
新
法
は
国
民
の
合
意
で
」
(
毎
日
新
聞
・
社
説
)
「
:
・
現
行

法
で
は
指
摘
し
に
く
い
暴
力
団
の
資
金
活
動
を
行
政
措
置
で
封
じ
よ

う
と
い
う
趣
旨
。
そ
の
意
味
で
は
、
大
胆
な
立
法
だ
。
問
題
点
も
な

く
は
な
い
が
、
暴
力
団
の
現
状
を
考
え
れ
ば
、
新
法
に
期
待
を
か
け

ざ
る
を
得
な
い
。
:
・
あ
る
組
織
を
予
防
的
に
「
暴
力
的
組
織
」
と
み

な
し
、
現
行
法
で
は
違
法
で
は
な
い
行
為
を
行
政
的
に
禁
止
す
る
こ

と
が
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
結
社
の
自
由
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
、

と
の
批
判
が
あ
っ
て
不
思
議
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
暴
力
的
組
織
」

を
ニ
疋
の
営
業
か
ら
排
除
す
る
こ
と
は
職
業
選
択
の
自
由
に
ふ
れ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
の
見
方
も
あ
ろ
う
。
だ
が
、
暴
力
団
の
活
動
に

よ
っ
て
い
か
に
平
穏
な
市
民
社
会
が
脅
か
さ
れ
、
市
民
生
活
や
企
業

活
動
の
場
の
秩
序
が
損
ね
ら
れ
て
い
る
か
を
考
え
た
と
き
、
や
む
を

得
な
い
選
択
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
:
・
」

O
「
泣
き
寝
入
り
を
防
ぐ
か
「
暴
力
団
新
法
」
」
(
日
経
新
聞
・
社
説
)

「
:
・
犯
罪
の
可
能
性
を
持
つ
暴
力
組
織
な
ら
結
社
の
自
由
は
な
い
と

い
う
解
釈
も
可
能
だ
ろ
う
。
営
業
の
自
由
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
0

.
:
指
定
が
警
察
や
公
安
委
員
会
に
ま
か
さ
れ
る
点
な
ど
に
問
題
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
が
、
暴
力
団
の
不
法
行
為
取
り
締
ま
り
は
緊
急
の

課
題
、
と
す
る
警
察
庁
が
、
「
拙
速
」
を
恐
れ
ず
踏
み
切
っ
た
も
の

で
あ
る
。
:
・
果
た
し
て
こ
れ
ら
が
う
ま
く
働
く
か
ど
う
か
疑
問
の
余

地
も
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
取
り
締
ま
り
の
手
法
が
可

能
に
な
る
だ
け
に
、
立
法
に
期
待
を
か
け
た
い
。
」

O
「
暴
力
団
の
壊
滅
に
新
し
い
法
律
を
」
(
東
京
新
開
・
社
説
)
「
:
・

無
法
集
団
を
壊
滅
さ
せ
る
た
め
に
、
新
し
い
手
段
を
考
え
る
時
が
来

て
い
る
と
思
う
。
・
:
暴
力
団
壊
滅
の
た
め
に
、
今
こ
こ
で
強
い
手
段

に
出
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題
だ
。
そ
の
意
味
で
、
新
し
い
法
律
作
り

に
動
き
出
し
た
、
警
察
庁
の
姿
勢
に
期
待
を
し
た
い
。
・
:
こ
れ
ま
で

の
暴
力
団
対
策
に
は
な
か
っ
た
発
想
で
あ
り
、
法
の
精
神
を
十
分
に

生
か
し
た
運
用
方
法
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
か
な
り
の
効
果
が
期
待
で

き
る
と
思
う
。
:
・
一
番
大
切
な
の
は
、
暴
力
団
以
外
に
拡
大
適
用
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ど
こ
ま
で
し
っ
か
り
し
た
歯
止
め
が
か
け

ら
れ
る
か
だ
。
こ
う
し
た
手
続
き
さ
え
き
っ
ち
り
し
で
あ
れ
ば
、
明

ら
か
に
犯
罪
者
の
集
団
で
あ
る
組
織
に
ま
で
結
社
の
自
由
が
あ
る
か

ど
う
か
の
議
論
に
も
、
お
の
ず
か
ら
結
論
が
出
る
は
ず
だ
。
・
:
」

北法43(5・213)1049 



料

「
:
・
「
麻
薬

資

0
7暴
力
団
新
法
H

へ
の
注
文
」
(
産
経
新
聞
・
主
張
)

及
ぴ
向
精
神
薬
の
不
正
取
引
防
止
条
約
」
の
批
准
に
向
け
た
関
連
法

の
改
正
案
で
は
、
現
金
や
株
式
(
有
体
物
)
の
ほ
か
預
金
な
ど
無
体

物
で
も
没
収
で
き
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
「
暴
力
団
対
策
法
案
」

に
も
こ
れ
を
盛
り
込
む
べ
き
で
は
な
い
か
。
:
・
暴
力
団
の
組
織
実
態

が
明
確
に
把
握
で
き
な
い
日
本
の
現
状
で
は
当
面
活
動
規
制
で
対
処

す
る
方
が
望
ま
し
い
と
い
え
る
。
・
:
指
定
の
公
正
と
客
観
性
の
確
保

に
十
分
に
配
慮
し
て
い
る
点
も
評
価
で
き
る
。
:
・
」

エ
新
た
な
法
制
を
求
め
る
道
府
県
議
会
等
の
決
議

警
察
庁
刑
事
案
が
報
道
さ
れ
る
と
、
三
月
五
日
に
北
海
道
議
会
が
「
暴

力
団
対
策
立
法
に
関
す
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
の
を
皮
切
り

に
、
三
月
中
に
約
三

O
道
府
県
に
お
い
て
、
次
々
と
、
暴
力
団
対
策
立
法

を
含
む
暴
力
団
対
策
強
化
に
つ
い
て
決
議
が
な
さ
れ
又
は
内
閣
総
理
大

臣
、
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
等
に
意
見
書
(
地
方
自
治
法
第
九
九
条
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
く
も
の
)
が
提
出
さ
れ
た
(
資
料

5
参
照
)
。

こ
の
決
議
や
意
見
書
の
採
択
に
当
た
っ
て
は
、
全
会
一
致
で
な
さ
れ
た

と
こ
ろ
も
多
く
、
ま
た
、
全
会
一
致
で
は
な
く
と
も
反
対
は
な
か
っ
た
と

こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、
沖
縄
県
内
の
市
町
村
を
始
め
多
く
の
市
町
村
議
会
等
も
続
々
と

暴
力
団
対
策
の
強
化
を
求
め
る
決
議
や
固
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出
が
行

わ
れ
た
。
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有
識
者
か
ら
の
意
見
聴
取

法
律
学
者
か
ら
の
意
見
聴
取
に
つ
い
て
は
、
研
究
会
に
お
い
て
行
っ
た

ほ
か
、
研
究
会
の
委
員
以
外
の
者
の
意
見
も
聴
取
す
る
た
め
、
平
成
二
年

一
二
月
に
は
刑
事
法
関
係
の
学
者
か
ら
、
ま
た
、
翌
三
年
一
月
に
は
主
と

し
て
行
政
法
関
係
の
学
者
か
ら
意
見
聴
取
を
行
っ
た
。

ま
た
、
二
月
下
旬
に
は
、
報
道
各
社
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
た
め
、
論

説
委
員
と
の
懇
談
会
や
社
会
部
長
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

)
日
本
弁
護
士
連
合
会
か
ら
の
意
見
聴
取

警
察
庁
で
は
、
多
年
に
わ
た
り
民
事
介
入
暴
力
対
策
を
中
心
に
暴
力
団

対
策
に
つ
い
て
日
本
弁
護
士
連
合
会
(
以
下
「
日
弁
連
」
と
い
う
。
)
と

日
常
的
な
意
見
交
換
を
行
い
つ
つ
、
協
力
関
係
を
確
立
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
新
し
い
暴
力
団
対
策
立
法
を
検
討
す
る
に
際
し
、
研
究
会
の

委
員
に
弁
護
士
を
選
任
し
、
そ
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で

あ
る
。一
方
、
日
弁
連
に
対
し
て
は
、
平
成
三
年
一
月
中
旬
か
ら
本
格
的
な
説
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明
を
開
始
し
、
意
見
聴
取
を
し
た
。

ア
警
察
庁
刑
事
局
案
に
対
す
る
第
一
意
見
書

日
弁
連
は
、
「
『
暴
力
団
』
対
策
に
関
す
る
法
律
案
の
基
本
的
考
え
方
」

(
警
察
庁
刑
事
局
。
資
料
4
1
5
0
以
下
「
警
察
庁
刑
事
局
案
」
と
い
う
。
)

に
対
す
る
意
見
を
理
事
会
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
、
同
年
三
月
一
五
日
に

「
「
『
暴
力
団
』
対
策
に
関
す
る
法
律
案
の
基
本
的
考
え
方
」
に
つ
い
て
の

意
見
」
(
資
料
4
1
7
0
以
下
「
第
一
意
見
書
」
と
い
う
。
)
を
警
祭
庁
に

提
出
し
た
。

こ
の
第
一
意
見
書
に
示
さ
れ
た
意
見
の
取
扱
い
と
し
て
は
、
警
察
庁
刑

事
局
案
が
法
律
案
で
は
な
い
た
め
細
部
が
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
か
ら
誤

解
で
あ
る
と
認
め
る
意
見
に
つ
い
て
は
検
討
中
の
法
律
案
に
基
づ
い
て
説

明
を
重
ね
る
一
方
、
参
考
と
な
る
意
見
に
つ
い
て
は
法
律
案
に
反
映
す
る

よ
う
に
努
め
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
第
一
意
見
書
に
示
さ
れ
た
意
見
の
う
ち
で
私
が
注
目

し
た
の
は
お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

警
察
庁
刑
事
局
案
に
示
さ
れ
た
「
構
成
員
の
相
当
数
が
、

① 

一
定
期

間
内
に
暴
力
的
不
法
行
為
等
の
前
歴
を
有
す
る
」
こ
と
の
「
要
件
も

「
相
当
数
」
「
一
定
の
期
間
内
」
と
い
う
暖
昧
な
表
現
を
用
い
て
い
る

う
え
に
、
暴
力
的
不
法
行
為
に
一
般
的
な
犯
罪
を
広
く
含
め
る
と
必

ず
し
も
暴
力
団
の
み
に
適
用
さ
れ
る
特
有
の
要
件
と
な
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
に
な
る
。
」

②
指
定
の
手
続
と
し
て
は
、
「
指
定
を
行
う
独
立
の
第
三
者
機
関
を

設
置
す
る
こ
と
、
少
な
く
と
も
参
与
機
関
(
審
査
会
)
を
設
置
す
べ

き
で
あ
る
。
」

①
「
「
構
成
員
」
概
念
も
極
め
て
あ
い
ま
い
で
あ
っ
て
、
そ
の
認
定
基

準
は
な
ん
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
0

・
:
構
成
員
の
認
定
基
準
を
明
確
化
、

構
成
員
か
ら
の
開
示
申
請
、
不
服
申
立
の
権
利
を
与
え
る
必
要
が
あ

る。」

④
警
察
庁
刑
事
局
案
に
お
い
て
禁
止
し
よ
う
と
し
た
「
不
法
利
得
行

為
」
は
、
「
も
と
も
と
犯
罪
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
新
た
に
禁
止

し
よ
う
と
す
る
の
は
論
理
的
に
問
題
が
あ
る
。
」

⑤
麻
薬
新
条
約
の
国
内
法
化
の
検
討
に
お
い
て
も
「
す
べ
て
犯
罪
行

為
を
基
礎
に
し
て
司
法
的
チ
エ

y

ク
を
経
て
収
益
が
は
く
奪
さ
れ
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
(
警
察
庁
刑
事
局
案
)
は
こ
れ
を
行
政
的

措
置
で
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
司
法
的
措
置
と
の
関
係
を
ど
の

よ
う
に
考
慮
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
:
・
公
安
委
員
会
に
こ
こ
ま

で
の
権
限
を
与
え
て
よ
い
か
と
い
う
問
題
:
・
な
ど
検
討
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
も
多
い
。
」

⑥
「
-
定
営
業
か
ら
の
排
除
」
に
つ
い
て
、
「
債
権
取
立
て
、
倒
産
整

理
を
弁
護
士
で
な
い
者
が
業
と
し
て
行
う
こ
と
は
非
弁
護
士
活
動
と
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な
っ
て
弁
護
士
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
」
と
す
る
。

⑦
警
察
庁
刑
事
局
案
に
お
い
て
一
定
の
場
合
に
「
違
反
者
に
是
正
措

霞
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
る
権
限
を
警
察
官
に
あ
た
え
て
い
る

が
、
警
察
官
職
務
執
行
法
の
規
定
以
上
の
広
範
な
行
為
権
限
を
現
場

警
察
官
が
与
え
ら
れ
る
点
に
問
題
は
な
い
か
が
、
吟
味
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」

イ
法
律
案
に
対
す
る
第
二
意
見
書

日
弁
連
は
、
法
律
案
の
国
会
提
出
を
受
け
て
、
「
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不

当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
案
」
に
つ
い
て
の
意
見
」
(
資
料
4

1
8
0
以
下
「
第
二
意
見
書
」
と
い
う
。
)
を
警
察
庁
に
提
出
す
る
と
と

も
に
、
公
表
し
た
。

資

こ
の
第
二
意
見
書
は
、
政
府
案
に
つ
い
て
の
意
見
で
あ
り
、
そ
の
内
容

は
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
が
、
そ
の
内
容
を
第
一
意

見
書
と
比
較
す
る
と
、
条
文
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
や
警
察
庁
が
日
弁

連
の
意
見
を
踏
ま
え
て
立
案
し
た
こ
と
等
か
ら
、
法
案
そ
の
も
の
に
対
す

る
個
別
の
反
対
意
見
は
お
お
む
ね
解
消
さ
れ
、
法
案
成
立
後
の
運
用
上
の

意
見
に
と
ど
ま
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

①
警
察
庁
刑
事
局
案
の
「
暴
力
的
組
織
か
ら
法
案
の
「
暴
力
団
L

と

用
語
が
変
更
さ
れ
た
の
は
一
見
わ
か
り
や
す
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え

ヲ品。」

②
暴
力
団
の
指
定
の
要
件
と
し
て
「
暴
力
団
に
お
け
る
犯
罪
経
歴
保

有
者
の
人
数
の
比
率
等
が
暴
力
団
以
外
の
集
団
一
般
に
お
け
る
集
団

の
人
数
の
う
ち
に
占
め
る
そ
れ
を
超
え
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
そ

の
確
率
を
一
定
の
数
字
で
示
し
、
且
つ
、
代
表
者
等
の
統
制
の
下
に

階
層
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体
と
し
て
規
定
し
た
の
は
一
定
の
評

価
が
で
き
る
。
」

③
暴
力
的
不
法
行
為
等
の
範
囲
内
に
つ
い
て
は
、
「
別
表
に
一
不
さ
れ

て
い
る
法
律
の
多
く
は
章
に
よ
っ
て
範
囲
を
限
定
し
て
」
お
り
、

(
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
は
)
「
暴
力
団
特
有
の
犯
罪
に
限
定
し
、

対
象
と
な
る
団
体
の
広
が
り
を
防
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
」

④
「
法
律
案
は
、
審
査
専
門
委
員
の
意
見
に
基
づ
い
て
「
指
定
暴
力
団
」

「
連
合
体
」
の
指
定
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、

(
警
察
庁
刑
事
局
案
)
か
ら
前
進
し
て
い
る
。
」

⑤
「
審
査
専
門
委
員
は
・
:
委
員
会
方
式
を
と
り
、
専
門
委
員
の
合
意

に
よ
り
意
見
を
提
出
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
そ
の
場
合
、
単
純
多
数

方
式
で
は
な
く
、
全
会
一
致
若
し
く
は
そ
れ
に
近
い
特
別
決
議
に
よ
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る
べ
き
で
あ
る
。
」

「
法
案
が
暴
力
的
要
求
行
為
を
具
体
的
に
例
示
し
、
限
定
し
た
こ

と
は
評
価
で
き
る
。
」

法
案
の
報
告
・
立
入
り
の
規
定
は
、
「
警
察
官
職
務
執
行
法
に
定

⑦ 



め
る
質
問
権
、
立
入
権
の
要
件
を
著
し
く
緩
和
す
る
も
の
で
あ
っ
て

容
認
で
き
な
い
。
:
・
同
条
は
削
除
し
、
警
察
官
職
務
執
行
法
を
以
て

対
応
す
べ
き
で
あ
る
。
」

暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

な
お
、
第
二
意
見
書
で
一
不
さ
れ
た
日
弁
連
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
国
会

に
お
い
て
同
様
の
質
問
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
運
用
上

の
懸
念
を
生
じ
な
い
よ
う
に
し
、
ま
た
、
応
ず
る
こ
と
の
で
き
な
い
意
見

に
つ
い
て
も
運
用
上
の
配
慮
を
含
め
、
警
察
庁
の
方
針
を
固
め
、
国
会
審

議
に
臨
ん
だ
。四

)
国
会
議
員
へ
の
事
前
説
明

国
会
議
員
に
対
す
る
新
た
な
法
制
に
つ
い
て
の
事
前
説
明
は
、
平
成
三

年
一
月
中
旬
か
ら
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
。

与
党
(
自
民
党
)
に
対
す
る
説
明
は
、
歴
代
の
国
家
公
安
委
員
長
を
始

め
、
地
方
行
政
部
会
、
治
安
対
策
特
別
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
行

わ
れ
、
ま
た
、
衆
参
両
院
の
地
方
行
政
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
す
べ
て
に
対

し
て
精
力
的
に
行
わ
れ
た
。

説
明
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
新
法
の
必
要
性
と
新
法
の
構
造
で

あ
っ
た
が
、
検
討
の
進
展
に
応
じ
て
、
逐
次
具
体
的
内
容
に
及
ん
だ
。
ま

た
、
説
明
に
対
し
て
質
問
や
疑
問
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
法
案
の
具
体
的

詰
め
の
参
考
に
し
、
あ
る
い
は
更
に
詳
細
に
説
明
を
し
て
理
解
を
求
め
た
。

そ
の
結
果
、
与
党
内
に
お
い
て
新
法
は
必
要
で
あ
り
、
か
つ
緊
急
に
成

立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
案
で
あ
る
と
の
認
識
が
徐
々
に
高
ま
り
、

い
わ
ゆ
る
重
要
法
案
並
み
の
取
扱
い
を
す
べ
き
で
あ
る
と
の
空
気
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
る
。

五

法
律
案
の
立
案
か
ら
政
府
の
決
定
ま
で
の
過
程

(
こ
警
察
庁
案
の
策
定

法
律
案
の
枠
組
み
を
固
め
る
作
業

暴
力
団
対
策
法
の
立
案
作
業
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

1
ム
発
足
後
か
ら

枠
組
み
を
固
め
る
た
め
の
仮
設
条
文
を
作
成
す
る
作
業
を
開
始
し
、
研
究

会
に
お
け
る
検
討
と
並
行
し
て
徐
々
に
枠
組
み
を
固
め
て
い
っ
た
。

こ
の
枠
組
み
を
固
め
る
作
業
に
お
い
て
論
点
と
な
づ
た
主
な
も
の
は
、

お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
点
で
あ
っ
た
。

川
暴
力
団
の
指
定
の
要
件
と
暴
力
団
員
の
行
為
規
制
の
内
容
を
ど
の

よ
う
に
し
て
法
律
的
に
整
合
性
を
持
た
せ
る
か
。
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
指
定
の
要
件
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
。

ア
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川
指
定
と
い
う
行
政
処
分
を
行
う
主
体
は
、
都
道
府
県
公
安
委
員
会

と
国
家
公
安
委
員
会
の
い
ず
れ
に
す
べ
き
か
。
都
道
府
県
公
安
委
員

会
と
し
た
場
合
に
お
い
て
国
(
国
家
公
安
委
員
会
)
の
関
与
を
ど
の

よ
う
に
す
べ
き
か
。
こ
れ
ら
の
点
と
現
行
の
警
察
法
に
よ
る
固
と
地

方
と
の
関
係
と
の
考
え
方
の
整
理
を
い
か
に
す
る
か
。

川
指
定
の
事
前
手
続
と
し
て
の
意
見
聴
取
を
す
る
第
三
者
機
関
は
、

委
員
一
人
一
人
の
意
見
を
聴
く
方
式
と
委
員
会
(
審
査
会
)
方
式
の

い
ず
れ
に
す
べ
き
か
。
ま
た
、
川
と
も
関
連
す
る
が
、
第
三
者
機
関

を
国
と
地
方
の
ど
ち
ら
に
置
く
べ
き
か
。

同
規
制
を
す
べ
き
暴
力
団
員
の
不
当
な
行
為
を
ど
の
よ
う
に
類
型
化

す
る
か
。
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
不
法
利
得
行
為
の
禁
止
(
現

在
の
法
第
九
条
)
の
現
在
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
不
当
な
行
為
を
禁
止

す
る
た
め
の
法
律
構
造
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

川
一
定
の
営
業
か
ら
の
排
除
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
営
業
か
ら
排

除
す
べ
き
か
。
ま
た
、
排
除
の
た
め
の
仕
組
み
は
ど
の
よ
う
に
す
る

A
M
 

資

川
不
正
収
益
の
範
囲
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
。
不
正
収
益
の

認
定
と
徴
収
手
続
は
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
。

こ
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
は
、
研
究
会
の
提
言
ま
で
に
相
当
程
度
方

向
付
け
が
で
き
た
も
の
が
多
い
が
、
未
解
決
の
論
点
も
相
当
残
さ
れ
た
。

条
文
の
詰
め
の
作
業

と
こ
ろ
で
、
こ
の
法
律
案
は
、
三
年
一
月
に
実
施
さ
れ
た
内
閣
の
第
一

二
O
回
国
会
へ
の
政
府
提
出
予
定
法
案
調
べ
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る

C
法
案

(
「
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
に
よ
る
暴
力
的
不
法
行
為
等
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
案
(
仮
称
)
」
)
と
し
て
登
録
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
時
点
で
は
第

一
二

O
回
国
会
に
提
出
で
き
る
程
度
に
内
容
が
固
ま
る
か
ど
う
か
未
定
で

あ
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、

C
法
案
に
つ
い
て
内
閣
法
制
局
に
お
い
て
も
A

法
案
審
査
後
に
審
査
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

C
法
案
に
つ
い

て
も
通
常
三
月
中
旬
が
法
案
の
間
議
決
定
の
締
切
り
で
あ
り
、
遅
延
し
た

と
し
て
も
三
月
中
に
は
閣
議
決
定
に
持
ち
込
む
必
要
が
あ
る
。
一
方
で
、

こ
の
法
律
案
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
お
い
て
も
肯
定
的
に
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
、
し
か
も
、
与
野
党
の
大
方
が
第
一
二

O
回
国
会
に
提
案
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
空
気
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
検
討
時
聞
が

イ
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極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
研
究
会
の
提
言
の
後
は
、
研
究
会
の
提
言
や
世
論
の
動

向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
立
法
技
術
的
事
項
を
含
め
条
文
の
詰
め
の
作
業
を
精

力
的
に
行
っ
た
。

条
文
の
詰
め
の
作
業
に
お
け
る
主
な
論
点
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
が
、
川
か
ら
川
ま
で
の
事
項
を
優
先
的
か
つ
細
部
ま
で
詰
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。



暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

川
暴
力
的
不
法
行
為
等
(
現
在
の
法
第
二
条
第
一
号
)
の
対
象
と
す

る
罪
か
ら
政
治
活
動
に
伴
う
犯
罪
を
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
除
く

.カ
川
犯
罪
経
歴
保
有
者
の
要
件
(
現
在
の
法
第
三
条
第
二
号
)
に
お
い

て
暴
力
団
以
外
の
政
治
団
体
等
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
の
立
法
技
術
的
工
夫
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

川
禁
止
行
為
違
反
に
係
る
行
為
は
千
差
万
別
で
あ
る
が
、
命
令
の
要

件
と
内
容
を
ど
の
よ
う
に
し
て
法
律
上
絞
り
込
め
る
か
。

川
禁
止
行
為
違
反
に
対
す
る
命
令
を
行
う
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の

権
限
を
ど
の
よ
う
な
場
合
に
ど
こ
(
警
察
署
長
等
)
に
分
配
す
る
か
O

N

命
令
を
緊
急
に
行
う
場
合
の
特
例
(
現
在
の
法
第
二
四
条
)
を
ど

の
よ
う
に
す
る
か
。

川
不
法
利
得
行
為
の
被
害
者
の
被
害
回
復
の
仕
組
み
と
し
て
、
法
定

解
除
権
の
創
設
は
少
な
く
と
も
当
面
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た

が
、
勧
告
の
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
手
法
が
あ
る
か
。

川
暴
力
団
の
い
わ
ゆ
る
準
構
成
員
そ
の
他
暴
力
団
の
周
辺
に
い
る
者

に
規
制
を
及
ぼ
す
場
合
に
周
辺
に
い
る
者
を
ど
の
よ
う
に
特
定
で
き

る
か
。
ま
た
、
こ
の
法
案
の
中
で
う
ま
く
位
置
付
け
ら
れ
る
か
。

同
一
定
の
営
業
か
ら
の
排
除
に
つ
い
て
、
排
除
す
べ
き
営
業
分
野
は

ど
の
よ
う
に
し
て
限
定
す
る
こ
と
が
可
能
か
。

同
不
正
収
益
の
は
く
奪
に
つ
い
て
、
被
害
回
復
を
優
先
さ
せ
る
手
法

は
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
か
。
ま
た
、
不
正
収
益
の
範
囲
は
ど
こ
ま

で
か
。

こ
れ
ら
の
点
を
詰
め
て
、
三
月
上
旬
に
、
警
察
庁
案
の
素
案
を
作
成
し

た。
と
こ
ろ
で
、
不
正
収
益
の
は
く
奪
に
つ
い
て
は
、
麻
薬
新
条
約
を
批
准

す
る
た
め
の
囲
内
実
施
法
と
整
合
性
を
図
る
べ
き
と
こ
ろ
、
同
法
案
の
国

会
提
出
の
時
期
は
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
見
込
み
が
立
っ
て
い
な
い
こ
と

等
か
ら
、
今
回
の
法
案
に
盛
り
込
む
こ
と
は
断
念
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
各
省
協
議
と
内
閣
法
制
局
審
査
の
時
間
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、

一
定
の
営
業
か
ら
の
排
除
に
つ
い
て
は
、
営
業
に
関
係
す
る
法
律
を
所
管

し
、
協
議
調
整
す
べ
き
関
係
省
庁
が
相
当
あ
る
の
で
、
内
々
に
意
向
を
打

診
し
た
と
こ
ろ
、
検
討
課
題
が
多
い
の
で
、
こ
れ
も
今
回
の
法
案
に
盛
り

込
む
こ
と
を
断
念
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
警
察
庁
案
は
固
ま
っ
て
い
っ
た
。

一
一
)
各
省
協
議
と
内
閣
法
制
局
の
審
査
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内
閣
法
制
局
の
い
わ
ゆ
る
下
審
査

内
閣
法
制
局
に
は
立
法
の
検
討
状
況
を
内
々
に
説
明
し
て
い
た
が
、
三

ア
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月
中
旬
に
警
察
庁
の
案
を
内
閣
法
制
局
に
持
ち
込
み
、
い
わ
ゆ
る
下
審
査

を
且
又
け
た
。

下
審
査
で
は
、
憲
法
上
の
観
点
を
含
め
様
々
な
点
か
ら
審
査
が
行
わ
れ

た
が
、
次
の
よ
う
な
示
唆
を
受
け
、
警
察
庁
の
案
を
修
正
し
た
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。

川
法
律
案
を
国
民
に
理
解
し
や
す
い
も
の
に
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
定
義
規
定
(
現
在
の
法
第
二
条
)
を
設
け
る
と
と
も
に
、
「
暴

力
的
組
織
」
を
「
暴
力
団
」
と
変
え
る
ほ
か
、
「
暴
力
的
要
求
行
為
」
、

「
縄
張
」
、
「
用
心
榛
」
と
い
う
よ
う
な
従
来
の
法
律
用
語
に
は
な
い

用
語
を
採
用
す
る
こ
と
。

川
「
暴
力
的
不
法
行
為
等
」
(
現
在
の
法
第
二
条
第
一
号
)
に
つ
い
て

は
、
別
表
を
設
け
、
そ
こ
に
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
得
る
罪

を
列
挙
す
る
こ
と
。

川
暴
力
団
の
事
務
所
の
封
鎖
措
置
は
、
い
わ
ゆ
る
成
田
法
第
三
条
第

七
項
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
直
接
強
制
的
な
手
段
は
避
け
、

よ
り
謙
抑
的
な
規
定
と
す
る
こ
と
。

イ

各

省

協

隠

各
省
協
議
に
お
い
て
は
、
法
務
省
と
は
、
法
律
案
の
禁
止
行
為
と
刑
罰

と
の
関
係
、
法
律
案
の
罰
則
規
定
、
暴
力
的
要
求
行
為
の
相
手
方
に
対
す

る
援
助
と
民
事
法
と
の
関
係
、
暴
力
団
の
指
定
の
要
件
の
一
つ
で
あ
る
犯

資

罪
経
歴
保
有
者
の
要
件
の
立
証
に
必
要
で
あ
る
検
察
庁
保
管
の
前
科
調
書

の
取
扱
い
等
を
め
ぐ
っ
て
協
議
し
、
前
科
調
書
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
法

務
省
の
協
力
を
得
や
す
い
よ
う
に
す
る
た
め
修
文
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た

(
現
在
の
法
第
二
五
条
第
四
項
の
新
設
)
。

そ
の
ほ
か
に
は
、
審
査
専
門
委
員
の
設
置
に
つ
い
て
総
務
庁
と
、
本
法

の
施
行
経
費
に
つ
い
て
大
蔵
省
と
、
海
上
に
お
け
る
暴
力
団
員
の
不
当
な

行
為
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
運
輸
省
(
海
上
保
安
庁
)
と
、
指
定
の
手
続

に
お
け
る
国
家
公
安
委
員
会
の
確
認
の
法
的
性
質
や
地
方
の
財
政
負
担
等

に
つ
い
て
自
治
省
と
、
と
い
う
よ
う
に
、
各
省
庁
と
協
議
調
整
を
図
っ
た
。

な
お
、
警
察
庁
は
、
四
月
三
日
に
、
警
察
庁
案
の
骨
子
(
「
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
案
(
仮
称
)
の
骨
子
」
。

資
料
4
|
6
)
を
公
表
し
た
。
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(
三
)
与
党
審
査
と
閣
議
決
定

警
察
庁
案
は
、
各
省
協
議
終
了
後
、
内
閣
法
制
局
の
審
査
、
与
党
の
地

方
行
政
部
会
、
治
安
対
策
特
別
委
員
会
、
政
務
調
査
会
審
議
会
及
び
総
務

会
の
了
承
等
を
経
て
、
四
月
一
一
一
日
の
閣
議
に
お
い
て
政
府
案
(
「
暴
力

団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
案
」
)
と
し
て
決
定

さ
れ
、
第
一
二

O
回
国
会
に
提
出
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
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国
会
審
議
と
成
立

(
一
)
衆
議
院
に
お
け
る
審
議
状
況

暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

地
方
行
政
委
員
会
に
お
け
る
審
議
状
況

国
会
に
提
出
さ
れ
た
法
律
案
は
、
衆
議
院
地
方
行
政
委
員
会
に
お
い
て
、

四
月
一
八
日
に
提
案
理
由
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
翌
一
九
日
に
同
じ
く
暴

力
団
対
策
の
一
環
と
し
て
政
府
か
ら
提
出
さ
れ
参
議
院
か
ら
送
付
さ
れ
た

銃
砲
万
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
と
と
も
に
議
題

と
な
り
実
質
審
議
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
審
議
に
先
立
ち
、
同
委
員
会
理

事
会
に
お
い
て
、
暴
力
団
員
不
当
行
為
防
止
法
運
用
調
査
小
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て
各
党
間
で
合
意
が
な
さ
れ
た
。

質
疑
は
、
六
人
の
委
員
か
ら
あ
り
、
質
疑
の
内
容
は
、
お
お
む
ね
次
の

よ
う
な
も
の
が
目
立
っ
た
。

①
新
法
を
必
要
と
す
る
暴
力
団
情
勢
は
何
か
。

②
新
法
の
効
果
(
実
効
性
)
は
ど
の
程
度
か
。

③
新
法
の
制
定
に
よ
り
警
察
の
暴
力
団
対
策
の
在
り
方
に
方
針
変
更

は
あ
る
の
か
。

④
指
定
逃
れ
の
た
め
の
政
治
団
体
の
偽
装
、
組
員
の
水
増
し
等
に
対

ア

す
る
対
策
は
ど
う
か
。

⑤
新
法
に
よ
る
指
定
が
暴
力
団
以
外
の
団
体
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
か
。

⑥
指
定
外
の
暴
力
団
の
取
締
り
は
ど
う
す
る
の
か
。

⑦
審
査
専
門
委
員
の
運
用
の
在
り
方
を
問
う
。

③
準
構
成
員
な
ど
暴
力
団
周
辺
者
に
対
し
て
行
為
規
制
は
及
ぶ
の

か
。
及
ば
な
い
の
で
あ
れ
ば
規
制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

⑨
暴
力
的
要
求
行
為
は
限
定
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
将
来
追
加
す
る

の
か
。

⑮ 

国
民
が
参
加
し
利
用
し
や
す
い
よ
う
な
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン

タ
ー
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑪
不
正
収
援
の
は
く
奪
ヤ
営
業
か
ら
の
排
除
を
見
送
っ
た
理
由
と
将

来
の
見
通
し
を
問
う
。

⑬⑫  

暴
力
団
に
利
益
供
与
し
た
企
業
名
を
公
表
し
て
は
ど
う
か
。

国
会
審
議
の
時
間
的
余
裕
の
な
い
法
律
案
の
提
出
の
仕
方
に
つ
い

て
の
所
見
を
問
、
っ
。
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質
疑
の
終
了
後
、
全
会
一
致
で
、
法
律
案
を
可
決
す
る
と
と
も
に
、
附

帯
決
議
{
資
料
6
1
1
)
を
付
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
聞
に
お

け
る
審
議
時
間
は
、
銃
砲
万
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
改
正
案
と
併
せ
て
五

時
間
一
四
分
で
あ
っ
た
。
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な
お
、
同
委
員
会
に
お
け
る
各
委
員
か
ら
の
質
疑
の
要
旨
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
っ
た
。

川
暴
力
団
情
報
と
暴
力
団
対
策
の
在
り
方

O
新
し
い
法
律
を
作
っ
て
ま
で
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

状
況
に
お
い
て
、
暴
力
団
対
策
に
対
す
る
基
本
的
考
え
方
を
問
う

資

(
安
田
委
員
)

O
暴
力
団
の
勢
力
の
実
態
及
び
国
民
の
被
害
状
況
を
聞
く
(
安
田
委

員
O
暴
力
団
の
経
済
活
動
へ
の
進
出
実
態
を
聞
く
(
安
田
委
員
)

O
諸
外
国
の
法
制
と
の
比
較
に
つ
い
て
知
り
た
い
(
安
田
委
員
)

O
暴
力
団
に
加
入
す
る
若
者
が
年
間
二
千
人
位
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
暴
力
団
に
入
る
の
か
(
安
田
委
員
)

O
青
少
年
対
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
聞
く
(
対
総
務
庁
。
安
田
委
員
)

O
第
一
線
の
警
察
官
が
的
確
に
情
報
を
つ
か
み
、
捜
査
で
き
る
よ
う

な
科
学
的
な
知
能
重
視
型
の
捜
査
体
制
を
作
っ
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
(
安
回
委
員
)

O
新
法
を
必
要
と
す
る
暴
力
団
の
実
態
に
つ
い
て
具
体
的
に
明
ら
か

に
し
て
も
ら
い
た
い
(
中
沢
委
員
)

O
外
国
の
法
制
を
み
る
と
裁
判
所
の
関
与
す
る
例
が
あ
る
が
、
今
回

の
法
案
で
は
裁
判
所
の
関
与
が
な
い
理
由
は
何
か
(
中
沢
委
員
)

O
今
回
の
立
法
で
暴
力
団
の
上
層
部
に
ま
で
迫
れ
る
の
か
(
草
野
委
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員
)

O
準
構
成
員
の
人
数
は
ど
の
程
度
か
(
草
野
委
員
)

O
第
一
線
の
警
察
官
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
警
察
官
の
不
祥
事
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か

(
草
野
委
員
)

O
新
法
は
暴
力
団
を
規
制
し
て
い
く
と
い
う
も
の
だ
が
、
暴
力
団
を

壊
滅
さ
せ
る
と
い
う
方
針
に
変
更
は
あ
る
の
か
(
吉
井
委
員
)

O
暴
力
団
の
伝
統
的
資
金
源
活
動
に
対
す
る
取
締
り
に
つ
い
て
の
決

意
を
問
、
つ
(
吉
井
委
員
)

川
暴
力
団
の
指
定

O
暴
力
団
の
指
定
資
料
の
収
集
、
吟
味
は
ど
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ

る
の
か
(
福
永
委
員
)

O
暴
力
団
の
指
定
逃
れ
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
、
特
に
政
治
団
体

を
装
う
こ
と
に
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
(
福
、
水
委
員
)

O
二
条
に
い
う
暴
力
団
の
要
件
は
具
体
的
に
は
何
か
(
安
田
委
員
)

O
審
査
専
門
委
員
は
何
人
く
ら
い
予
定
し
て
い
る
の
か
。
な
ぜ
委
員

会
方
式
を
採
ら
な
か
っ
た
の
か
(
安
田
委
員
)

O
審
査
専
門
委
員
の
意
見
聴
取
は
、
事
案
ご
と
に
何
人
の
意
見
を
開

く
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
の
意
見
を
合
わ
せ
て
み
る
必
要
が
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あ
る
の
で
は
な
い
か
(
安
田
委
員
)

O
暴
力
団
以
外
の
団
体
に
対
し
て
新
法
が
適
用
さ
れ
る
心
配
は
な
い

の
か
(
中
沢
委
員
)

O
約
三
、
三

O
O
団
体
の
暴
力
団
が
す
べ
て
指
定
で
き
る
の
か
。
指

定
さ
れ
て
な
い
暴
力
団
が
悪
い
こ
と
を
や
っ
て
も
新
法
の
対
象
外

で
あ
る
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
の
で
は
な
い
か
(
中
沢
委
員
)

O
指
定
に
つ
い
て
は
専
門
委
員
の
意
見
を
聴
く
の
に
、
指
定
の
取
消

し
に
つ
い
て
は
専
門
委
員
の
意
見
を
聴
か
な
い
の
は
な
ぜ
か
(
草

野
委
員
)

O
「
暴
力
団
の
威
力
を
利
用
し
て
生
計
の
維
持
」
と
は
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
い
う
の
か
(
草
野
委
員
)

O
一
ニ
条
二
号
は
政
治
団
体
を
法
案
の
規
制
か
ら
除
外
す
る
趣
旨
か

(
草
野
委
員
)

O
政
治
団
体
は
規
制
の
対
象
外
か
(
草
野
委
員
)

O
暴
力
団
は
指
定
逃
れ
の
た
め
に
組
員
の
水
増
し
、
偽
装
破
門
等
い

ろ
い
ろ
な
偽
装
工
作
を
行
っ
て
来
る
と
思
う
が
、
そ
れ
に
対
す
る

対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
(
草
野
委
員
)

O
こ
の
法
律
は
暴
力
団
以
外
の
宗
教
団
体
、
政
治
団
体
等
に
は
適
用

さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
確
か
か
(
吉
井
委
員
)

O
指
定
暴
力
団
の
偽
装
解
散
に
対
す
る
対
策
は
ど
う
か
。
特
に
暴
力

団
が
解
散
届
を
出
し
た
場
合
、
ニ
疋
期
間
フ
ォ
ロ
ー
し
て
解
散
を

確
認
し
て
か
ら
指
定
を
取
り
消
す
の
か
(
吉
井
委
員
)

O
指
定
外
の
暴
力
団
が
九
条
の
行
為
を
行
っ
た
場
合
の
規
制
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
(
吉
井
委
員
)

O
指
定
外
の
暴
力
団
に
対
す
る
取
締
り
の
姿
勢
に
変
化
は
な
い
か

(
吉
井
委
員
)

O
こ
の
法
律
は
結
社
の
自
由
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
は
な
い
か
(
神
田

委
員
)

O
右
翼
、
左
翼
等
の
政
治
団
体
に
ま
で
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か

(
神
田
委
員
)

O
指
定
要
件
が
拡
大
解
釈
さ
れ
て
一
般
の
結
社
ま
で
適
用
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
か
(
神
田
委
員
)

禁
止
行
為
及
び
命
令

O
一
一
条
及
び
一
二
条
の
措
置
命
令
は
、
広
範
な
裁
量
を
認
め
て
い

る
と
恩
わ
れ
る
が
、
具
体
的
な
運
用
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
(
福

永
委
員
)
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O
九
条
に
規
定
さ
れ
た
以
外
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
現
行
法
規
で
取

締
り
が
十
分
に
で
き
る
の
か
(
福
永
委
員
)

O
暴
力
的
要
求
行
為
の
再
発
防
止
命
令
に
い
う
「
必
要
な
措
置
」
を

列
挙
し
て
例
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
寸
必
要
な
措
置
」
の
濫
用



4
も

τ
4
方
1

を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
か
(
安
田
委
員
)

O
縄
張
内
の
行
為
制
限
が
あ
る
が
、
な
ぜ
縄
張
内
に
限
定
さ
れ
る
の

か
(
中
沢
委
員
)

O
暴
力
的
要
求
行
為
を
限
定
列
挙
と
し
た
理
由
は
何
か
。
追
加
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
か
(
草
野
委
員
)

O
少
年
が
自
ら
の
意
志
で
暴
力
団
に
入
っ
た
が
、
保
護
者
は
脱
退
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
場
合
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
(
草
野

委
員
)

資

O
暴
力
団
の
構
成
員
を
減
少
さ
せ
て
い
く
た
め
の
方
策
は
何
か
(
草

野
委
員
)

O
準
構
成
員
、
企
業
舎
弟
が
九
条
の
違
反
を
犯
し
た
場
合
、
こ
の
法

律
の
適
用
は
あ
る
の
か
。
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
か
(
吉
井
委

員
)

O
暴
力
団
が
関
係
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
設
立
し
て
い
る
会
社
の
社

員
で
、
警
察
が
暴
力
団
の
構
成
員
と
し
て
把
握
し
て
い
な
い
者
が

九
条
の
違
反
行
為
を
行
っ
た
場
合
、
こ
の
法
律
で
規
制
で
き
る
の

か
(
吉
井
委
員
)

O
暴
力
団
の
周
囲
に
い
て
、
組
員
に
協
力
す
る
者
に
つ
い
て
規
制
を

し
て
い
か
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
法
律
は
ザ
ル
法
に
な
る
の
で
は
な

い
か
(
吉
井
委
員
)

O
公
安
委
員
会
が
中
止
命
令
を
出
す
た
め
に
は
被
害
者
の
申
告
が
必

要
だ
と
恩
わ
れ
る
が
、
お
礼
参
り
等
を
恐
れ
て
な
か
な
か
申
告
し

な
い
の
で
は
な
い
か
(
神
田
委
員
)

O
被
害
者
の
被
害
申
告
が
な
く
て
も
、
警
察
が
被
害
実
態
を
把
握
し

た
場
合
は
公
安
委
員
会
が
中
止
命
令
を
出
せ
る
よ
う
に
し
て
は
ど

う
か
(
神
田
委
員
)

川
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

。
セ
ン
タ
ー
が
国
民
の
理
解
と
協
力
の
下
に
、
国
民
全
部
が
参
加
で

き
る
よ
う
な
組
織
に
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
(
安
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田
委
員
)

O
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
本
当
に
被
害
を
受
け
て
い
る
市
民
が
気
安

く
相
談
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
受
け

皿
を
作
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
(
中
沢
委
員
)

川
山
聴
問
、
報
告
・
立
入
り
、
不
服
申
立
て

O
公
開
の
聴
聞
を
行
う
と
き
、
傍
聴
人
の
人
数
の
制
限
又
は
入
場
拒

否
が
で
き
る
の
か
(
福
永
委
員
)

O
暴
力
団
構
成
員
の
認
定
基
準
は
何
か
。
ま
た
、
こ
れ
に
対
す
る
開

示
申
請
や
不
服
申
立
て
の
権
利
は
保
障
さ
れ
て
い
る
か
(
安
田
委

員
)

O
公
安
委
員
会
に
よ
る
警
察
官
の
暴
力
団
事
務
所
へ
の
立
入
り
、
物
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件
検
査
及
び
質
問
機
は
制
限
的
な
規
定
に
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
。
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
必
要
な
限
度
に
つ
い
て
定
め
る
と

思
う
が
、
見
解
を
示
し
て
ほ
し
い
(
安
田
委
員
)

O
不
服
申
立
て
は
司
法
審
査
と
並
行
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

(
安
田
委
員
)

O
特
別
の
場
合
に
は
聴
聞
を
公
開
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
場
合
か
。
ま
た
、
例
外
が
原
則
と
な
る
お
そ
れ
は
な
い

か
(
中
沢
委
員
)

川
不
正
収
益
の
は
く
奪
等
の
新
た
な
規
制
の
手
法
の
導
入

O
不
正
収
益
の
は
く
奪
が
削
除
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
削
除
さ
れ

て
も
実
効
性
は
確
保
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
方
針
は
ど
う

か
(
福
、
水
委
員
)

O
暴
力
団
に
利
益
供
与
し
た
企
業
の
名
を
公
表
し
て
は
ど
う
か
(
安

回
委
員
)

O
不
正
収
益
は
く
奪
に
つ
い
て
の
改
正
案
提
出
の
時
期
は
い
つ
頃
か

(
中
沢
委
員
)

O
対
立
抗
争
時
の
事
務
所
の
使
用
制
限
が
あ
る
が
、
日
常
的
に
も
っ

と
規
制
で
き
な
い
の
か
(
中
沢
委
員
)

O
不
正
収
益
の
は
く
奪
は
将
来
実
現
す
る
の
か
(
草
野
委
員
)

O
ニ
疋
の
営
業
か
ら
の
排
除
、
抗
争
に
利
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

車
両
の
使
用
規
制
、
事
務
所
の
封
鎖
が
見
送
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら

の
点
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い
く
の
か
(
草
野
委
員
)

O
準
構
成
員
の
行
為
に
つ
い
て
何
ら
か
の
規
制
が
必
要
で
は
な
い
か

(
草
野
委
員
)

O
利
得
供
与
し
た
企
業
名
を
公
表
し
て
は
ど
う
か
(
吉
井
委
員
)

O
暴
力
団
に
加
入
す
る
者
の
中
に
は
、
暴
走
族
等
か
ら
の
加
入
も
か

な
り
の
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
が
、
暴
走
族
等
に
対
す
る
規
制

も
必
要
で
は
な
い
か
(
神
田
委
員
)

O
暴
力
団
等
に
よ
る
企
業
支
配
と
資
金
浄
化
活
動
を
規
制
す
る
た

め
、
ア
メ
リ
カ
の

R
I
C
O
法
の
よ
う
な
法
律
を
制
定
し
て
は
ど

う
か
(
神
田
委
員
)

同
法
案
の
提
出
時
期

O
国
会
終
盤
に
お
い
て
立
法
府
が
勉
強
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
よ

う
な
法
案
の
提
出
の
仕
方
に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
(
中
沢
委
員
)

O
法
案
作
成
過
程
に
お
け
る
他
団
体
、
特
に
日
弁
連
と
の
協
議
状
況

を
問
、
つ
(
中
沢
委
員
)
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O
法
案
の
提
出
の
仕
方
に
つ
い
て
問
、
つ
(
吉
井
委
員
)

岡
本
法
の
運
用

O
本
法
が
成
立
し
た
場
合
の
長
官
の
決
意
を
問
、
つ
(
福
永
委
員
)

O
本
法
が
成
立
し
て
施
行
さ
れ
た
場
合
、
現
状
の
暴
力
団
の
活
動
は



料

ど
の
程
度
ま
で
抑
制
で
き
る
見
通
し
か
(
安
田
委
員
)

O
政
令
、
規
則
に
つ
い
て
は
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
小
委
員
会
に

お
い
て
十
分
議
論
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
が
、
所
見
を
問
う
(
中
沢

委
員
)

O
新
法
が
成
立
し
た
場
合
、
大
変
な
行
政
需
要
が
発
生
す
る
と
思
う

が
、
警
察
の
現
行
体
制
、
予
算
で
こ
れ
ら
が
処
理
で
き
る
の
か
(
中

沢
委
員
)

O
法
律
が
成
立
し
た
場
合
の
施
行
時
期
と
そ
の
実
効
性
に
つ
い
て
問

ぅ
。
ま
た
、
暴
力
団
の
人
権
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

資

か
(
草
野
委
員
)

O
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
行
為
は
、
こ
の
法
案
が
成
立
し
て
ど
の
程

度
阻
止
で
き
る
か
(
神
田
委
員
)

イ
衆
臓
続
本
会
憾
で
全
会
一
致
で
可
決

衆
議
院
地
方
行
政
委
員
会
に
お
い
て
四
月
一
九
日
に
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
た
法
律
案
は
、
四
月
一
一
一
二
日
に
衆
議
院
本
会
議
に
上
程
さ
れ
、
同
日
、

全
会
一
致
で
可
決
の
上
、
参
議
院
に
付
託
さ
れ
た
。

(
二
)
参
議
院
に
お
け
る
審
議
状
況
と
成
立

ア

地
方
行
政
委
員
会
に
お
け
る
審
強
状
況

衆
議
院
か
ら
付
託
さ
れ
た
法
律
案
は
、
参
議
院
地
方
行
政
委
員
会
に
お

い
て
、
四
月
二
五
日
に
提
案
理
由
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
四
月
二
六
日
に

実
質
審
議
が
行
な
わ
れ
た
。

質
疑
は
、
四
人
の
委
員
か
ら
あ
り
、
そ
の
内
容
は
衆
議
院
で
採
り
上
げ

ら
れ
な
か
っ
た
事
項
や
衆
議
院
で
の
質
疑
を
掘
り
下
げ
た
事
項
が
多
く
、

お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
も
の
が
目
立
っ
た
。

①
暴
力
団
の
指
定
の
要
件
の
一
つ
で
あ
る
犯
罪
経
歴
保
有
者
要
件
の

具
体
的
内
容
と
運
用
を
問
う
。

①
政
治
目
的
を
掲
げ
る
暴
力
団
の
取
扱
い
を
ど
う
す
る
か
。

③
指
定
に
つ
い
て
の
行
政
争
訟
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
本
法
の
運

用
は
ど
う
な
る
の
か
。
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⑤④  

命
令
の
要
件
、
内
容
や
運
用
の
方
法
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

暴
力
的
要
求
行
為
の
被
害
者
に
対
す
る
援
助
の
民
事
介
入
の
程
度

を
問
う
。

@ 

暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
指
定
の
方
法
や
活
動
内
容
を
問

⑮⑨③⑦  

暴
力
追
放
相
談
委
員
の
運
用
の
在
り
方
を
問
、
っ
。

聴
聞
の
運
用
方
針
を
問
、
っ
。

報
告
・
立
入
り
と
警
察
官
職
務
執
行
法
と
の
関
係
を
問
う
。

不
正
収
益
の
は
く
奪
と
マ
ネ
l
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
問
う
。



⑫⑪  
か
。本一
法定
のの
施嘗
イ丁釆

をか

通与

と証
書墜
察二三

更婁
り性
職レ

権品
性除
刷の
の王毘
お 4犬
そを
れ聞
はう
な。
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質
疑
の
終
了
後
、
全
会
一
致
で
、
法
律
案
を
可
決
す
る
と
と
も
に
、
附

帯
決
議
(
資
料
6
1
2
)
を
付
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
。
次
に
、
小
委

員
会
の
設
置
が
議
題
と
さ
れ
、
従
来
の
風
俗
営
業
等
に
関
す
る
小
委
員
会

を
暴
力
団
員
不
当
行
為
防
止
法
及
び
風
俗
営
業
等
に
関
す
る
小
委
員
会
に

改
組
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
。
当
日
の
審
議
時
間
は
三
時
間
一

ふ
め
つ
れ
~
。

分
で

な
お
、
同
委
員
会
に
お
け
る
各
委
員
か
ら
の
質
疑
の
要
旨
は
次
の
と
お

り
で
あ
っ
た
。

川
暴
力
団
情
勢
と
暴
力
団
対
策
の
在
り
方

O
警
察
官
と
暴
力
団
と
の
癒
着
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
長
官
の
決

意
を
問
、
つ
(
常
松
委
員
)

川
暴
力
団
の
指
定

O
犯
罪
経
歴
保
有
者
の
要
件
が
三
条
各
号
の
中
で
最
も
客
観
的
だ
と

思
う
が
ど
う
か
(
渡
辺
委
員
)

O
犯
罪
経
歴
保
有
者
の
要
件
は
何
に
基
づ
い
て
考
え
た
の
か
(
渡
辺

委
員
)

O
刑
法
三
四
条
の
こ
に
は
刑
の
免
除
を
受
け
た
場
合
、
二
年
経
過
す

れ
ば
刑
の
言
渡
し
が
消
滅
す
る
と
い
う
規
定
が
あ
る
が
、
本
法
で

は
刑
の
免
除
を
受
け
た
場
合
に
は
ど
う
な
る
の
か
(
渡
辺
委
員
)

O
執
行
猶
予
を
取
り
消
さ
れ
ず
に
刑
の
言
渡
し
が
消
滅
し
た
者
等
に

つ
い
て
も
犯
罪
経
歴
と
し
て
扱
う
の
か
(
渡
辺
委
員
)

O
大
赦
、
特
赦
で
刑
の
言
渡
し
が
消
滅
し
た
者
に
つ
い
て
は
犯
罪
経

歴
と
し
て
は
扱
わ
な
い
の
か
(
渡
辺
委
員
)

O
犯
罪
経
歴
の
扱
い
は
憲
法
に
違
反
し
な
い
か
、
ま
た
行
政
訴
訟
を

提
起
さ
れ
る
懸
念
は
な
い
か
(
渡
辺
委
員
)

O
犯
罪
経
歴
と
な
る
別
表
の
罪
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
選
ん
だ
の
か

(
渡
辺
委
員
)

O
犯
罪
経
歴
を
限
定
さ
れ
た
犯
罪
の
中
か
ら
選
び
出
す
作
業
は
公
安

委
員
会
が
行
う
の
か
(
渡
辺
委
員
)

O
指
定
の
要
件
は
暴
力
団
に
ウ
エ
イ
ト
を
お
い
て
い
る
の
か
、
暴
力

団
員
に
ウ
エ
イ
ト
を
お
い
て
い
る
の
か
(
常
松
委
員
)

O
指
定
か
ら
は
ず
れ
た
暴
力
団
は
現
行
法
で
取
り
締
ま
る
と
い
う
こ

と
か
(
常
松
委
員
)

O
第
二
条
「
別
表
に
掲
げ
る
罪
」
と
い
う
の
は
、
暴
力
団
が
一
般
に

行
う
よ
う
な
犯
罪
を
選
り
抜
い
て
公
安
委
員
会
規
則
に
定
め
る
と

解
し
て
よ
い
か
(
諌
山
委
員
)

O
右
翼
暴
力
団
を
指
定
暴
力
団
に
す
る
か
ど
う
か
は
、
主
た
る
目
的
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が
金
儲
け
に
あ
る
の
か
、
政
治
目
的
に
あ
る
か
と
い
う
基
準
で
分

け
る
の
か
(
諌
山
委
員
)

O
団
体
の
半
分
が
金
儲
け
を
目
的
と
し
て
お
り
、
半
分
は
政
治
目
的

を
掲
げ
て
い
る
場
合
、
指
定
す
る
の
か
(
諌
山
委
員
)

O
正
気
塾
は
指
定
の
要
件
に
該
当
す
る
の
か
(
諌
山
委
員
)

O
名
目
的
に
政
治
目
的
を
掲
げ
て
い
て
も
、
中
身
が
金
儲
け
を
目
的

と
し
て
い
る
よ
う
な
団
体
は
指
定
の
要
件
に
当
た
る
の
か
(
諌
山

資

委
員
)

O
金
儲
け
を
目
的
と
し
た
暴
力
団
が
、
い
か
に
も
政
治
団
体
の
よ
う

な
顔
を
し
て
指
定
を
逃
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
(
諌

山
委
員
)

O
暴
力
団
が
指
定
さ
れ
て
、
そ
の
後
二
つ
の
組
に
分
か
れ
た
場
合
、

指
定
の
効
力
は
ど
う
な
る
の
か
(
諌
山
委
員
)

O
指
定
暴
力
団
の
幹
部
の
半
数
以
上
が
交
代
し
た
場
合
、
あ
る
い
は

半
数
近
い
組
員
が
入
れ
替
っ
た
場
合
、
指
定
の
効
力
は
続
く
の
か

(
諌
山
委
員
)

O
暴
力
団
と
し
て
指
定
す
る
た
め
に
警
察
官
に
よ
っ
て
広
範
な
調
査

活
動
を
行
う
の
か
(
諌
山
委
員
)

O
審
査
専
門
委
員
は
一
人
か
、
複
数
か
、
委
員
会
制
度
か
(
諌
山
委

員
)

O
暴
力
団
を
指
定
し
な
け
れ
ば
こ
の
法
律
は
機
能
し
な
い
と
思
う
が

ど
う
か
(
高
井
委
員
)

川
禁
止
行
為
及
び
命
令
並
び
に
援
助

O
親
分
と
か
組
長
と
い
う
の
は
暴
力
団
員
の
中
に
入
る
の
か
(
常
松

委
員
)
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O
暴
力
的
要
求
行
為
を
命
じ
た
親
分
は
ど
う
な
る
の
か
(
常
松
委
員
)

O
暴
力
団
が
指
定
さ
れ
た
と
し
て
、
指
定
後
に
暴
力
団
に
入
っ
た
一

回
も
刑
事
罰
を
受
け
て
い
な
い
暴
力
団
員
も
規
制
を
受
け
る
こ
と

と
な
る
の
か
(
常
松
委
員
)

O
法
が
施
行
さ
れ
た
後
、
暴
力
団
が
組
識
を
分
散
さ
せ
る
と
か
組
員

を
移
動
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
偽
装
を
行
っ
た
場
合
取
締
り
は
で

き
る
の
か
(
常
松
委
員
)

O
暴
力
団
か
ら
正
式
に
抜
け
た
者
は
構
成
員
で
は
な
い
か
(
諌
山
委

員
。
暴
力
団
と
し
て
指
定
を
受
け
た
後
に
加
入
し
た
者
は
構
成
員
か

(
諌
山
委
員
)

O
「
暴
力
的
要
求
行
為
の
禁
止
」
は
す
べ
て
現
行
法
で
は
犯
罪
に
な

ら
な
い
と
い
う
建
前
で
立
法
す
る
の
か
(
諌
山
委
員
)

。
指
定
暴
力
団
員
が
暴
力
的
要
求
行
為
を
行
え
ば
中
止
命
令
が
出

る
。
こ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
処
罰
さ
れ
る
が
、
指
定
暴
力
団
員
で
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な
け
れ
ば
野
放
し
と
い
う
の
は
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
(
諌

山
委
員
)

O
暴
力
的
要
求
行
為
に
対
す
る
中
止
命
令
は
、
警
察
官
の
現
認
に
よ

っ
て
発
動
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
か
、
被
害
者
の
通
報
に
よ
っ
て

発
動
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
か
(
諌
山
委
員
)

O
中
止
命
令
は
文
書
に
よ
る
の
か
口
頭
に
よ
る
の
か
(
諌
山
委
員
)

O
中
止
命
令
は
警
察
官
の
裁
量
に
よ
っ
て
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
が
、
ど
う
か
(
諌
山
委
員
)

O
一
O
条
の
「
唆
す
」
と
い
う
の
は
刑
法
上
の
教
唆
と
同
じ
か
(
諌

山
委
員
)

O
二
二
条
の
「
必
要
な
援
助
」
は
警
察
が
民
事
問
題
に
過
度
の
介
入

を
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
(
諌
山
委
員
)

O
貼
り
付
け
ら
れ
た
標
章
を
損
壊
・
汚
損
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
が
、
器
物
損
壊
罪
で
処
理
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
器
物
損

壊
罪
が
あ
る
の
だ
か
ら
標
章
損
壊
を
規
定
す
る
必
要
は
な
い
の
で

は
な
い
か
(
諌
山
委
員
)

o 0 
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罪主里史
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問高
う井

O
仮
の
命
令
は
何
日
く
ら
い
で
出
る
の
か
(
高
井
委
員
)

O
仮
の
命
令
は
現
実
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
内
容
に
な
る
の
か
(
高

井
委
員
)

川
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

O
セ
ン
タ
ー
の
指
定
要
件
と
活
動
内
容
を
問
う
(
常
松
委
員
)

O
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
何
か
(
常
松
委

員
)

O
暴
力
追
放
相
談
委
員
は
す
べ
て
警
察
関
係
者
に
限
定
さ
れ
る
の
か

(
常
松
委
員
)

O
暴
力
追
放
相
談
委
員
は
委
嘱
な
の
か
任
命
な
の
か
(
常
松
委
員
)

O
セ
ン
タ
ー
の
長
あ
る
い
は
構
成
人
員
を
作
り
上
げ
て
い
く
の
は
国

家
公
安
委
員
会
か
(
常
松
委
員
)

O
セ
ン
タ
ー
は
誰
が
命
令
し
て
作
ら
せ
る
の
か
(
常
松
委
員
)

O
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
都
道
府
県
か
ら
要
請
の
な
い
と
こ
ろ
は
行
政

指
導
を
し
て
作
る
の
か
(
常
松
委
員
)

O
暴
力
追
放
相
談
委
員
は
一
県
何
人
ぐ
ら
い
を
予
定
し
て
い
る
か

(
諌
山
委
員
)

O
暴
力
相
談
に
対
す
る
助
言
は
暴
力
追
放
相
談
委
員
で
な
い
と
で
き

な
い
の
か
(
諌
山
委
員
)

O
暴
力
追
放
相
談
委
員
は
常
勤
に
な
る
予
定
か
、
そ
し
て
給
与
を
も
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ら
う
の
か
(
諌
山
委
員
)

O
セ
ン
タ
ー
の
役
職
員
は
公
務
員
又
は
公
務
員
に
準
ず
る
者
か
(
諌

資

山
委
員
)

川
聴
聞
、
報
告
・
立
入
り
そ
の
他
行
政
調
査
、
行
政
争
訟

O
聴
聞
で
本
人
が
公
開
を
希
望
し
た
場
合
、
非
公
開
に
す
る
に
は
よ

ほ
ど
の
場
合
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
ど
う
か
(
諌
山
委
員
)

O
聴
聞
手
続
で
「
有
利
な
証
拠
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
な

っ
て
い
る
が
、
物
証
だ
け
で
な
く
人
証
も
含
む
の
か
(
諌
山
委
員
)

O
聴
聞
に
お
い
て
当
事
者
が
求
め
れ
ば
証
人
尋
問
が
行
わ
れ
る
の
か

(
諌
山
委
員
)

O
聴
聞
に
お
け
る
代
理
人
は
弁
護
士
以
外
の
代
理
人
で
も
よ
い
の
か

(
諌
山
委
員
)

O
警
察
官
職
務
執
行
法
に
は
人
権
保
障
の
規
定
が
あ
る
が
、
こ
の
法

律
の
報
告
・
立
入
り
に
は
そ
の
よ
う
な
規
定
が
な
い
。
警
察
官
職

務
執
行
法
は
、
こ
の
法
律
を
執
行
す
る
警
察
官
に
適
用
さ
れ
る
の

か
(
諌
山
委
員
)

O
犯
罪
捜
査
規
範
は
こ
の
法
律
の
執
行
に
適
用
さ
れ
る
か
(
諌
山
委

員
O
暴
力
団
が
指
定
を
争
っ
て
行
政
訴
訟
等
を
行
っ
て
い
る
と
き
、
暴

力
的
要
求
行
為
に
対
す
る
中
止
命
令
は
出
せ
る
の
か
(
高
井
委
員
)

。
裁
判
所
で
指
定
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
、
中
止
命
令
違
反
の
間
接

罰
の
条
項
は
発
動
で
き
な
く
な
る
の
か
(
高
井
委
員
)

O
行
政
命
令
違
反
の
罪
で
刑
事
事
件
を
起
こ
し
た
と
し
て
も
、
指
定

を
争
っ
て
い
る
う
ち
は
裁
判
所
は
判
決
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

実
質
的
な
運
用
面
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
院
路
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
(
高
井
委
員
)

O
指
定
の
基
礎
と
な
っ
た
書
類
は
開
示
し
て
も
ら
え
る
か
(
高
井
委
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員
)

O
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
理
由
を
あ
ら
か
じ
め
通
知
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
ど
の
程
度
か
(
高
井
委
員
)

。
暴
力
団
の
指
定
は
侵
害
行
為
に
な
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
通
知
に
は

明
確
に
理
由
を
書
く
べ
き
で
な
い
の
か
。
(
高
井
委
員
)

O
中
止
命
令
を
出
す
前
の
聴
聞
に
お
い
て
も
理
由
を
付
記
す
べ
き
で

は
な
い
か
(
高
井
委
員
)

O
行
政
手
続
上
の
書
類
と
、
刑
事
事
件
に
な
っ
た
場
合
の
犯
罪
立
証

の
た
め
の
資
料
と
の
兼
ね
合
い
を
問
う
(
高
井
委
員
)

O
本
法
の
各
種
行
政
手
続
は
、
行
政
手
続
法
研
究
会
の
中
間
報
告
と

比
較
し
て
ど
う
か
(
高
井
委
員
)

川
不
正
収
益
等
の
は
く
奪
等
の
新
た
な
規
制
の
手
法
の
導
入

O
不
正
収
益
の
は
く
奪
と
一
定
の
営
業
か
ら
の
排
除
が
削
除
さ
れ
た
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理
由
は
何
か
(
渡
辺
委
員
)

O
麻
薬
新
条
約
の
国
内
法
に
お
け
る
不
正
収
益
の
は
く
奪
規
定
の
概

要
を
問
、
つ
(
対
法
務
省
。
渡
辺
委
員
)

O
麻
薬
新
条
約
の
囲
内
法
が
成
立
し
た
場
合
、
不
正
収
益
の
は
く
奪

に
つ
い
て
は
改
正
す
る
の
か
(
渡
辺
委
員
)

O
大
蔵
省
は
預
金
の
形
態
で
資
金
洗
浄
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
マ
ネ
l
ロ
1
ン
ダ
リ
ン
グ
に
対
す

る
諸
外
国
の
規
定
の
概
要
を
問
、
っ
。
マ
ネ
l
ロ
l
ン
ダ
リ
ン
グ
に

対
す
る
規
定
の
整
備
に
は
着
手
し
て
い
る
の
か
(
対
大
蔵
省
。
渡

辺
委
員
)

O
建
設
省
と
し
て
暴
力
団
の
一
定
営
業
か
ら
の
排
除
規
定
を
設
け
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
点
が
問
題
と
な
る
の
か
。
建
設
業
や
不
動
産
業

か
ら
の
暴
力
団
排
除
の
状
況
は
ど
う
か
(
対
建
設
省
。
渡
辺
委
員
)

O
一
定
営
業
か
ら
の
排
除
規
定
が
な
く
て
も
、
個
々
の
暴
力
的
要
求

行
為
の
禁
止
で
対
応
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
の
か
(
渡
辺
委
員
)

州
法
案
の
提
出
時
期

O
本
法
案
は
新
法
で
あ
り
、
人
権
に
関
わ
り
、
憲
法
問
題
に
も
な
り

か
ね
な
い
重
要
法
案
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
重
要
法
案
は
慎
重
な

審
議
が
必
要
で
あ
る
が
、
法
案
の
提
出
が
遅
れ
た
理
由
は
何
か
(
渡

辺
委
員
)

岡
本
法
の
運
用

O
法
の
運
用
に
当
た
っ
て
の
大
臣
の
決
意
を
問
う
(
常
松
委
員
)

O
治
安
維
持
法
、
暴
力
行
為
処
罰
法
及
び
軽
犯
罪
法
の
審
議
に
当
た

つ
て
の
政
府
の
答
弁
を
問
う
(
対
法
務
省
)
。
こ
の
法
律
の
適
用

に
当
た
っ
て
一
般
国
民
が
不
当
な
規
制
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
と

断
言
で
き
る
か
(
諌
山
委
員
)

O
法
律
を
施
行
す
る
に
当
た
っ
て
物
的
、
人
的
な
面
を
充
実
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
(
高
井
委
員
)

イ
参
議
院
本
会
議
で
全
会
一
致
で
可
決
し
成
立

参
議
院
地
方
行
政
委
員
会
に
お
い
て
四
月
二
六
日
に
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
た
法
律
案
は
、
五
月
八
日
に
参
議
院
本
会
議
に
上
程
さ
れ
、
同
日
、

全
会
-
致
で
可
決
さ
れ
、
成
立
し
た
。

な
お
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
は
、

五
月
一
五
日
に
公
布
さ
れ
た
(
平
成
三
年
法
律
第
七
七
号
)
。

七

本
法
の
特
色
と
残
さ
れ
た
課
題
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(
二
立
法
政
策
か
ら
み
た
本
法
の
特
色

本
法
は
、
全
く
新
規
の
立
法
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
暴
力
団
対
策
、
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し
か
も
暴
力
団
対
策
の
み
を
形
式
上
も
実
質
上
も
そ
の
目
的
と
す
る
、
我

が
国
で
初
め
て
の
立
法
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
今
回
の
立
法
に
当
た
っ
て
は
法
律
の
体
系
を
ど
の
よ
う
に

組
み
立
て
、
シ
ス
テ
ム
化
す
る
か
、
ま
た
、
暴
力
団
の
取
締
り
の
た
め
と

は
言
え
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
る
基
本
的
人
権
に
い
か
に
配
慮
す
る
か
等
を

中
心
に
多
く
の
法
律
上
の
工
夫
を
要
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
立
法
技
術
も
含
め
、
立
法
政
策
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
本
法

の
特
色
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
拙
稿
「
刑
事
警
察
と
暴
力
団
対
策
法
の
法
制
上
の
位
置
付
け
」

(
警
察
学
論
集
四
五
巻
一
号
四
二

1
五
三
頁
)
が
比
較
的
詳
し
い
。

ア
暴
カ
団
の
指
定
と
い
う
法
的
手
法
の
採
用

本
法
で
は
、
本
法
に
よ
る
規
制
の
対
象
と
な
る
者
を
切
り
分
け
る
た
め
、

暴
力
団
と
い
う
団
体
を
指
定
す
る
と
い
う
法
的
手
法
を
採
用
し
て
お
り
、

当
該
指
定
さ
れ
た
暴
力
団
の
構
成
員
に
対
し
て
一
定
の
行
為
規
制
を
行
っ

て
い
る
。

資

本
法
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
暴
力
団
は
反
社
会
的
な
い
か
が
わ
し
い
団
体

と
し
て
法
的
に
評
価
さ
れ
、
か
っ
、
当
該
指
定
さ
れ
た
団
体
の
構
成
員
は
、

一
定
の
反
社
会
的
な
不
当
な
行
為
を
行
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
法

的
効
果
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
本
法
は
、
結
社

の
自
由
(
憲
法
第
二
一
条
第
一
項
)
を
制
限
す
る
法
律
で
あ
る
。
し
か
し
、

本
法
は
結
社
の
自
由
を
制
限
す
る
法
律
で
あ
る
も
の
の
、
指
定
さ
れ
た
暴

力
団
に
対
し
て
、
(
旧
)
団
体
等
規
正
令
や
破
壊
活
動
防
止
法
の
よ
う
に
、

団
体
の
活
動
の
制
限
、
団
体
の
解
散
の
指
定
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
の
規

制
は
行
う
こ
と
と
し
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
、
指
定
さ
れ
た
暴
力
団
の
構

成
員
の
具
体
的
な
行
為
の
み
が
規
制
さ
れ
る
。

従
来
、
暴
力
団
取
締
法
の
よ
う
な
単
独
の
立
法
を
行
う
こ
と
は
、
暴
力

団
の
実
体
を
法
律
的
に
と
ら
え
、
規
制
の
対
象
と
な
る
者
(
主
体
)
を
明

確
に
限
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
な
ど
立
法
技
術
上
不
可
能
に
近
い
と

も
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
本
法
で
は
、
暴
力
団
を
法
律
上
定
義
す
る
と
と

も
に
、
規
制
対
象
た
る
暴
力
団
員
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
二
疋
の
厳
格

な
要
件
と
手
続
に
よ
る
暴
力
団
の
指
定
と
い
う
手
法
を
採
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
正
当
な
目
的
を
有
し
、
正
当
な
活
動
を
行
う
社
会
運
動
団
体
を
取

締
り
の
対
象
と
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
法
律
上
配
意
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
点
に
お
い
て
、
暴
力
団
取
締
り
を
主
眼
と
し
つ
つ
も
、
国
民
一
般
(
「
何

人
も
」
)
を
規
制
対
象
と
す
る
法
制
と
は
異
な
り
、
従
来
の
暴
力
団
員
取

締
り
の
た
め
の
法
規
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
運
用
上
の
懸
念
を
避
け
る
こ
と
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が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
暴
力
団
の
指
定
は
、
結
社
の
自
由
な
ど
憲
法
で
保
障
さ
れ

る
重
要
な
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
不
利
益
処
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
指

定
の
要
件
と
手
続
に
つ
い
て
厳
格
な
規
定
を
設
け
て
い
る
。
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ま
ず
、
指
定
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
暴
力
団
以
外
の
団
体
が
万
が
一
に

も
誤
っ
て
指
定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
法
律
の
規
定
上
明
ら
か
に
す

る
よ
う
に
努
め
た
。
特
に
、
犯
罪
経
歴
保
有
者
の
要
件
(
法
第
三
条
第
二

号
)
に
つ
い
て
は
数
学
の
二
項
分
布
と
い
う
確
率
理
論
を
導
入
す
る
な
ど

立
法
技
術
上
も
工
夫
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
、
指
定
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
厳
格
に
す
べ
く
次
の
よ
う

な
法
律
上
の
措
置
が
採
ら
れ
て
い
る
。

川
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
聴
聞
を
行
う
こ
と
と
し
た
こ
と
。

川
聴
聞
は
、
公
開
で
あ
る
が
、
個
人
の
秘
密
を
守
る
た
め
や
む
を
得

な
い
と
認
め
る
と
き
に
公
開
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
こ

と。

川
川
聴
聞
の
実
施
細
目
に
つ
い
て
各
公
安
委
員
会
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ

な
い
よ
う
に
手
続
的
保
障
を
す
る
た
め
、
聴
開
の
実
施
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
は
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
こ
と
と
し
た
こ
と
。

制
個
別
の
指
定
に
つ
い
て
全
国
的
な
斉
一
を
期
す
る
た
め
、
国
家
公

安
委
員
会
が
指
定
の
要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
確
認
」

を
行
う
こ
と
と
し
た
こ
と
。

付
国
家
公
安
委
員
会
が
確
認
を
行
う
に
当
た
っ
て
審
査
専
門
委
員
の

意
見
を
聴
く
こ
と
と
し
た
こ
と
。

同
指
定
の
要
件
に
該
当
す
る
旨
の
確
認
は
、
審
査
専
門
委
員
の
「
意

見
に
基
づ
い
た
」
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
法
律
上
の
措
置
は
、
我
が
国
の
法
制
上
又
は
警
察
関
係
法

令
上
初
め
て
の
も
の
や
余
り
類
例
の
な
い
も
の
が
多
い
と
恩
わ
れ
、
そ
れ

だ
け
に
暴
力
団
の
指
定
に
つ
い
て
手
続
面
で
慎
重
な
取
扱
い
を
期
し
た
も

の
と
言
え
よ
う
。

暴
力
団
員
の
不
当
な
行
為
を
秩
序
違
反
行
為
と
し
て
禁
止

本
法
は
、
国
民
の
安
全
又
は
生
活
若
し
く
は
業
務
の
遂
行
の
平
穏
や
生

命
、
自
由
、
生
活
権
、
財
産
権
等
の
権
利
を
直
接
又
は
間
接
に
保
護
す
る

た
め
に
指
定
暴
力
団
員
の
行
う
一
定
の
反
社
会
的
な
不
当
な
行
為
を
秩
序

違
反
行
為
と
し
て
禁
止
し
て
い
る
。

イ本
法
で
禁
止
(
違
法
行
為
と
)
し
よ
う
と
し
た
行
為
は
、
最
近
に
お
け

る
暴
力
団
の
寡
占
化
を
背
景
に
、
暴
力
団
員
が
暴
力
団
の
「
威
力
を
示
す
」

な
ど
威
力
を
巧
妙
に
利
用
し
て
、
脅
迫
、
恐
喝
、
暴
力
等
の
犯
罪
に
な
ら

な
い
形
で
不
当
に
利
得
を
図
る
な
ど
、
不
当
な
行
為
を
広
範
に
展
開
し
て

い
る
実
態
に
か
ん
が
み
、
既
存
の
刑
法
、
暴
力
行
為
処
罰
法
等
の
刑
罰
法

令
に
よ
っ
て
は
有
効
に
取
り
締
ま
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
そ
も
そ
も
犯
罪

を
構
成
し
な
い
不
当
な
行
為
に
つ
い
て
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
法
で
禁
止
さ
れ
る
不
当
な
行
為
は
、
違
法
行
為
と
さ

れ
る
も
の
の
罪
に
当
た
る
行
為
で
は
な
く
、
本
法
は
こ
の
限
り
で
、
秩
序

違
反
行
為
を
創
設
し
、
こ
れ
を
取
り
締
ま
る
た
め
の
い
わ
ゆ
る
警
察
取
締
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法
規
と
し
て
の
性
格
を
有
し
、
刑
事
法
(
処
罰
法
)
な
い
し
特
別
刑
法
で

は
な
い
点
に
お
い
て
、
従
来
の
暴
力
団
取
締
法
規
で
あ
る
刑
法
、
暴
力
行

為
処
罰
法
や
愚
連
隊
防
止
条
例
な
ど
と
異
な
る
。

本
法
の
禁
止
規
定
に
違
反
す
る
行
為
に
対
し
て
は
措
置
命
令
を
か
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
法
違
反
の
行
為
に

対
し
て
は
、
必
ず
し
も
直
ち
に
罰
則
に
よ
り
一
般
的
に
制
裁
を
課
す
の
で

な
く
、
当
該
行
為
が
継
続
さ
れ
又
は
再
び
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

に
、
そ
の
防
止
に
必
要
な
具
体
的
な
命
令
を
課
し
て
具
体
的
に
禁
止
し
、

こ
の
種
の
行
為
を
防
止
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
措
置
命
令
違
反
に
対
し
て
は
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
罰
則
は
各
種
の
行
政
法
規
に
お
い
て
一
般
的
に
行
政
処
分
の
担
保
措
置

と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
行
政
罰
と
し
て
の
罰
別
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
本
法
の
禁
止
行
為
の
違
反
が
あ
っ
た
と
き
に
、
刑
事
罰
を
課
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
罰
則
を
設
け
た
も
の
で
は
な
い
。

ウ
援
助
の
措
置
と
指
定
法
人
制
度
の
導
入

本
法
は
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
を
一
般
的
に
予
防
し
、
そ
れ

に
よ
る
被
害
を
回
復
す
る
た
め
に
警
察
行
政
機
関
の
行
う
援
助
の
措
置
に

つ
い
て
規
定
す
る
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
指
定
法
人
制
度
を
導
入
し
て
お

り
、
本
法
は
、
い
わ
ゆ
る
警
察
取
締
法
規
と
し
て
の
性
格
だ
け
を
有
す
る

も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
法
は
、
警
察
に
よ
る
取
締
り
と
相
ま
っ

資

て
暴
力
追
放
推
進
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
暴
力
団

員
に
よ
る
反
社
会
的
な
行
為
を
な
く
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
暴
力
的
要
求
行
為
の
相
手
方
に
対
す
る
援
助
の
措
置
(
法
第
一

三
条
)
は
、
暴
力
的
要
求
行
為
の
相
手
方
が
被
害
を
回
復
し
よ
う
と
す
る

に
当
た
り
、
暴
力
的
要
求
行
為
を
行
っ
た
指
定
暴
力
団
員
に
対
し
て
は
、

通
常
の
民
事
関
係
の
よ
う
に
被
害
回
復
の
た
め
の
返
還
請
求
権
、
不
法
行

為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
等
の
民
事
上
の
権
利
行
使
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
が
多
い
と
い
う
実
態
に
か
ん
が
み
、
公
安
委
員
会
が
直
接
被

害
を
回
復
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
民
事
上
の
契
約
関
係
に
直
接
関
与
す
る

方
法
で
は
な
く
、
通
常
の
民
事
関
係
と
し
て
円
満
に
当
事
者
間
で
話
合
い

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
限
り
で
援
助
を
行
う
こ
と
を
公
安

委
員
会
に
義
務
付
け
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
警
察
が
民
事

関
係
に
関
与
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
行
政
機
関
の
民
事
関
係
へ
の
関

与
の
手
法
と
し
て
は
類
例
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
事
業
者
に
対
す
る
援
助
の
措
置
(
法
第
一
四
条
)
は
、
企
業
に

対
す
る
暴
力
団
の
不
当
な
行
為
に
よ
る
被
害
予
防
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
被
害
を
予
紡
す
る
た
め
に
は
事
業
者
自
身
の

自
助
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
本
法
で
は
事
業
者
に
法
律
上

一
定
の
義
務
付
け
を
行
う
こ
と
と
は
せ
ず
、
事
業
者
自
身
の
自
主
的
な
措

置
が
議
ぜ
ら
れ
る
こ
と
を
促
す
と
い
う
意
味
に
お
い
て
事
業
者
の
自
助
努

北法43(5・234)1070 
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カ
を
側
面
か
ら
援
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
(
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
)
は
、

暴
力
追
放
運
動
を
推
進
す
る
中
核
で
あ
り
、
こ
の
運
動
を
実
の
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
に
は
実
効
あ
る
相
談
事
業
(
法
第
二

O
条
第
一
項
第
二
号
)

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
を
指
定
法
人
と
し
た
も

の
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
に
一
定
の
能
力
を
有
す
る
専
門
家
で
あ
る
暴
力
追

放
相
談
委
員
(
以
下
「
相
談
委
員
」
と
い
う
。
)
の
設
置
と
相
談
の
迅
速

適
切
な
解
決
の
努
力
を
義
務
付
け
、
セ
ン
タ
ー
の
行
う
相
談
は
相
談
委
員

し
か
行
っ
て
は
な
ら
ず
、
相
談
委
員
に
は
守
秘
義
務
を
課
す
る
の
み
な
ら

ず
罰
則
で
担
保
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
相
談
事
業
を
指
定
法
人
の
存
立

基
盤
と
す
る
立
法
例
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

会
乙
残
さ
れ
た
課
題

今
回
の
暴
力
団
対
策
立
法
は
、
研
究
会
に
お
い
て
様
々
な
提
案
が
な
さ

れ
る
な
ど
、
そ
の
検
討
過
程
で
、
多
く
の
事
項
を
調
査
研
究
し
た
が
、
新

規
立
法
で
あ
る
こ
と
や
暴
力
団
を
め
ぐ
る
情
勢
に
か
ん
が
み
早
期
に
法
案

を
国
会
に
提
案
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
、

残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
今
の
暴
力
団
の
情
勢
の
変

化
に
応
じ
、
ま
た
、
中
長
期
の
課
題
と
し
て
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
ろ
う
(
拙
稿
「
暴
力
団
員
不
当
行
為
防
止
法
の
概
要
と
要
点
」

(
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
八
五
号
四
二
頁
)
参
照
)
。

川
暴
力
的
要
求
行
為
に
よ
り
現
実
に
財
産
上
の
被
害
を
受
け
た
被
害

者
の
救
済
を
図
り
、
併
せ
て
不
当
な
収
益
を
暴
力
団
員
に
保
持
さ
せ

て
お
か
な
い
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
の
、
被
害
回
復
の
た
め
の
民
事

上
の
制
度
の
創
設

川
暴
力
的
要
求
行
為
を
行
う
お
そ
れ
が
高
い
一
定
の
者
を
事
前
に
一

定
の
営
業
か
ら
排
除
す
る
た
め
の
指
定
営
業
制
度
の
創
設

川
暴
力
団
員
に
よ
る
暴
力
的
要
求
行
為
又
は
営
利
犯
罪
を
防
止
す
る

た
め
の
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
よ
っ
て
得
た
不
正
な
利
益
を
は
く
奪
す

る
制
度
の
創
設

川
い
わ
ゆ
る
準
構
成
員
、
企
業
舎
弟
な
ど
暴
力
団
の
周
辺
に
い
る
者

の
不
当
な
行
為
の
規
制

川
本
法
の
規
定
に
よ
る
措
置
(
命
令
)
に
つ
い
て
よ
り
効
果
的
な
義

務
履
行
確
保
の
方
法
(
例
え
ば
、
執
行
罰
)
及
び
そ
の
手
続

川
暴
力
団
の
下
位
の
暴
力
団
員
が
行
っ
た
行
為
に
つ
い
て
上
位
の
暴

力
団
員
の
責
任
を
追
及
す
る
行
政
的
手
法
の
導
入

川
国
会
に
お
い
て
論
議
さ
れ
た
、
対
立
抗
争
時
以
外
の
日
常
に
お
け

る
事
務
所
の
使
用
規
制
、
対
立
抗
争
時
に
お
け
る
抗
争
に
使
用
さ
れ

る
お
そ
れ
の
あ
る
自
動
車
の
使
用
の
規
制
そ
の
他

北法43(5・235)1071 



料

ま
た
、
以
上
の
よ
う
な
事
項
の
ほ
か
、
本
法
施
行
後
に
お
け
る
運
用
を

踏
ま
え
、
本
法
の
規
制
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
暴
力
団
員
の
不
当

な
行
為
が
あ
れ
ば
、
新
た
に
禁
止
を
し
、
又
は
命
令
の
内
容
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

資

〈
質
疑
応
答
〉

Q 

本
法
の
立
法
過
程
に
お
い
て
、
政
府
と
与
党
の
ど
ち
ら
が
立
法
過
程

を
主
導
し
た
か
。
ま
た
、
立
案
を
担
当
し
た
警
察
庁
と
内
閣
官
房
な
い

し
他
省
庁
と
の
関
係
の
特
徴
は
何
か
。

立
法
過
程
を
政
府
と
国
会
と
い
う
関
係
で
見
る
な
ら
ば
、
立
案
段
階

は
、
政
府
部
内
の
立
案
と
い
う
意
味
で
警
察
庁
主
導
つ
ま
り
政
府
主
導

で
あ
る
。
し
か
し
、
法
案
を
成
立
さ
せ
る
推
進
力
は
政
府
と
い
う
よ
り

は
国
会
に
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
法
案
審
査
に
入
る
前
に
、
与
野
党
問

で
法
案
成
立
に
つ
い
て
の
合
意
が
形
成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
審
議
日

程
が
な
か
な
か
決
ま
ら
ず
、
法
案
が
先
送
り
さ
れ
る
場
合
が
多
い
と
恩

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
本
法
案
に
つ
い
て
は
、
法
案
の
提
出
時

期
が
遅
く
、
小
委
員
会
設
置
と
い
う
異
例
の
形
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、

全
会
一
致
を
以
て
成
立
し
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
本
法
案
を

A 

Q 

早
急
に
成
立
さ
せ
る
と
い
う
点
で
各
党
の
間
に
合
意
が
形
成
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
本
法
案
成
立
の
要
因
だ
っ
た
と
思
う
。
ま
た
、
他
の
省
庁
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
事
柄
の
性
質
上
、
法
務
省
と
の
関
係
が
大
き
か

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
本
法
案
は
刑
罰
法
規
で
は
な
い
が
、
そ
の
外
延
に

あ
る
取
締
法
規
で
あ
る
の
で
、
刑
罰
と
の
関
係
や
運
用
等
に
つ
い
て
協

議
を
要
す
る
か
ら
で
あ
る
。

警
察
庁
に
族
議
員
は
い
る
か
。

一
般
的
に
、
警
察
関
係
に
は
族
議
員
は
存
在
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
な
ぜ
な
ら
、
警
察
庁
が
立
法
す
る
法
案
は
、
国
民
全
体
の
利
益
を

考
慮
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
定
の
利
害
関
係
者
間
の
調
整
を
目
的
と
す

る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
例
え
ば
、
本
法
案
の
立
法

過
程
に
お
い
て
、
多
く
の
都
道
府
県
議
会
が
暴
力
団
対
策
立
法
を
求
め

る
議
決
、
意
見
書
の
提
出
を
採
択
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
暴
力
団
対
策

法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
が
都
道
府
県

の
多
額
出
指
団
体
、
い
わ
ゆ
る
地
方
公
社
と
な
っ
た
こ
と
が
示
す
よ
う

に
、
本
法
案
も
、
一
般
国
民
の
暴
力
団
へ
の
被
害
感
、
暴
力
団
排
除
に

対
す
る
根
強
い
支
持
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

警
察
を
応
援
し
て
く
れ
る
国
会
議
員
は
存
在
す
る
。
ど
の
よ
う
な
議
員

か
と
言
う
と
、
以
前
に
国
家
公
安
委
員
長
を
務
め
た
議
員
や
地
方
行
政

に
経
験
の
深
い
議
員
等
で
あ
る
。
当
時
の
国
家
公
安
委
員
長
で
あ
る
吹

北法43(5・236)1072
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国
幌
議
員
に
も
、
議
事
録
を
御
覧
に
な
っ
て
も
分
か
る
と
お
り
、
本
法

案
の
成
立
に
積
極
的
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た
。

警
察
庁
と
政
党
問
調
整
の
過
程
を
伺
い
た
い
。

平
成
三
年
一
月
中
旬
か
ら
、
衆
議
院
・
参
議
院
の
与
野
党
の
地
方
行

政
委
員
会
の
委
員
に
対
し
て
事
前
説
明
に
赴
い
て
い
る
。
警
察
庁
が
立

案
す
る
法
案
の
場
合
、
通
常
、
与
野
党
の
双
方
に
事
前
説
明
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
事
前
説
明
を
行
う
場
合
、
議
院
内
閣
制
の
下
で
は
与
党

へ
の
事
前
説
明
を
若
干
先
行
さ
せ
る
の
も
通
例
で
あ
る
。
部
会
長
、
副

部
会
長
、
理
事
に
対
す
る
説
明
は
、
刑
事
局
長
、
そ
れ
に
課
長
等
の
補

佐
が
加
わ
っ
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
説
明
内
容
は
、
暴
力
団
の
実

態
、
大
ま
か
な
立
法
の
内
容
程
度
で
あ
る
。
事
前
説
明
は
、
平
成
三
年

一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
立
案
の
固
ま
り
具
合
に
応
じ
て
何
回
か
行

っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
政
党
か
ら
法
案
に
対
す
る
問
題
点
の
指
摘
は
少

な
く
、
む
し
ろ
、
説
明
資
料
が
漠
然
と
し
た
形
の
も
の
な
の
で
、
規
制

の
具
体
的
内
容
を
関
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
確
か
に
、
野
党
と
の

調
整
に
お
い
て
は
、
法
案
が
確
定
す
る
に
従
い
憲
法
と
の
関
係
も
問
題

と
な
っ
た
が
、
問
題
と
な
っ
た
点
は
、
法
案
の
内
容
と
い
う
よ
り
は
む

し
ろ
、
暴
力
団
の
指
定
の
具
体
的
運
用
・
中
止
命
令
等
の
命
令
を
す
る

実
際
の
権
限
の
所
在
と
い
っ
た
法
案
成
立
後
の
運
用
の
在
り
方
が
中
心

だ
っ
た
。
ま
た
、
立
案
段
階
に
お
い
て
各
党
の
質
問
に
答
弁
す
る
過
程
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で
、
国
会
質
疑
の
際
の
答
弁
集
が
完
成
し
た
よ
う
な
形
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
立
案
段
階
か
ら
与
野
党
の
国
会
議
員
等
に
説
明
を
行
う

の
は
本
法
案
に
限
っ
た
こ
と
か
。

本
法
案
に
つ
い
て
は
立
案
の
早
い
段
階
か
ら
説
明
を
行
っ
た
が
、
他

の
法
案
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
同
様
で
は
な
い
。
警
察
庁
が
立
案
す
る

法
律
案
の
場
合
、
通
常
は
、
立
案
し
た
条
文
が
あ
る
程
度
固
ま
っ
て
か

ら
国
会
議
員
に
対
す
る
本
格
的
説
明
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

本
法
案
確
定
後
、
国
会
上
程
前
に
与
党
審
査
と
同
じ
く
野
党
に
対
し

て
も
法
案
の
正
規
説
明
を
行
う
の
か
。

行
っ
て
い
る
。
時
期
は
平
成
三
年
四
月
始
め
で
あ
る
。
野
党
の
場
合
、

政
策
審
議
会
の
よ
う
な
機
関
に
法
案
の
正
規
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
法
案
の
正
規
説
明
と
い
っ
て
も
、
本
法
案
に
つ
い
て
は
、
立
案

段
階
で
説
明
を
相
当
し
て
い
る
の
で
、
与
野
党
と
も
に
法
案
に
つ
い
て

の
質
問
・
議
論
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

法
案
上
程
前
の
地
方
行
政
委
員
会
委
員
に
対
す
る
説
明
の
過
程
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
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法
案
上
程
前
の
地
方
行
政
委
員
会
委
員
に
対
す
る
説
明
は
、
警
察
庁

か
ら
衆
参
両
院
の
委
員
の
所
に
個
別
に
出
向
い
て
説
明
を
行
い
委
員
か

ら
の
質
問
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
明
は
、
政
府
委
員
で
あ
る

刑
事
局
長
が
中
心
と
な
っ
て
関
係
課
長
も
加
わ
っ
て
行
う
。



料資

Q 

本
法
案
の
立
法
過
程
に
お
け
る
議
員
相
互
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
特
徴
は
何
か
。

本
法
案
に
つ
い
て
は
、
自
由
民
主
党
の
地
方
行
政
部
会
及
び
治
安
対

策
特
別
委
員
会
、
両
院
の
地
方
行
政
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
か
な
り
精

力
的
に
活
動
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

審
議
日
程
に
対
す
る
警
察
庁
の
関
与
は
あ
る
の
か
。

審
議
日
程
、
つ
ま
り
、
審
議
す
る
日
時
、
審
議
時
間
な
ど
に
つ
い
て

は
、
地
方
行
政
委
員
会
の
理
事
会
な
ど
が
委
員
会
の
法
案
審
査
に
入
る

前
に
決
定
し
て
い
る
と
思
う
。
ま
た
、
各
会
派
に
配
分
さ
れ
た
時
間
内

の
質
疑
者
の
人
選
は
各
会
派
の
決
定
で
あ
る
。
大
臣
に
つ
い
て
は
国
会

議
員
で
あ
る
か
ら
審
議
日
程
に
関
与
す
る
こ
と
は
あ
る
と
は
思
う
が
、

審
議
日
程
の
決
定
に
行
政
府
と
し
て
の
警
察
庁
が
関
与
す
る
こ
と
は
な

い
と
思
う
。

A Q A Q 

法
案
の
審
議
時
間
が
短
い
た
め
に
、
小
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
こ
で

政
令
そ
の
他
の
下
位
法
令
の
制
定
前
に
そ
の
骨
子
を
検
討
す
る
機
会
を

も
っ
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
措
置
は
珍
し
い
の
で
は
な

、.、
a
o

b
.ヵ

A 

珍
し
い
と
思
う
。
他
に
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、
昭

和
五
十
八
年
の
風
俗
営
業
法
の
一
部
改
正
の
際
に
設
置
さ
れ
た
例
が
あ

る
。
本
法
案
の
場
合
、
小
委
員
会
設
置
は
委
員
会
か
ら
の
要
請
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
継
続
審
議
に
し
な
い
で
本
国
会
で
成
立
さ
せ
る

代
わ
り
に
、
小
委
員
会
設
置
を
承
認
し
て
も
ら
う
と
い
う
意
味
合
い
も

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
小
委
員
会
は
、
衆
議
院
は
十
一
人
、
参
議
院
は

六
人
の
委
員
か
ら
な
っ
て
い
る
。
小
委
員
会
は
、
正
式
な
組
織
と
し
て

「
地
方
行
政
委
員
会
に
設
置
す
る
」
と
さ
れ
、
正
確
な
表
現
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
地
方
行
政
委
員
会
の
下
部
組
織
と
で
も
言
う
べ
き

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
正
式
な
議
事
録
も
あ
る
。
小
委
員
会
は
、

先
に
説
明
し
た
と
お
り
、
政
令
そ
の
他
の
下
位
法
令
案
の
骨
子
を
小
委

員
会
委
員
に
配
付
し
て
事
前
の
意
見
聴
取
を
行
う
。
ま
た
、
下
位
法
令

案
の
骨
子
に
つ
い
て
の
事
前
説
明
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
審
査
は
、

例
え
ば
、
聴
聞
の
運
用
に
つ
い
て
、
聴
聞
調
書
の
閲
覧
は
認
め
る
が
騰

写
は
認
め
る
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
、
聴
問
調
書
の
騰
写
は
認
め
な

い
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
実
質
的

な
も
の
で
あ
る
。
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Q 

立
案
段
階
に
お
け
る
立
法
事
実
に
つ
い
て
の
調
査
は
、
審
議
段
階
で

ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
。

立
法
事
実
に
つ
い
て
の
調
査
は
、
審
議
議
事
録
を
読
む
こ
と
で
立
法

事
実
が
わ
か
る
程
度
ま
で
審
議
段
階
に
お
い
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
委
員
会
審
議
に
お
い
て
、
暴
力
団
の
実
態
に
対
す
る
質
問
が
多

い
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
に
対
し
て
警
察
庁
の
調
査
資
料
を
活
用
し
た
相

A 



Q 

当
長
い
答
弁
が
な
さ
れ
る
、
つ
ま
り
、
議
事
録
の
二

l
三
頁
を
占
め
る

答
弁
も
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
と
思
う
。

品
目
は
政
治
家
と
暴
力
団
の
癒
着
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
本
法
案
は
そ
の
性
格
上
、
国
会
議
員
側
か
ら
の
公
式
の
反
対
は
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、
非
公
式
な
本
法
案
に
対
す
る
反
対
も
な
か
っ
た
の

'刀

暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

A 

確
か
に
、
昔
言
わ
れ
た
よ
う
な
国
会
議
員
と
暴
力
団
の
関
係
を
懸
念

す
る
意
見
は
一
部
に
あ
っ
た
。
も
し
、
本
法
案
に
対
す
る
反
対
が
あ
る

な
ら
ば
、
何
ら
か
の
動
き
が
あ
る
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
。

本
法
案
の
立
法
過
程
に
お
い
て
、
暴
力
団
を
解
散
さ
せ
る
よ
う
な
団

体
規
制
を
含
む
形
で
暴
力
団
対
策
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
と
の

意
見
は
な
か
っ
た
か
。

警
察
庁
の
内
部
に
は
、
暴
力
団
の
解
散
を
含
む
団
体
規
制
を
行
う
べ

き
と
の
意
見
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
暴
力
団
対
策
研

究
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
意
見
は
出
ず
、
解
散
さ
せ
る
よ
う
な

団
体
規
制
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
の
意
見
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
研

究
会
の
提
言
は
、
下
位
の
構
成
員
の
行
為
に
つ
い
て
上
位
の
人
間
の
責

任
を
追
及
す
る
、
暴
力
団
の
正
規
の
構
成
員
の
み
な
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る

準
構
成
員
、
企
業
舎
弟
等
の
暴
力
団
の
周
辺
に
い
る
者
も
規
制
の
対
象

Q A 

Q 

に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
意
見
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
措

置
は
立
法
技
術
的
に
は
難
し
い
が
、
意
見
と
し
て
は
か
な
り
思
い
切
っ

て
い
る
と
思
う
。

政
府
法
案
の
立
法
過
程
に
お
け
る
利
害
調
整
に
つ
い
て
御
意
見
を
何

、--、。

iv
ナ
ム
し

A 

一
般
的
な
法
案
の
場
合
、
利
害
調
整
に
つ
い
て
は
、
各
省
庁
が
あ
る

種
の
利
害
を
代
表
し
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
、
各
省
の
協
議
を
通
じ

て
利
害
調
整
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
も
っ
と

も
、
本
法
案
の
場
合
は
そ
の
よ
う
な
利
害
官
庁
は
な
か
っ
た
と
恩
わ
れ

る。

Q 

本
法
案
の
立
法
過
程
に
お
い
て
、
日
弁
連
は
警
察
庁
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
立
場
に
あ
り
、
意
見
聴
取
が
な
さ
れ
た
の
か
。

ま
ず
、
民
事
介
入
暴
力
に
つ
い
て
は
、
日
弁
連
に
民
事
介
入
暴
力
対

策
委
員
会
が
あ
り
、
警
祭
と
民
事
介
入
暴
力
対
策
委
員
会
と
は
協
力
関

係
に
あ
る
。
例
え
ば
、
民
事
介
入
暴
力
の
相
談
活
動
を
協
力
し
て
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
警
察
が
暴
力
団
追
放
の
住
民
運
動
に
協
力
す
る
場
合
に

は
、
民
事
介
入
暴
力
担
当
の
弁
護
士
が
そ
の
運
動
に
関
わ
っ
て
い
る
。

暴
力
団
事
務
所
撤
去
の
仮
処
分
等
で
も
両
者
は
協
力
関
係
に
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
民
事
介
入
暴
力
対
策
委
員
会
の
関
係
で
、
立
案
段
階
に
お

い
て
日
弁
連
か
ら
意
見
聴
取
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、
人
権
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Q 

擁
護
委
員
会
な
ど
と
い
っ
た
日
弁
連
の
他
の
委
員
会
か
ら
も
支
持
を
得

な
い
ま
で
も
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
日
弁
連
自
体
も
政
府
法
案
に

対
し
て
は
活
発
に
意
見
書
を
提
出
し
て
お
り
、
そ
の
意
見
書
と
調
整
を

図
り
、
少
な
く
と
も
法
案
に
対
す
る
納
得
を
得
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

警
察
庁
刑
事
局
案
を
公
表
す
る
前
に
、
報
道
各
社
の
論
説
委
員
・
社

会
部
長
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
法
案
に
限
っ
て

行
わ
れ
た
も
の
か
。

報
道
各
社
の
社
会
部
は
警
察
関
係
の
記
事
が
担
当
の
中
心
で
あ
り
、

警
察
記
者
ク
ラ
ブ
の
記
者
は
社
会
部
の
記
者
で
あ
る
の
で
、
日
常
的
に

警
察
と
社
会
部
と
の
聞
に
は
交
流
が
あ
る
。
例
え
ば
、
警
察
白
書
が
公

表
さ
れ
る
以
前
に
、
報
道
各
社
の
論
説
委
員
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
て
、

内
容
を
説
明
す
る
と
い
う
こ
と
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
提
供
に

つ
い
て
、
捜
査
の
必
要
上
、
報
道
各
社
と
調
整
を
要
す
る
場
合
も
多
い
。

確
か
に
、
平
成
三
年
二
月
二
十
二
日
、
二
十
五
日
の
懇
談
会
は
本
法
案

の
み
を
テ

l
マ
と
し
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
懇
談
会

は
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
法
案
の
よ
う
に

立
法
に
際
し
て
懇
談
会
を
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
が
必
ず
し
も
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。

都
道
府
県
議
会
に
お
け
る
暴
力
団
対
策
立
法
を
求
め
る
議
決
の
採
択

の
背
景
は
何
か
。

A Q 

A 

北
海
道
議
会
が
最
初
に
議
決
を
行
っ
た
の
は
、
以
前
に
大
規
模
な
対

立
抗
争
事
件
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
国
体
が

開
催
さ
れ
た
年
に
、
夏
と
秋
の
国
体
の
聞
に
一
日
に
二
十
件
の
発
砲
事

件
が
相
次
い
だ
こ
と
が
あ
り
、
道
議
会
で
も
大
き
く
問
題
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
翌
年
の
正
月
に
は
、
組
長
が
射
殺
さ
れ
る
事
件
が
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
暴
力
団
に
よ
る
発
砲
事
件
が
続
い
て
い
た
の
で
、
道
議
会
で

問
題
と
な
り
、
北
海
道
警
察
の
本
部
長
や
刑
事
部
長
が
何
回
も
答
弁
に

立
つ
と
い
う
情
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
警
察
庁
刑
事

局
案
の
公
表
の
報
道
を
受
け
て
、
各
都
道
府
県
議
会
の
う
ち
道
議
会
が

最
初
に
議
決
を
採
択
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
般
的
に
、
警

察
は
都
道
府
県
の
役
所
と
い
う
意
識
が
強
い
の
で
、
警
察
庁
が
新
た
な

施
策
を
行
う
場
合
、
都
道
府
県
警
察
本
部
か
ら
都
道
府
県
議
会
議
員
に

対
し
て
説
明
を
行
う
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
警
察
庁
の
新
た
な
施
策
が

報
道
さ
れ
た
場
合
、
都
道
府
県
議
会
議
員
の
方
か
ら
も
、
国
会
議
員
と

同
じ
だ
が
、
報
道
さ
れ
た
施
策
の
資
料
を
入
手
し
た
い
、
説
明
を
聞
き

た
い
と
い
う
多
く
の
要
請
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
一
般
的
状
況
に
お
い

て
、
道
議
会
の
議
決
に
他
の
地
方
議
会
が
刺
激
さ
れ
た
と
い
う
面
は
あ

り
得
る
。
な
お
、
こ
の
時
期
に
議
決
を
採
択
し
た
県
と
そ
う
で
な
い
県

が
あ
る
の
は
、
府
県
会
に
お
け
る
審
議
日
程
の
関
係
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
時
期
の
後
に
も
同
様
の
意
見
書
の
提
出
が
多
く
の
地
方
議
会
で
採
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択
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
法
律
制
定
後
に
は
、
暴
力
団
対
策
法
の
実
効

あ
る
運
用
を
求
め
る
議
決
が
多
数
の
地
方
議
会
で
採
択
さ
れ
て
い
る
。

Q

本
法
案
の
立
法
過
程
に
お
い
て
、
マ
ス
コ
ミ
等
に
は
暴
力
団
を
必
要

悪
と
す
る
論
調
は
な
か
っ
た
か
。

A 

マ
ス
コ
ミ
は
そ
の
よ
う
な
意
見
も
あ
る
こ
と
を
報
道
し
て
い
た
が
、

マ
ス
コ
ミ
自
身
の
論
調
と
し
て
、
暴
力
団
を
必
要
と
す
る
論
調
は
な
か

っ
た
。
た
だ
し
、
債
権
の
取
立
て
や
一
示
談
の
問
題
に
つ
い
て
、
司
法
手

続
が
あ
ま
り
機
能
せ
ず
、
暴
力
団
が
そ
れ
を
行
っ
て
い
る
と
い
っ
た
よ

う
な
報
道
は
あ
っ
た
。

戦
後
、
巨
視
的
に
見
る
と
、
暴
力
団
が
必
要
悪
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、

社
会
と
の
癒
着
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
回
、
本
法
案
が
成
立

し
た
社
会
的
背
景
は
何
か
。
従
来
の
風
潮
に
変
化
が
あ
っ
た
の
か
。

警
察
の
暴
力
団
に
対
す
る
取
締
り
の
態
度
を
概
略
的
に
述
べ
る
と
、

警
察
が
対
「
暴
力
団
」
と
し
て
、
今
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
本
格
的

な
取
締
り
を
行
い
始
め
た
の
は
、
戦
後
の
混
乱
期
を
脱
し
た
昭
和
三
十

年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
、
占
領
軍
の
指
示
に
よ
り
国
家
主

義
者
・
軍
国
主
義
者
の
団
体
を
主
な
対
象
と
し
て
旧
団
体
等
規
正
令
に

よ
め
団
体
規
制
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
法
務
省
が
稲
川
会

等
に
対
し
て
解
散
を
命
じ
た
例
が
あ
る
。
ま
た
、
ヤ
ミ
市
規
制
な
ど
の

一
環
と
し
て
暴
力
団
の
取
締
り
を
行
っ
て
い
た
。
昭
和
三
十
年
代
の
暴

Q A 

力
団
取
締
り
の
契
機
は
、
別
府
事
件
と
い
う
大
規
模
な
暴
力
団
抗
争
事

件
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
事
件
は
、
昭
和
三
十
三
年
の
刑
法
・
刑
事
訴

訟
法
の
一
部
改
正
の
契
機
と
も
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
立
案
の
型
式
は
、

法
務
省
に
働
き
か
け
て
、
法
務
省
所
管
の
刑
罰
法
規
を
改
正
し
、
取
締

り
を
強
化
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
昭

和
三
十
九
年
の
暴
力
行
為
処
罰
法
の
一
部
改
正
が
あ
る
。
こ
の
法
案
は
、

野
党
・
法
律
学
者
が
か
な
り
批
判
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
、

警
察
庁
の
手
に
な
る
法
案
と
し
て
、
銃
砲
万
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一

部
改
正
に
よ
る
拳
銃
密
輸
罪
の
新
設
等
が
あ
る
。
昭
和
三
十
年
代
末
か

ら
昭
和
四
十
年
代
に
か
け
て
、
警
察
は
い
わ
ゆ
る
「
第
一
次
頂
上
作
戦
」

と
い
う
暴
力
団
に
対
す
る
本
格
的
な
取
締
り
を
行
っ
た
。
こ
の
作
戦
等

に
よ
り
、
組
長
の
検
挙
を
含
む
根
こ
そ
ぎ
検
挙
を
行
っ
て
き
た
。
昭
和

五
十
年
代
に
な
る
と
、
第
一
次
頂
上
作
戦
に
よ
っ
て
検
挙
さ
れ
服
役
し

て
い
た
組
長
が
出
所
し
て
、
暴
力
団
が
再
び
体
制
を
整
備
し
始
め
た
。

そ
の
聞
の
警
察
の
取
締
状
況
は
と
い
う
と
、
総
会
屋
対
策
の
た
め
の
昭

和
五
十
六
年
の
商
法
の
一
部
改
正
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
取
締

手
法
は
整
備
さ
れ
ず
、
新
し
い
取
締
手
法
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
弁
護
士

会
と
連
携
し
た
民
事
介
入
暴
力
対
策
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
、
暴
力
団
は
資
金
を
蓄
え
、
そ
の
活
動
も
取
締
り
を
逃
れ
る
た
め
に

巧
妙
に
な
り
、
現
状
の
警
察
の
取
締
り
で
は
必
ず
し
も
対
応
で
き
な
い
、
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そ
の
結
果
、
警
察
と
暴
力
団
の
力
関
係
が
逆
転
す
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
危
機
感
が
警
察
内
部
に
生
じ
た
。
ま
た
、
暴
力
団
の
活
動
が
、
経

済
取
引
、
示
談
へ
の
介
入
に
拡
大
し
た
た
め
に
、
一
般
市
民
が
暴
力
団

の
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
そ
の
他
、
昭
和
五
十
年
代
の

中
頃
か
ら
、
暴
力
団
同
士
の
対
立
抗
争
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
凶
器
が
、

ι首
・
日
本
万
・
改
造
モ
デ
ル
ガ
ン
と
い
っ
た
も
の
か
ら
密
輸
拳
銃
の

乱
射
へ
と
変
化
し
た
と
い
う
状
況
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
に
、

暴
力
団
が
資
金
・
武
力
の
点
で
強
力
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、

一
般
市
民
が
必
ず
し
も
従
来
の
取
締
り
で
は
表
に
出
な
い
形
で
被
害
を

受
け
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
一
般
的
に
意
識
さ
れ
、
そ

こ
で
、
暴
力
団
に
対
す
る
警
察
の
新
た
な
取
締
手
法
の
確
立
の
必
要
性

を
警
察
内
部
が
意
識
し
、
そ
の
こ
と
を
国
民
に
訴
え
た
と
こ
ろ
、
国
民

の
側
に
も
潜
在
的
な
暴
力
団
に
よ
る
被
害
意
識
が
浸
透
し
て
い
た
た
め

に
、
暴
力
団
に
対
す
る
新
た
な
取
締
手
法
を
警
察
に
与
え
る
と
い
う
点

で
一
致
し
た
と
い
う
の
が
、
本
法
案
成
立
の
社
会
的
背
景
と
息
わ
れ
る
。

暴
力
団
を
必
要
悪
と
見
る
風
潮
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
は
一
般
的
に

は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
私
は
直
接
確
認
し
て
い
な

い
が
、
戦
後
の
あ
る
時
期
ま
で
は
政
治
家
や
警
察
と
暴
力
団
の
癒
着
と

言
わ
れ
る
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
著
作
等
で
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
国
会
議
員
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
あ
る
保
守
政
治

資

家
の
ボ
デ
ィ
ガ

l
ド
で
あ
る
院
外
団
は
暴
力
団
関
係
者
が
務
め
て
い
た

と
い
う
事
実
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
警
察
と
の
関
係
で
は
、
山

口
組
は
、
い
わ
ゆ
る
三
国
人
暴
動
が
あ
っ
た
際
、
山
口
組
が
国
家
地
方

警
察
で
あ
る
兵
庫
県
内
の
警
察
署
を
防
護
し
て
街
の
平
穏
の
確
保
に
努

め
た
事
例
を
引
き
な
が
ら
、
戦
後
間
も
な
く
頃
(
昭
和
二
十
年
代
)
に

果
た
し
て
い
た
役
割
を
主
張
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
前
に
は
、

政
治
家
や
警
察
が
暴
力
団
を
必
要
悪
と
し
て
い
る
と
の
国
民
の
見
方
が

全
く
な
か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
状
況
が
存
し
得
た
こ
と
は
あ
る
程

度
推
測
し
得
る
。
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日
本
の
暴
力
団
と
外
国
の
マ
フ
ィ
ア
等
と
の
間
の
相
違
は
何
か
。

最
大
の
違
い
は
、
日
本
の
暴
力
団
は
公
然
と
し
た
組
織
で
あ
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
例
え
ば
、
日
本
の
暴
力
団
は
代
紋
な
ど
を
公

然
と
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
の
暴
力
団
に
相
当
し
得
る
諸
外
国

の
組
織
は
秘
密
結
社
、
非
公
然
の
組
織
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
マ
フ
ィ

ア
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
例
え
ば
、
非
公
然
組
織
で
あ
る
マ
フ
ィ
ア
等

の
場
合
、
誰
が
首
領
で
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
日
本
で

は
、
こ
の
よ
う
に
暴
力
団
が
公
然
と
し
た
組
織
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
一

般
市
民
が
暴
力
団
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
蓋
然
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
諸
外
国
の
組
織
に
お
い
て
は
、
麻
薬
取
引
な
ど
非
公
然
性
の
高

い
活
動
が
中
心
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
「
し
の
ぎ
」
の
よ
う
に
暴
力
団
の

A 
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威
力
を
用
い
て
一
般
市
民
に
金
銭
を
強
要
す
る
活
動
が
中
心
で
は
な
い

よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
諸
外
国
の
犯
罪
組
織
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
イ

タ
リ
ア
は
マ
フ
ィ
ア
の
本
流
で
あ
り
、
マ
フ
ィ
ア
対
策
が
進
ん
で
い
る
。

ア
メ
リ
カ
は
マ
フ
ィ
ア
に
対
す
る
徹
底
し
た
取
締
り
に
よ
り
打
撃
を
与

え
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
は
、
暴
力
団
や
マ
フ
ィ
ア
に
類
似
し
た
組
織
犯

罪
が
公
式
に
は
な
い
と
さ
れ
る
が
、
窃
盗
団
・
麻
薬
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・

売
春
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
よ
う
な
組
織
は
存
在
す
る
と
言
わ
れ
る
。

諸
外
国
に
暴
力
団
類
似
の
組
織
が
な
い
と
す
る
と
、
諸
外
国
の
法
制

の
調
査
結
果
は
特
に
参
考
に
し
な
か
っ
た
の
か
。

結
果
と
し
て
は
、
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
番
参
考
に
な
り
得
る
規

定
は
不
正
収
益
の
は
く
奪
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
本
法
案
で
は
そ

の
部
分
に
つ
い
て
の
規
定
は
見
送
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
不
正
収
益
の
は

く
奪
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
い
わ
ゆ
る

R
I
C
O
法
が
、
マ
フ
ィ

ア
に
限
ら
ず
、
組
織
的
に
不
正
収
益
を
得
た
者
か
ら
そ
の
収
益
を
は
く

奪
す
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
な
お
、
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
日
本

で
は
憲
法
と
の
関
係
に
お
い
て
極
め
て
問
題
で
あ
り
、
実
現
は
不
可
能

な
措
置
で
あ
る
が
、
所
払
い
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
た
上
の
動
向
監
視
、

電
話
秘
聴
な
ど
と
い
っ
た
か
な
り
強
力
な
取
締
規
定
が
あ
る
。
し
か
も
、

立
法
の
形
式
と
し
て
、
日
本
で
言
う
と
こ
ろ
の
旧
憲
法
下
の
緊
急
勅
令

の
形
式
で
始
め
に
立
法
し
、
事
後
的
に
議
会
の
承
認
を
求
め
る
と
い
う

Q A 

形
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
緊
急
勅
令
が
議
会
の
承
認
が
得
ら

れ
な
い
場
合
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
議
会
内
に
マ
フ

ィ
ア
に
恐
怖
心
を
持
つ
者
、
気
脈
を
通
じ
る
者
が
存
在
す
る
こ
と
が
あ

る
。
緊
急
勅
令
で
と
に
か
く
立
法
し
て
議
会
の
承
認
を
得
る
聞
に
マ
フ

ィ
ア
に
対
し
て
可
能
な
限
り
打
撃
を
与
え
よ
う
と
い
う
の
が
、
イ
タ
リ

ア
の
マ
フ
ィ
ア
対
策
の
一
つ
の
手
法
の
よ
う
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、

E

C
統
合
と
絡
み
、
マ
フ
ィ
ア
対
策
が
大
き
な
政
治
問
題
で
あ
る
。
つ

ま
り
、

E

C
統
合
に
よ
っ
て
、
反
マ
フ
ィ
ア
法
を
逃
れ
る
た
め
に
マ
フ

ィ
ア
が

E

C
内
に
拡
散
し
な
い
よ
う
に
、
反
マ
フ
ィ
ア
法
の
よ
う
な
法

律
を
各
国
が
制
定
し
な
く
て
よ
い
よ
う
に
、
マ
フ
ィ
ア
対
策
を
行
う
の

が
イ
タ
リ
ア
内
政
の
最
大
の
課
題
の
よ
う
で
あ
る
。

暴
力
団
対
策
法
が
施
行
さ
れ
る
と
、
暴
力
団
が
非
公
然
化
す
る
こ
と

に
な
り
、
公
然
性
の
故
に
成
り
立
っ
て
い
る
現
在
の
よ
う
な
暴
力
団
活

動
が
で
き
な
く
な
り
、
一
般
市
民
に
対
す
る
暴
力
団
介
入
の
可
能
性
を

な
く
す
こ
と
に
資
す
る
、
更
に
は
、
暴
力
団
自
体
が
成
り
立
た
な
く
な

る
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
見
方
が
的
を
得
て
い
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
今
後
の
暴
力
団
の
動
向
を
み
る
必
要
が
あ
る
。
暴
力
団

の
一
部
は
、
非
公
然
化
し
て
、
麻
薬
・
売
春
・
賭
博
専
門
と
い
っ
た
専

門
化
し
た
犯
罪
集
団
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
将
来
に
お
い
て
は
、
非
公
然
組
織
に
対
す
る
対
策
と
し
て
、
例
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え
ば
、
電
話
に
関
す
る
問
題
は
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
の
制
度
を
参
考
と

す
る
な
ど
、
取
締
法
規
や
刑
事
手
続
に
関
す
る
諸
外
国
の
法
規
が
参
考

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

本
法
案
が
日
本
独
自
の
形
態
で
あ
る
暴
力
団
に
対
す
る
取
締
法
規
で

あ
る
と
す
る
と
、
本
法
案
が
、
組
織
犯
罪
の
取
締
り
の
モ
デ
ル
と
し
て
、

諸
外
国
に
提
示
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

組
織
犯
罪
に
関
す
る
実
態
が
日
本
と
諸
外
国
の
間
で
は
か
な
り
異
な

っ
て
い
る
た
め
、
暴
力
団
対
策
法
が
諸
外
国
の
法
制
に
対
し
て
直
接
に

参
考
に
な
る
と
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

本
法
案
に
お
い
て
、
不
正
収
益
の
は
く
奪
、
二
疋
の
営
業
分
野
か
ら

の
排
除
、
暴
力
団
事
務
所
封
鎖
を
見
送
っ
た
理
由
は
何
か
。

不
正
収
益
の
は
く
脱
に
つ
い
て
は
、
暴
力
団
対
策
法
案
の
閣
議
決
定

よ
り
も
麻
薬
条
約
の
国
内
法
案
の
方
が
後
に
な
っ
た
段
階
で
、
麻
薬
条

約
の
国
内
法
と
の
整
合
性
を
図
る
必
要
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
内
容

が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
一
応
条
文
と
し
て
立
案
し
て
あ
っ
た
が
断
念
し

た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
以
前
か
ら
、
各
省
協
議
と
い
う
形
で
は
な
い

が
、
法
務
省
と
の
意
見
交
換
は
実
質
的
に
行
っ
て
い
た
。
二
疋
の
営
業

分
野
か
ら
の
排
除
に
つ
い
て
は
、
貸
金
業
法
、
建
設
業
法
等
の
関
係
法

令
と
の
繋
合
性
に
つ
い
て
、
関
係
官
庁
へ
の
打
診
は
行
つ
で
あ
っ
た
が
、

関
係
省
庁
と
の
調
整
が
時
間
等
の
関
係
上
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
見
送

資

Q A Q A 

っ
た
。
暴
力
団
事
務
所
封
鎖
に
つ
い
て
は
、
内
閣
法
制
局
か
ら
の
示
唆

に
よ
っ
て
見
送
っ
た
。
内
閣
法
制
局
の
示
唆
は
、
成
田
新
法
の
規
定
を

め
ぐ
る
訴
訟
が
最
高
裁
に
係
属
し
て
い
た
こ
と
も
関
係
が
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
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暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
構
成
員
の
内
容
を
説
明
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

A 

暴
力
追
放
相
談
委
員
が
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
構
成
の
中

心
で
あ
る
。
各
府
県
と
も
、
警
察
退
職
者
で
あ
る
常
勤
の
専
務
理
事
等

が
い
る
。
後
は
、
弁
護
士
、
保
護
司
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
る
。
人
選
に

つ
い
て
は
特
に
公
正
に
気
を
配
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

立
案
段
階
で
の
立
法
事
実
の
調
査
は
後
の
憲
法
訴
訟
な
ど
を
意
識
し

て
行
わ
れ
た
も
の
か
。

Q A 

立
法
事
実
を
収
集
し
て
い
る
当
初
は
、
立
案
の
た
め
の
資
料
が
し
っ

か
り
し
て
い
れ
ば
足
り
る
程
度
の
意
識
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
制
定
後
に

は
、
指
定
を
め
ぐ
る
訴
訟
が
提
訴
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
の
で
、

指
定
に
関
わ
る
資
料
に
つ
い
て
、
訴
訟
に
な
っ
た
場
合
を
意
識
し
て
、

ど
れ
を
立
証
資
料
に
す
る
か
に
つ
い
て
は
吟
味
を
加
え
て
あ
る
。

成
立
後
の
法
律
に
対
す
る
訴
訟
に
つ
い
て
の
状
況
を
伺
い
た
い
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
指
定
に
つ
い
て
の
閏
家
公
案
委
員
会
に
対
す
る
審

査
請
求
が
三
件
あ
る
。
山
口
組
、
会
津
小
鉄
、
工
藤
連
合
草
野
二
家
で

Q A 



暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

あ
る
。
代
理
人
は
、
山
口
組
が
遠
藤
弁
護
士
、
後
の
一
一
つ
が
京
都
の
南

出
弁
護
士
が
中
心
で
あ
る
。
不
服
の
内
容
は
憲
法
論
が
主
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
裁
決
後
の
訴
訟
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

訴
訟
に
な
っ
た
場
合
を
前
提
に
し
て
、
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

訴
訟
は
、
会
津
小
鉄
に
つ
い
て
、
聴
聞
終
結
の
取
消
し
等
を
求
め
る
抗

告
訴
訟
、
国
家
公
安
委
員
会
へ
の
確
認
の
執
行
停
止
を
求
め
る
申
立
て

及
ぴ
警
察
が
行
っ
た
十
団
体
の
新
聞
広
報
等
の
違
法
を
主
張
す
る
国
家

賠
償
請
求
訴
訟
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
訴
訟
は
全
て
原
告
敗
訴
で
あ
り
、

一
審
で
確
定
し
て
い
る
。
こ
の
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
聴
聞
は
行
政
処
分

に
該
当
せ
ず
と
い
う
新
た
な
裁
判
例
に
な
っ
て
い
る
。
命
令
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
十
七
、
八
件
の
命
令
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
こ
れ
ら
の
命
令
に
対
す
る
行
政
争
訟
の
動
き
は
な
い
。

〈
付
記
〉
本
稿
は
、
一
九
九
二
年
八
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
北
大
立
法
過
程
研

究
会
に
お
け
る
報
告
お
よ
び
質
疑
の
テ

l
プ
を
起
こ
し
、
そ
れ
に
加
筆
し

訂
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
研
究
会
は
、
平
成
四
年
度
文
部

省
科
学
研
究
費
補
助
金
総
合
研
究
(

A

)

(

研
究
課
題
名
寸
立
法
過
程
に

お
け
る
行
政
府
の
役
割
」
)
を
受
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

録
音
テ

l
プ
の
再
生
に
あ
た
っ
て
北
大
大
学
院
法
学
研
究
科
生
木
下
和
朗

君
の
協
力
を
得
た
。

北法43(5・245)1081 
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資
料
一
覧
〉

会
暴
力
団
及
び
指
定
三
団
体
の
勢
力
の
推
移
(
昭
和
五
五
年

ー
平
成
二
年
)

民
事
介
入
暴
力
相
談
件
数
及
び
検
挙
件
数
(
昭
和
五
五
年
i

平
成
二
年
)

対
立
抗
争
等
の
発
生
状
況
(
(
昭
和
五
五
年
i
平
成
二
年
)

暴
力
団
関
係
者
か
ら
の
け
ん
銃
押
収
数
の
推
移
(
昭
和
.
五
五

年
1
平
成
二
年
)

対
立
抗
争
に
伴
う
銃
器
発
砲
に
よ
る
一
般
人
の
巻
き
添
え
被

害
(
昭
和
五

O
年
以
降
)

「
犯
罪
組
織
に
対
す
る
各
国
の
法
制
度
」
(
平
成
二
年
一
一
月

二
八
日
警
察
庁
)

「
不
正
収
益
剥
奪
に
関
す
る
各
国
の
法
制
度
」
(
平
成
二
年
一

一
月
二
八
日
警
察
庁
)

東
京
都
内
み
か
じ
め
料
実
態
調
査
(
平
成
三
年
一

f
二
月

警
察
庁
)

暴
力
団
に
関
す
る
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
(
平
成
二
年
九
1

一
O
月
警
察
庁
)

暴
力
団
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
(
平
成
三
年
二
1

今
品
目
』

-nuy

今

3
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l
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3

凋
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守

'
E
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守

凋
吟
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l
'
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警
察
庁
)

暴
力
団
事
務
所
建
物
所
有
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

(
平
成
二
年
一

o
i
一
一
月
警
察
庁
)

暴
力
団
員
に
対
す
る
面
接
調
査
(
平
成
二
年
九

i
一
O
月

警
察
庁
)

「
暴
力
団
対
策
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
」
(
平
成
二
年
一
一
月

二
九
日
警
察
庁
暴
力
団
対
策
室
第
一
回
暴
力
団
対
策
研

究
会
資
料
)

「
暴
力
団
対
策
に
関
す
る
法
規
制
の
考
え
方
(
案
)
」
(
平
成

二
年
二
一
月
一
一
一
日
第
二
回
暴
力
団
対
策
研
究
会
資
料
)

「
『
暴
力
団
』
対
策
に
関
す
る
法
律
案
の
考
え
方
の
骨
子
」

(
平
成
三
年
二
月
六
日
警
察
庁
刑
事
局
)

「
暴
力
団
対
策
に
係
る
立
法
に
つ
い
て
の
意
見
」
(
平
成
三
年

二
月
六
日
暴
力
団
対
策
研
究
会
)

「
『
暴
力
団
』
対
策
に
関
す
る
法
律
案
の
基
本
的
考
え
方
」

(
平
成
三
年
二
月
二
七
日
警
察
庁
刑
事
局
)

北1去43(5・246)1082 

月
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

(
仮
称
)
案
の
骨
子
」
(
平
成
三
年
四
月
警
察
庁
)

「
「
『
暴
力
団
』
対
策
に
関
す
る
法
律
案
の
基
本
的
考
え
方
」

に
つ
い
て
の
意
見
」
(
一
九
九
一
年
三
月
一
五
日
日
本
弁
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暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

F
O
I
E
-『

aUEa・
内
正

7 

護
士
連
合
会
)

「
『
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

案
』
に
つ
い
て
の
意
見
」
(
一
九
九
一
年
四
月
一
九
日
日

本
弁
護
士
連
合
会
)

都
道
府
県
議
会
に
お
け
る
暴
力
団
対
策
立
法
を
求
め
る
議
決

の
採
択
(
意
見
書
の
提
出
)
の
状
況
一
覧

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
案

に
対
す
る
附
帯
決
議
(
平
成
三
年
四
月
一
九
日
第
一
二

O
回

国
会
衆
議
院
地
方
行
政
委
員
会
)

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
案

に
対
す
る
附
帯
決
議
(
平
成
三
年
四
月
二
六
日
第
一
二

O
回

国
会
参
議
院
地
方
行
政
委
員
会
)

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の

立
法
の
経
緯

北法43(5・247)1083



汁
ル
1

4
方，資

資料 1-1 

全暴力団及び指定3団体の勢力状況の維移(昭和55年~平成2年)

ー一全暴力団一一指定3団体'・ー山口組一一稲川会一-一住吉会

昭55 日日56 日目57 昭58 日百59 日目60 D861 昭62 目白63 平元 平2

全暴力団 103.955 103.263 100，237 98，771 93句91093.514 85守93586.287 86.552 87守250

指定3団体 22.761 23.779 23，958 24.416 21.129 23，198 29，879 31守10734，492 37、66942.622 

山口組 11.878 12，893 13，063 13.346 11ρ58 12，884 17守4321ι238 20.826 22マ30826.170 

稲川会 4.148 4，276 4.184 4.347 4.401 4，900 6，173 6，535 6.701 7.448 8.253 

住士tf ~三 6、735 6，610 6.711 6.723 5，670 5.414 ι274 6守334 6.965 7.915 8，199 
」

。

(J宇佐.人)

北法43(5・248)1084



暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

資料1-2

(
検
挙
件
数
)

民事介入暴力事案の相談受理友ぴ検挙件数の推移(昭和56年~平成2年)

一一検挙件数

Eコ受理件数
「一

ι ゲ併n
(
受
理
件
数
)

3000 

l=iln...l....................~∞ 

r-

∞0 ， 1 ず�----~--+--+--+---I---+--+--+--+--+._+_-+-I 180。

r-ー胴

80 

4000 H--t--+ 一一l一一一-~- ト ト 1----~-一ートーート ト ト +ー+ーートー+ー十一ー十一+ーI600 

0 
平元平2年
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。



資 料

資料1-3 

区分

士す

立

抗

争

総

事

件

I主

対立地争事件，銃器発砲事件発生状況の推移(昭和55.年一平~~!)

350 

!::::lA ¥ 銃軽自事件/::¥ ¥ 発生回数

;;;ll1kし、
0川r'-.つ.----.--/え爪¥11¥lr---..、一一--~、丈 に';Yn'#o.m斗; 
150 
i/i¥はl;|(Wlyf 1 ¥¥」 ケ吏芙吟H

.----. .----y.，rγ-一J1Lしw1LしVししυ1)一1: --1; X、:/'〆... γ'. 
:(a///1V;1 : 

0州0川1'--1〆γ---一一一-….x----r---一よ十.-----.--一一-…Fγ、一一.-..-.---( 
LJ/;: 

昭55 昭56 昭57 昭58 昭59 昭60 昭61 昭62 昭63 平元平2年

年次
昭55 昭56 昭57 H1l58 日目59 昭60 H1l61 D1l62 昭63 平元 平2

発生事件数 34 26 29 34 29 24 23 27 32 30 27 

発生回数 63 56 84 198 109 293 218 187 128 156 146 

47 46 70 160 63 246 177 164 112 142 118 

銃器使用 (74.6) (82.1) (83.3) (80.8) (62.4) (84目。)(81.2) (87.7) (87.5) (91.0) (80.8) 

死者数 12 7 2 12 6 32 18 18 3 4 16 

負傷者数 34 17 50 73 45 79 67 35 12 40 29 

発生回数 94 116 125 230 139 326 317 286 249 268 255 

死者数 16 15 10 19 18 44 59 39 28 19 35 

負傷者数 47 30 38 77 54 96 106 73 60 75 65 
」一一 」ー一( )内は、対立抗争事件全体に占める銃器使用の割合を示す。

北法43(5・250)1086



暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

資料1-4

暴力旦関係費全らの空企坐塑堕聖~~坐空lfl~.• 型戸空三空旦F空)
(丁)
1800 

1500 

1200 

900 

600 

300 

Eコ真正けん銃

一~~~~泊掛÷端詰、u吉品杭喜将、給、、u志古ミ坤

。昭55 昭56 昭57 昭58 昭59 昭60 昭61 昭62 昭63 平元平2

年次
日目55 昭56 昭57 昭58 日百59 昭60 昭61 昭62 昭63 平元 平2

区分

総 数 932 1，027 1，131 1，089 1，729 1，767 1，551 1，540 1，255 1，003 918 

(%) 000，0) 000.0) oω.0) 000.0) (JOO.O) (100.0) 000.0) (100.0) 000.0) 000.0) 000.0) 

525 594 740 631 1，160 1，338 1，321 1，299 1，093 875 862 
真 正

(56.4) (57.8) (65.4) (57.9) (67.1) (75.7) (85.2) (84.4) (87.1) (87目2)(93.9) 

造
406 433 391 458 569 429 230 241 162 123 55 

改
(43.6) (42.2) (34.6) (42.1) (32.9) (24.3) (14.8) (15.6) (12.9) (12.8) ( 6.1) 

注 ( )内は、押収けん銃総数に占める割合を示す。

北j去43(5・251)1087 



資料

資料1-5
対立抗争事件に伴う銑録発砲による一般人の巻き添え被害(昭和50年以降)

No. 府県名 発生年月日 被疑者 被害状況 事案の概要

l 京都 S 53.7 .11 松田組 一般客 クラブ内において飲酒中の山口組紐

大日本正義 2名軽傷 長に対して発砲し、流れ弾が近くの客
団組員 に命中したものo

2 警視庁 S 58.10.6 住吉連合会 通行人 暴力団事務所付近において捜査活動

幸平一家 1名軽傷 中の警察官に向けて発砲し、警察官及
池田会 び通行人に命中したもの。

川井組幹部

3 福岡 S59.11.15 両道会組員 ゴルフ中 暴力団組長他31'，がゴルフのプレー

他1名 の一般人 を終了してクラプハウスに反る途中を

2名 事1い、付近の物陰から出て来て発砲し、

重軽f* 同f半の一般人に流れ弾が命中したもの。

4 兵庫 S 60.4 .23 一和会 通行人 対立する暴力団組事務所前で雑談中

加茂田組内 1名軽傷 の組員に対して、走行中の乗用車内か
政勇会幹部 ら発砲し、流れ弾が通行人に命中した

もの。

5 広島 S 60.11.22 共政会幹部 通行人 対立する暴力団組長らが喫茶，gに入
1名軽傷 ったところ、後を追ってriiに入り発砲

し、外に出てからも更に発砲したため、

通行人に流れ弾が命中したもの。

6 愛知 S63.7.18 波谷組組員 通行人 現場を通りかかった暴力団員風のリj

1名軽傷 7-8人に1ft]けて発砲し、流れ弾がi重
行人に命中したもの。

7 岡山 H元.7.3 請川興業組 通行人 対立する暴力団同士の車が交差点で

員他4名 1名軽傷 出会い、五いに車をぶつけ合った後、

けん銑を発砲し、その流れ弾が通行人

の頚部をかすったもの。

8 神奈川 H 2. 2 .23 山口組系 手配師 I.IJll組対二率会の対立抗争事件にお
黒誠会内 1名死亡 いて、ヒットマンが二率会組Hと間違
水田組幹部 えて射殺したもの。

9 大阪 H 2. 6 .29 不詳((.lJ日 一般人 IlJ LJ組と波谷組の対立抗争事件にお
組系の者に 1名死亡 いて、宅配便を装って被符者'七を訪れ、
よるものと 応対に出た被安者を相手方描lHと11lj;主
みられる。) えて射殺したもの(被答者は転附して

きたばかりで、 2週間前までは波谷組

者以補佐が肘住)。

10 沖縄 H 2.11.22 沖縄旭琉会 高校生 旭琉会の|付紛に伴う対立抗争事件に

島袋一家 1名死亡 おいて、対立する暴力|判事務所に川イ
伊志、嶺組組 クで乗り付け、アルパイトで作業中の
員 高校生に向けて発砲し、殺得したもの。

11 沖縄 H 2.11.23 旭流会 主婦 旭琉会の内紛に伴うN文抗争ljqtに
錦一家組員 1名軽傷 おいて、車両で警戒中の捜査H2:};を

射殺し、更に現場を乗用車で通円かか

った主婦に向けて発砲し、左足に命中

させたもの。

北法43(5・252)1088
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犯罪組織に対する各国の法制度

イタリア アメリカ ド イ ヅ 7 ランス イギリス

①マフィア型結社(刑法 政府転覆を教導L、哨道 ①犯罪的団体(刑i1:I29) ①革、11¥を犯すための結社又は謀議(刑法265) 禁11団体 IIRA.INI.A) 

416の2) l.又は煽動する者で構 及び②テロリスト凶体 ② 1起の軽罪を犯すための結社又は謀議(刑il について、その構成uに
②薬物犯罪結社(麻薬及 成する結社又は集団』ニつ (刑法129a )については、 266) なり、活動に参加し、集

ぴ向精神薬法75) いて、結成すること:そ 設立、加入、 i(fぷ及び支 ③薬物取引犯罪を犯すための結社又は謀議(公 会の準備・手配をliい、

③犯罪をするための結社 の目的を知りつつ、その 援。 衆衛牛i1;627) 資産を供早・収受L、テ

(刑法416) 構成員になり、又は構成 ③武装集団(刑法127) に加判するもの ロ民主の保有・iT理を補

団体に係る行為規則
@テロ行為及び民主的秩 員に止っていること:新 については、編成、指持、 佐するなどの行為

序の破壊を目的とする結 視の構成員を加入させる 武器又は'!['，晶占nの供給且 (1989年テロリズム防止

社(刑法270の2) こと:内部集団を新編成、 ぴ参加。 (f-T定措置)法)

⑤武装集団(刑法306) 再編成又は拡張するニと

⑤破壊的結社(刑法270) 08 USC 2385) 

等について、それを発起

L 、構成し、指揮し、加

入するなどの行為

解散命令
1921年6月18日 18 USC 1964 

「結社法」
「戦闘及び私戦凶体に関する法律」

な も、
勅令773号第210条 rRlcoitJ 「凶体契約法」

上記の①若Lくは②の刑 RICO法違反を防止し、

の言渡 Lを受けた者又は かっ、禁止するために也

①若Lくは②の結社に属 要であれば、連邦地方裁

する疑いがあり、かつ、 判所は、何人を問わず、

予防処分を適用された者 その者が将来においてー

その他
は、警察の許可、商業の 定的活動に関守するニと

許可、公共上下水道町営 を禁止することができる

業の認可、建設の認可、 (18 USC 1964) 

公共事業の入札名揮への

登録等を取得する資格を

失う(マフィア対策法!o

一!oの C)
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不正収益剥奪に関する各国の法制度

国 名 ド イ ツ アメリカ イ タ ') ア 7 7 ンス イギリス

相l 度過 料 利益没収 利益没収
行政没収 刑事的

1生 iji( t空 iji( 没収命令
民事的没収 没収

性
質 秩序違反に対する

処 分
行政手段

刑罰 対財産保安処分 刑 謂 ft随的処分
予防的・抑止的効果 民事手続

命令権者 行政官庁 裁判所 行政官庁・裁判所 裁判所 裁 判 Pli 訟判所 王宰裁判所

設量性 議量的 裁量的 必要的 必要的 必要的 任意的 E要的 t要的 必要的 必要的 任意的 任意的 必要的

称序違反法 刑法73 21 U S C 21 U S C 刑法240 刑法 マフィア対 公衆衛生法629 1988年刑事 薬物取引犯
規 定

策i1:2の 3 HJit法71 罪法 1-1917-18 29 a -73d 881 853 第 1項 第2項 416の2 第 3J亘 第 4項

前提とな 称序違反 過科を課さ 犯罪一般 薬物犯罪 薬物犯罪 犯罪「般 犯罪一般 マフィア明 ①マフィア剤 ①薬物犯罪 ①薬物 ①自Ij表4に 薬物取引犯

る犯罪行 行為~般 れなかった Cf.21 USC 881 Cf.21 USC 結社11' 結社罪 ②薬物犯罪 犯罪 掲げる犯 罪

為等 称序違反 以外にも、賭博‘ 881よiタトに ②薬物犯罪結 の4ミ遂、 ②薬物 罪

資金浄化等につ も賭博、 H罪 結社及び 犯:w ②薬物取引

いて、個別に、 R1CO法違 ③上記の①え 謀議 の未 犯罪以外

行政没収・民事 反等に個別 は②の結社 p輩、 の正式起

的没収が規定さ に刑事的没 に属する疑 結社 訴犯罪

れている。 収がある。 いがあり、 及び

かっ、 F防 謀議

処分を適用

さオLたこと Q

対象物件 行為か ①行為に対 ①犯罪行為 ①薬物取引の対 ①薬物犯罪 ①供用物件 ①報酬 ①供用物件 ィ、i1、な活動 ①供用物件 市Jの 犯罪の実 薬物取引

ら得られ Lて得ら に対Lて 価 の収益 ②生成物件 ②禁制品 ②'-tJ:記物件 からfi}られた ②犯罪から "い波 liの結果と に関連Lて

た経済的 れた財産 得られた ②薬物取引の収 ②薬物犯罪 ③取得物件 ③収作物件 か、又はその [t(銭的に Lを-1: して又は 'J~ 受領 Lた収
利益を超 的利益 財産的利 益等について、 の収益の ③報酬 同投資によっ 中じた干IJ けた{; ~ jに関連L 益額

える額 ②行為によ 益 その評価額が 果実 ①組成物件 て科られた財 益 の財産 て得られた ※挙証責任

(原則と って夜接 ②犯罪行為 10万ドル以下 ③供用物件 産的利益 の士郎 財産又は財 が転換さ

Lて、 5 得られた によって であれば、原 ※挙証責任 ※挙"正責任が 又はー 産上町利益 れている

マルクー 財産的利 直接に得 目。と Lて行政 が転換さ 転換されて 庁官 の価級以下

1000マル 益 られた財 官庁が没収L、 れている いる の金額

ク) 産的利益 司法手続に移

等 行する場合も

挙証責任転換

規定がある。

資料2-2写主

持町



暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

資料3-1

東京都内みかじめ料実態調査
1 調査対象・方法等

平成3年 1月から2月にかけ、警察庁が主体となり、都内大手調査会社に委託し

て行ったもので、以下の要領によった。

(1)対象地区 東京都新宿区歌舞伎町・港区六本木

(2) 調査対象 上記地区で警察の許可を得て又は警察に届出をして営業しているス

ナッ夕、キャバレー、パチンコ庖等合計1，500庖(表1参照)の経

営主

(3) 調査方法郵送法

(4) 回答状況 859名 (57.3%)から回答が寄せられたo

2 集計結果及びその分析

(1)調査対象者のプロフィール(表1-4)について

表1 周査対象者の種別 表2 営業地区 表4 年齢

キャバレー等 140 (16目3%) 20歳未満 (一)

まあじゃんIii 35( 4.1%) 20-29歳 32( 3.7%) 

ぱちんこI苫 12( 1.4%) 30-39歳 174 (20.3%) 

ゲームセンター 16( 1.9%) 40-49歳 373(43.4%) 

ストリップ・ソープランド等 18( 2.1%) 表3 性別 50-59歳 207(24.1%) 

モーテル・ラプホテル等 3l( 3.6%) 60歳以上 70( 8.1 %) 

スナック・飲食府等 555(64.6%) 無回答 3( 0.4%) 

その他・不明 52( 6.0%) 
15 百十 859 (1∞%) 

J口L 859(100%) 

(2) 底での暴力団被害について(凶 1) 

応での営業に関し、暴力団から「い

やがらせ」、「みかじめ料等の要求J

などの何らかの被害を受けている者

が多く見られ、暴力団の歓楽街への

浸透振りがうかがえる。

図1 何らかの被害の経験の有無

無回答

6(0.7%) 

北法43(5・255)1091 



資料

(3) いわゆる「みかじめ料」の被害の実態について(凶 2-4、表 5-8)

暴力団は、多数の営業者に対して、物品販売・リースを名目に金銭の要求を広

く行っており、その際、自らが暴力団員である旨を告げるなどして、相手が金銭

を渡さざるを得ないような状況に置いている実態がうかがえる。

図2 暴力団に金銭の要求
等をされた経験の有無

不明

:7(0.8%) 

(要求されたことのある人に)

表 8 相手が暴力団だと

わかった決め手

本人が名乗った 106(41.4%) 

名刺 63(24.6%) 

仲介入の言 23( 9.0%) 

特有の言動 22( 8.6%) 

服装・頭髪 16( 6目3%)

手指の欠J員 4( 1.6%) 

暴力団のバッジ 2( 0.8%) 

その他・不明 20( 7.7形)

ノ口、 百十 256 (I0u%) 

図3へ

(要求されたことのある人に)

表5 金銭要求の名目

物品販売・リース料

みかじめ料等

広合科・講読料

各種懇談会費

その他

門松

熊手

94 (53. 7%) 

46(26.3%) 

パーティー券!35(20.0%)

額(絵 134(]9.4%)

興行券 !25(]4.3%) 

生け花 121 (]2.0%) 

案内図 1 18(]0.3%) 

芳香剤 11800.3%) 

柏木類 !16( 9.1%) 

造花 !15( 8.6%) 

(要求されたことのある人にカレンゲ- I 8( 4.6%) 
表 7 回の要求金額 lだるま I 8( 4.6%) 

置物 8( 4.6% 
5万円未満 86(33.6%) 

おつまみ 7( 4.0% 
5万円 10万円未満 62(24.2%) 

おし』まり 6( 3.4% 
10万円 50万円未満 28(I0.9%) 

お茶 5( 2.9% 
50万I'I- 100万円未満 4 ( 1.6%) 

7 ...，ト 3 ( 1. 7% 
IUU万円-1.000万円本i両 1( 0.4%) 

デリスマA'Jリ{ 2( 1.1% 
1，000万円以上 (ー)

カラオケ 1 ( 0.6% 
無回答 75(29.3%) 

，(ネル 1 ( 0.6% 
ノL1h 百十 256 (IOO%) 花瓶 I( 0.6% 

そのf也 40(22.9% 

(回答総数 17~ 5) 

北法43(5・256)1092



暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

(要求されたことのある人に)

図3 暴力団からの要求に応
じて金銭を渡したことの

有無

(金銭を渡したことがある人に)

図4 金銭を渡した理由(複数回答)

断るといやがら
せされるから

結局他の暴力団
から要求される

庖内のトラブノレ
解決を頼める

金額が僅かだっ
たから

脅されて、断れ
なかった

その他・不明

27(]9.1%) 

7(5.0%) 

1500.6%) 

61(43.3%) 

55(39.0%) 

54(38.3%) 

(%) 0 10 20 30 40 50 60 

(4) 暴力団員による庖に対するいやがらせ等の被害について

(['45・6、表9・10)

暴力団にすごまれたり、いやがらせをされたりといった被害を受けていながら、

犯罪の被害とまでは言えないなどの理由から、警察に被害を申告しない例が多い。

図5 いやがらせ等の被害経 (被害経験ある人に)

験の有無 「一→図6 被害の内容(複数回答)

すごまれた 177 
(57.8%): 

契約押しつけ

いやがらせ 49(]6.0%) 

応対等に因縁を
48(15.7%) 

つけ金銭要求

庖の物品破損等 36 (]l. 8%) 

暴行された 30(9‘8%) 

そのf也 39(12.7%) 

表9へ (%) 0 10 20 30 40 50 60 70 

北法43(5・257)1093 
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(被害経験ある人に被害を警察に届け出なかった人に)

表9 被害の書癖へ r---表10 被害を審理院に届け出なかった理由

の届出の有無 r 
目一一一一一一ーー一一ー「 ι I 届け出ても仕方ないと思ったから 54(23.7%) 

犯罪の被害ではないと思ったから 53(23.2%) 

被害が僅かだったから 32(14.0%) 

仕返しが怖かったから 26(11.4%) 

警察の他に相談相手があったから 18( 7.9%) 

自分にも落ち度があったから 1O( 4.4%) 

お金で済ませようと思ったから 6( 1.3%) 

その他・不明 32(14.1%) 

ノ仁i 百十 228 (100%) 

(5) 暴力団に頼みごとをした経験について(図7、表11・12)

少数ながら、飲食代金取立て等に、正規の方法によることなく暴力団を利用し

たことがあると回答した者がおり、そうした方法に肯定的な態度をとっている。

図7 暴力団へ頼みごとを
したことの有無

ない
792(92.2%) 

(頼みごとをしたことありとした人に)

表11 頼みごとの内容(複数回答)

飲食代金の取立て

府内トラプル解決

賃貸借関係トラブル解決

不動産売買斡旋等

手形割引

その他

31(57.4%) 

23 (42.6%) 

3 ( 5.6%) 

3( 5.6%) 

1 ( 1.9%) 

7(13.0%) 

(回答総数 54) 

{頼みごとをしたことありと Lた人にj

表12 頼みごとをした理由

正規の手続きでは、時間や資用がか
かるから

相手もまた暴力団を使ってきたから

頼みたくなかったが、無理矢理介入
してきた

少しでも自分に有利に解決したかっ
たから

その他・不明

ノ口誌 言十

27 (50.0%) 

12(22.2%) 

5( 9.3%) 

3( 5.6%) 

7(12.9%) 

54 (100%) 

北法43(5・258)1094 



暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

(6) みかじめ料対策について(図8・9)

新たな法的措置を含め、行政に何らかの対策を講ずることを求める回答が多い。

図8 みかじめ料対策についての意見

(%) 
70 

534(62.2%) 

60 

50 

40 

30 

194(22.6%) 

20 

10 74(3.6%) 

。
行政側の措各業者が毅業界で一致払いたい人 その他・
置に期待 然として 団結すべきは払えばよ 不 明

図9 暴力団による金品の要求に対処する新たな法律の必要性があるか

なし
29(3.4%) 

北法43(5・259)1095 
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(7) 警察に対する意見・要望(具体的に記載されたものの一部を抜粋)

・先日、新聞に暴力団対策の法作りのことが出ていましたが、是非成立させて
下さい。殆どの人は怖くて泣き寝入りしているのが現実です(飲食庖・男性)。

現代の暴力団は、法律スレスレのことをやっています。警祭も介入できない

わけです。だから、暴力団に対しては、その人聞が暴力団と認定できれば特別

に対処できるようにしなければ、世の中は明るくならないと思います(スナッ

ク・男性)

歌舞伎町で応を営業している人で、カスリを払っていない庖は私の知る限り

(8年間営業している)、聞いた事がない。暴力問にカスリを払うことが、又は

受ける方(暴力向)が犯罪として扱われない。とにかく、歌舞伎町は暴力問天

国と思っています(スナック・男性)0 

脅されるということはないが、断れば何かトラブルがあるかなという考えか

ら、造花リース(1万円)としめ飾り(3万円)をつきあっている。これが悪

の資金になっているかと思うと腹立たしい(スナック・男性)。

警察は、年末に公然と行われる「飾りもの」の暴力同による強要を取り締ま

るべきだと思います。多くの同業者が「こわい」とか、「小額でi斉むなら」と
考えている事実を認識し、事前に対策の方法を知らせるとか、そのような窓口

を設置する等の努力をし、暴力同の資金源を減らして下さい(スナソク・男性)0

. 白昼、事務所を設け、パ yジをつけるのがまかり通っていることは、どう考

えても納得できない(ライブハウス・男性)。

・新規開庖の花輪などが応外に出ていると、目をつけ、応内外でいやがらせを
し、庖がその始末に悶ってしまうことをいいことに示談金を要求するような者

もいる。そういう暴力にどう対処すればいいのか(スナック・男性)。

・当庖は、今のところ何もありませんが、地上げの問題が起こり、大家さんよ
り、立ち退きを迫られています。それに関して暴力問が来ないか恐れています

(スナック・男性)。

・現在の法律では取り締まれないのでしょうが、あのヤクザの名刺が使用でき
ることにギモンを感じます。 roo組若頭00太郎」などと筆太に記した名刺
を使用するだけで犯罪だと思います。同じことかもしれませんが、ピルの中の

一室に '00組事務所」と看板を出し、金紋まで入れているのを取り締まれな
いことが不思議です(キャバレー・男性)。

不動産契約書に「解約条項」を入れて、・暴力同が借用(事務所、住居)の場

合、解約できるようにしてほしい(ディスコ・男性)。

国民にもっと分かりやすい機関を設けるべきだ。阿ったことは多くあるが、

相談できないのが不思議なことだ(ゲームセンター・男性)。

山口組の人間が東京(新宿)に進出している様子。このままでは、いずれ抗

争になると思う o その前に仰とかしておかなくてはならないと思う(キャバ

レー・男性)。

税金も払わないで賛沢な生活をしていて、納得できない(フアソションヘル

ス・男性)。

一個人ではどうしようもないので、行政、法律而で厳しくやってください(キ

ャバレー・男性)。

北法43(5・260)1096
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資料3-2
暴力団に関する企業アンケート調査

本アンケート調査は、暴力|対等の悪質な集団の経済社会への進出の動向、企業の対

応状況等を把握し、今後の刑事警察行政に反映させていくために、警察庁が民間の調

査会社に委託し、平成2年9月から10月にかけて実施したアンケート調査である。

I 調査の概要
1 調査の対象、方法、時期等

本アンケート調査の対象、方法、時期等は下記のとおりである。

①調査対象企業・........2.983社

内訳については、下記の通り。

(a)上場企業・…-…....・H ・H ・H ・.......・H ・H ・H ・-………......・H ・-…...・H ・"'1.931社

(b)庖頭登録・管理、有価証券報告書提出会社(非上場企業)・・……・ 869社
(c)その他の非上場企業…….........・H ・....…...・H ・...…・…....・H ・..…一 183社

②調査方法・・・・・・郵送法

①調査時期……平成2年9月一10月

2 回収結果

調査票の回収数は2.106通(回収率70.6%)である。

H 調査結果の要旨
①要求等の有無について

暴力団・総会屋等から金品の要求、契約の締結の強要等(以下「要求等」という)

を受けた経験の有無については、 rl.ある」とする企業が約4割 (41.2%)にのぼ

っている。

ι三 E 3 替えられない(0.6)-，!年回答| 不明ーが (0.1)

沼

一一一一一一司..... ー』一一一一」w • m ~ ~ w m 即 90 100 (特)

②要求等を行ってきた団体の種類について

企業に対して要求を行ってきた同体の種類については、要求等を受けた経験のある

企業867社のうち、約8割の企業 (81.4%)が r2.社会運動等標ぽうコ・ロJ を挙げ

ている。また、約4割の企業が r1.暴力団J (38.8%)、r3.総会屋J (39.8%)を

それぞれ挙げている。

10 20 30 40 50 曲 70 80 9Q(叫)

l 暴力団

2 社会運動等標ぼうゴロ

3 総会屋

4 その他 口9.9
繁回答・不明 0.3 
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@社会運動等標ほうゴロ等からの要求等の内容について

社会運動等標ぼうゴ口、総会屋等からの要求内容については、これらの同体から要

求を受けた経験のある企業789社のうち、 82.0%の企業が r2.機関紙の購読又は機

関紙への広告掲載の要求」を挙げており、最も多く、次いで66.9%の企業が rl，寄

付金・賛助金名下の金品の要求」を挙げている。また、 r3.製品の欠陥や不適切な

対応等にクレーム及び示談等の違法、不当な金品の要求」については21.4%にとどま

っている。

o 10 20 30 40 50 60 70 80 90(%) 

I 寄付金・賛助金名下の金品の要
求

2 機関紙の購読又は機関紙への広
告掲載の要求

3 製品の欠陥や不適切な対応に対
するクレーム及び示談等名下の
違法、不当な金品の要求

4 企業の経営内容やスキャンダノレ
等を利用した口止め料名下の金
品の要求

5 拡声器、ピラ等を利用するなE
の各種中傷行為の中止料名下の
金品の要求

6 地域対策費名下の金品の要求 I 15.7 

7 下請契約締結の強要 I 17.5 

8 その他 110.3 

無回答・不明 11 0.6 

66.9 

82.0 

21.4 
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注)以下④から③については、暴力団から要求等を受けた経験のある企業336社の

集計結果である。

④暴力団からの要求内容について

暴力団からの要求内容については、これらの団体から要求を受けた経験のある企業

336社のうち、半数近くの企業が r9.機関紙(誌)購入の要求J (47.3%)、r12.寄

付金・賛助金名下の金品の要求J (44.9%)を挙げている。また、 r8.物品購入の要

求J (28.0%)、rlO.機関紙(誌)への広告掲載の強要J (22.6%)などがこれに続い

ており、社会運動標ぼうゴロ、総会屋等からの要求内容に類似した内容が挙げられて

いる。 。 10 20 30 40 50(%) 
縄張り料材じめ料用心棒h . 
代名下の金品の要求 5.1 

2 騒音等に対する迷惑料・慰謝料 l
名下の金品の要求

111.9 

3 口止め料名下の金品の要求

186  4 地域対策費名下の金品の要求

5 足代・お引き取り料名下の金品|
の要求 14.8 

6 下請契約締結の強要 110.7 

7 リース契約締結の強要 111.2 

8 間入の強要 l 
9 機関紙(誌)購入の強要

10 機関紙(誌)への広告掲載の強
要

11 製品の欠陥・不適切な対応に対
するクレーム及び示談等名下の| 134.8 
金品の要求

12 寄付金・賛助金名下の金品の要 l
求

1 44.9 

13 正当な代金・料金の不払い、踏 l
み倒し等

14.8 

14 その他 19.8 

無回答・不明 1 1 2.1 
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@暴力団と認識した理由について

相手方が暴力団員であると認識した理由については、 6割近い企業が r1 .本人が

名乗ったことJ(57.7%)、r2.名刺J(59.8%) を挙げており、暴力同貝であること

を自ら明示しているケースが多い。また、これら以外では、r7 .特有の言動J(52.7%)、

r4. 服装・頭髪J(33.6%) などを挙げている。

。 10 20 30 40 50 60(%) . 
1 本人が名乗ったニと

2 名刺

ト寸 8.03 組のバッジ

4 服装・頭髪 133.6 

5 入れ暴 15.7 

6 手の指の欠損 I 17.3 

7 特有の言動 152.7 

8 仲介者の紹介 I 13.6 

9 その他 仁~ 13.4 
無回答・不明

@相手方の要求等の態縁について

暴力団からの要求等の態様については、 r3.金額その他の具体的内容は、「誠意を

示せ」等の遠回しな言葉でほのめかした」とする企業が51.2%で最も多く、過半数を

占めており、次いで多いrl.金額その他の具体的内容は、明示してきた」とする27.7%

を大きく上回っている。また、 r4.金額その他の具体的内存は、言われるまでもなく、

こちらからそれを察した」は8.3%、r2.金額その他の具体的内符は、しぐさ等で明

示してきた」は5.1%と、比較的少なかった。

1 金額その他の
具体的内容を
明示してきた

27.7 

4 金額その他の具体的内容は、言われる
までもなく、こちらからそれを察した

2 金額その他の具体的内容は、しぐさ等
で明示Lてきた
3 金額その他の具体的内容は、 「誠意を
示せ」等の遠回しな言葉でほのめかし

51.2 

φ無回答
・不明
(3.7) 

j 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%) 
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⑦相手方の要求等の金額について

暴力団からの 1回の要求の金額については、 r1. 10万円未満」とする企業が49.7%

で最も多く、ほぽ半数近くを占めている。次いで r2. 10万円以上100万円未満」が

28.9%、r3. 100万円以上10∞万円未満」が10.4%となっているが、 r5. 1 億円以上」

も0.9%存在している。

4 1000万円以上l億円未満(2.4)

1 10万円未満
2 10万円以上100万円未満

49.7 28.9 

5 1億円以上
(0.9) 

無回答
・不明

o 10 a a ~ ~ w ro 80 90 100(%) 

③要求等に対する対処の仕方について

暴力団からの要求等の中で金額的に最も大きかったものへの対処の仕方について

は、 r6.要求等を相否した」とする企業が最も多く、 67.3%を占めており、次いでr4.

当初、拒否したが最終的には要求の一部に応じたJ (22.3%) となっている。

。

なお、約3割の企業が「要求に応じたJ (一部に応じた企業も含む)としている。

l 要求等に全面的に応じた (0.3)

2 要求等の一部に応じた

3 当初、拒否したが最終的には要求等に全面的に応じた(I.2)

4.当初、拒否したが最終的には要求等の一部に応じた 7 その他
(2.1) 「6 要求等を拒否した

22.3 [ 67.3 

10 20 30 40 50 60 70 80 90 

m 
a 

100(%) 

注)以下の⑨については、暴力閃から要求等を受けた経験のある企業336社のうち、

要求等に応じた経験のある企業106社(2つまで選択可)の集計結果である。
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①要求等に応じた理由について

(回答対象企業106社、 2つまで選択可)

暴力団からの金品等の要求等に応じることにした主な理由については、 r2.相手

が暴力団であるためトラブルが拡大することを恐れてJ (45.3%)、r1.相手が暴力

団であるため威圧感を感じたからJ (17.9%) と相手が暴力団であることを直接の理

由とする企業が多く、一方、 16.0%の企業が r3.だれもがしている業界の習慣にす

ぎないから」を挙げている。なお、 34.0%の企業が r5. その他」を挙げており、そ

の主な内容としては下記のようなものが挙げられる。

。 10 20 
' 

感を感じたから

2 相手が暴力団であるためトラ l
ブノレが拡大することを恐れて

3 誰もがしている業界の慣習に l
すぎないから 116.0 

4 払っておけば、逆に役に立つ 1 1 2.8 
こと 6あろうと思い

5 その他

い9.4無回答・不明

(r 5. その他」の主な内容〉

・金融機関なとeの大株主へのいやがらせを行われたため

.従業員への危害の可能性を感じたため

・拒絶すればいつまでも粘られるから

⑬新たな法規制の必要性について

30 40 50(%) 

' E ' 

145.3 

暴力団の企業に対する違法、不当な行為を抑えるための新たな法規制の必要性につ

いては、 r1.必要だ」とする企業が65.3%に達しており、 r2.必要ない」とする企

業は僅かに5.9%である。

l 必要だ

65.3 

o 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 
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暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

皿 「暴力団に関する企業アンケート」にみる企業の声
警察庁刑事局捜査第二課が平成2年 9月、大手企業2，983社を対象に実施した、「暴

力団に関するアンケート調査」において、自由記載欄を設け、暴力同対策等に関する

警察への要望を記入して戴いたところ、数多くの企業から様々な声が寄せられた。主

なものは以下のとおりである(固有名詞等記述の趣旨を変えない範囲で修文を加えで

ある)。

1 最近の暴力団情勢について

(1)暴力団の企業への介入手口

彼らは(注、暴力団を指すものと考えられる。)、会社に対する常安手段とし

て、電話で又は会社を訪問し、恐喝罪にならないような方法で、 i詞書、印刷物
の要求等を執効に繰り返しており、これを拒否するのに相当の時間を浪費し、

大変迷惑している実情にある(建設業)。

暴力団員は、実態のない形式的な企業名(例えば00土木、 00興産など)
を用いて、各企業や現場に接近し、下請け、協力依頼を口実に使い要求をする

のが一般的である。要求を断ると執効に粘り、強く退去を求めると、一応は退

去するも、その後電話等によって要求を絞け、言動も次第に威圧的になるなど

対応に苦慮する(建設業)。

当社のような建設・土木関係の業界においては、近隣住民とのトラブル等の

発生の可能性が高く、それに便乗して地元暴力同が介入してくるケースが多い

(建設業)。

・暴力団の企業への接触は、単なる金品の要求以外に寄付、広告等を強要する
ケースが日常多く、企業の窓口となる総務部門は各社とも苦労しており、対応

策は企業問の情報交換で行っているが、件数は増加の一途をたどっているのが

実情です(製造業)。

暴行・脅迫が実際に伴わないと警察は手を出せないが、各業界とも悪徳ユー

ザー(偽装被害を訴えるような。)に手を焼いてながら表に出さないでいるの

が実情である。毎臼のように長電話してくるケースが殆どで、仕事にならない

ので適当に妥協してしまうことがある(製造業)。

当方の単純な事務的ミス等について取引先の代理人と称する暴力問貝又は政

治結社員らしき者から電話で、或いは而会を求めて担造した被害に対する代償

として「誠意ある回答」を得たいとして融資を申し出ることがあります(金融

業)。

まずちょっとした言葉のいきちがいで電話で怒鳴る。そのため怖がって女宿

員が辞めるケースもある。又、物販業なので、すぐ商品にケチをつけ、恐喝一

歩手前で威圧するし、金を支払わない例もある(流通業)。

凶暴力団の進出情勢

山口組の東京進出の障を聞き、非常に危倶している(製造業)。

右翼団体の90%が暴力団と言われている。又、最近、暴力同が表面上正業を

行っている場合が増えているo表面上、暴力問かどうかの区別がつきにくい(銀

行業)。
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当社の場合は、仕手戦に暴力団が介入してきたものですが、資本金、規模、

株数から連中が仕掛ける恰好の標的にされたようです。暴力団等が仕手戦や民

事事件に介入してくる例は多数あると思います(製造業)。

2 現在の警察との連携体制について

・特暴協、企暴協の資料は大変役に立っている。担当者が欲しているのはデー
タではなく、「具体的な事例集」です(保険業)。

・特暴協議会への未加入中小企業の加入運動、警察の定期的な企業訪問による
助言等により、企業が毅然とした対応をとれるようにより一層御指導願いたい

(保険業)。

会社荒らし、寄付金、機関紙購読、広告掲載の要求等が増えてきているが、

それが暴力団かどうか分からないため、大変閑っております(製造業)。

3 警察庁に対する提言

企業とのコミュニケーションを一層深められたい(その他サービス業)。

現在の法体制の下で暴力問の根絶は不可能ではないかと思われる。素朴な市

民感情として、暴力団そのものを取り締まる特別法の立法が必要と思われる(銀

行業)。

関西系大手暴力団が、当局の撲滅強化作戦にもかかわらず何十年にもわたっ

て撲滅せず、多様な分野に勢力拡大していることは、常識の世界では理解でき

ない(製造業)。

暴力同・総会屋の違法行為(手口)とその対策等手引の広報(建設業)。

・賛助金を要求することに対して新たな法規制が必要と考えられる(銀行業)0
. 脅迫罪や強要罪等に至らない要求行為(機関紙を無断で送り付けたり、雑誌・

人名録に勝手に掲載して金銭を要求する等。)を規制する法規(親告罪でよい。)

を新設してほしい(その他)。

「暴力団も使いよう…」という不動産屋の弁を聞いたことがあるが論外だ。

「悪」は「悪」、もっと厳しく取り締まって戴き、マスコミで報道されているよ

うな事件がなくなることを切望する(製造業)。

暴力団等に資金を供与している企業は淘汰されてしかるべきと考える。非常

に難しいこととは思うが、悪質な企業は公表するぐらいの勇気を持たないと駄

目だと思う(製造業)。

・予備軍といえる若い世代の取り締まり強化を望むとともに、恐喝、詐欺、麻
薬等の罰則強化が必要(製造業)。

暴力団といわれる組織の固有名詞を認符していること自体に問題があるので

はないでしょうか(製造業)。
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資料3-3

暴力団に関する市民アンケート調査

I 調査対象・方法等

平成3年2月から 3月にかけ、警察庁が主体となり、都内大手調査会社に委託し

て以下の要領で全図的に実施した。

(1)調査対象政令指定都市を中心に全国16都道府県の住民から、無差別に3，0∞
名を抽出した。

(2) 調査方法郵送法

(3) 回答状況 2，039名 (68.0%)から回答が寄せられた。

2 調査結果

(1)調査対象者のプロフィール(表1・2)

表2 年齢

20歳未満 4( 0.2%) 

20-29歳 74( 3.6%) 

30-39歳 218(10.7%) 

40-49歳 460(22.6%) 

50-59歳 509(25.0%) 

60-69歳 484(23.7%) 

70歳以上 287 (14.1 %) 

無回答 3( 0.1 %) I 

ZEh E 百十 2，039 (1附)I 

(2) 暴力団に対する認識について(図 1・2、表3) 

ほとんどの市民が暴力団員の存在を「あくとεい」、「虚勢を張っている」などアウ

トローの集団として認識し、暴力団員との交際がない一方、その存在理由としては

「暴力団に対する刑罰が軽い」、「暴力団を禁止する法律がない」、「警察の取締りが

甘い」などを指摘する者が多く、暴力団に対するより強力な取締りを望んでいるこ

とがうかがわれる。

表3 暴力団員のイメージ(複数回答)

あくどい

虚勢を張っている

金回りがよい

1.254 (61.5%) 

1，243 (61.0%) 

520(25.5% ) 

社会に受け入れられない人たち I 459(22.5%) 
義理・人情を重んじる I 120( 5.9%) 
男らしく格好がよい 4( 0.2%) 

その他・無回答 I 173( 8.5%) 

~I:法43(5 ・ 269) 1105 
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i図2 暴力団の存在理由について(複数回答)

暴力団に対する刑罰が軽いから

暴力団を禁止する法律がないから

響察の取締りが甘いから

要求に応じて資金を提供する者がいるから

暴力団に入りたがる者がいるから

存在を市民が許しているから

組織から抜けるのが難しいから

暴力団を利用する者がL、るから

貧富の差がある社会だから

その他・無回答

(%) 

1.092(53.6) I ' 

924(45.3) 1 

862(42.3)1 

773(37:9)) 

621 (30.5) I 

507(24.9) I 

418(20.5)1 

318(15.6)1 

日JO(54)
07(5.2) 

且ー_ 1. 

‘ 
a 

o 200 400 600 800 1000 
(3) 暴力団による被害の実態について(凶 3-6、表4・5) 

市民の10人に 1人(約 1割強)が暴力団から因縁をつけられたり、すごまれたり

などの被害を受けており、暴力団の魔手が市民生活を大きく脅かしていることがう

かがえる。

また、ほとんどの市民が身体・財産に対する暴力問の被害を受けた場合、その被

答回復を望んでいることが明らかになった。

(被害経験のある人に)
図4 被害の内容(複数回答)(%) 

:図3 暴力団による被害経験 1 120ト
l の有無(%) 1 r寸117
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暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程
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(被害回復の意思がないという人に)'"---1 図5 暴力団に対する被害
図6 被害固複を望まない理由 | 回復意思の有無(%)
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カ3 る 盤 図7 暴力団事務所に対する
不 手間とか落'怖 かち 回 不安・迷惑の有無(%)

L 、 知 る度り 答

(4) 暴力団事務所に対する認識について

(図7-9、表6) 
ほとんどの市民が暴力団事務所の存

在に関し、「抗争事件の巻き添え」、

「組員が周辺をうろつくなどして怖い」

等の不安感を抱き、暴力団事務所追放

運動には「協力したい」と考えている

者が大部分を占めるなど、地域から暴

力団事務所の排除を強く望んでいるこ

とが改めて明らかになった。

図8へ

北法43(5・271)1107 



料資

(不安・迷惑であるという人に)

図8 暴力団事務所に対する不安・迷惑の内容(複数回答)
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(協力しないという人に)

表6 追放運動に協力したくない理由(複数回答)

[図9 暴力団事務所追放運動
| に対する協力の有無

82 (32.8%) 

38(15.2%) 

161 (64.4%) 
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ら
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暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

(5) 暴力団に頼み事をした経験について(図10・11、表7)

ごく一部の者が不動産等のトラブル解決などに暴力団を利用しており、場合に

よっては、暴力団の利用に肯定的な意見を持っている者が、少数 (5.8%) なが

ら見られる。

図10 暴力団に頼み事をした 「一-(頼み事をしたことがある人に)

ことの有無(%) 表7 積み事の内容(複数回答)

l 交通事故の示談交渉 I 7 (36.8%) 
無回答ー一ー， ïーある一一一一同~ I~~~__~- _.__. I 
お'(1) 11 19(0.9) 不動産の賃貸、売買上のトラブル I4 (21.1 %) 

の解決

ない
1. 984(97.3) 

事業上のトラプルの解決

上記以外の債権取立て

その他

図11 暴力団を利用してもよいと思う場合について (%) 

相手が暴力団を使ってきた場合

正規の手続きでは時間と費用がか
かったり、満足を得られない場合

暴力団からでしか物品・サービス
が受けられない場合

自分に有利に解決する場合

その他

わからない・無回答

どんなときでも暴力団を利用すべ
きでなν

91(4.5) 

11 (0. 5) 

3(0.1) 

12(0.6) 

4(21.1%) 

4 (21.1 %) 

2(10.5%) 

1.800 (88.3) 

'-ーーーー」。 100 2~0 ~f]ヲ。。 1.800 1. 900 

(6) 今後の暴力団対策について(同12~14)

ほとんど全ての市民が、抗争事件発生時の暴力団に対するより強力な取締りと

事務所の使用制限等の措置を望むとともに、暴力問による民事介入関与の禁止と

暴力団を利用する者自体の取締りを望んでいることが明らかになった。

また、暴力団に対する新たな法律を求める者が大部分を占めた。

北法43(5・273)1109
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図12 暴力団の抗争事件発生時の警察への要望(複数回答)

4 暴力団に対する新たな法律
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図13 暴力団の民事介入暴力等に対する園、自治体への要望(複数回答)
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暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

(7)警察・自治体に対する要望・意見(具体的に記載されたものの一部抜粋)

・暴力団は社会の敵と言いながら、その存在を許しているのは矛盾している。
徹底的に取り締まってほしい(静岡県、男性)0 

・善良な市民や企業が安心して日々の生活や企業活動ができるように、関係宵
庁は暴力団に対し積極的に対処してほしい(愛知県、男性)。

暴力団の行動や組織を積極的に阻止できるような方策を検討し、事後的な措

置ではなく事前の措置を講じてほしい(神奈川県、男性)。

巧妙な暴力団の活動を把握して先手先手の対策を講じてほしい(愛知県、男

性)0

・暴力団の収入にはほとんど税金が課されていないようだ。金が暴力開の活動
源なのだから厳しく徴税してほしい(千葉県、男性)。

・実害がなくとも、すごまれるだけで充分不安です。こんな場合の相談機関が
ほしい(京都府、女性)0

・暴力団が安い千円伎の置物を「一万円で協力してくれ」と商応を回りますが、
それを何個も買う庖があるなど岡ったものです。喝強力な取締りを望みます(愛

知県、男性)。

組事務所近くの路上には、いつも暴力開の外車が違法駐車しており、大勢の

暴力団員がたむろしていて大変不安に思っているので、何とかしてほしい(愛

知県、女性)0

・組事務所があるため、通学路にもかかわらず子供は遠まわりをしている(静
岡県、男性)。

定期的に組事務所に立入りができるようなシステムを確立するなどし、これ

以上組事務所を増やさないようにしてほしい(茨城県、男性)。

近くに組事務所があり、けん銃による襲撃事件も起きている。けん銃等の武

器を取り上げる等の徹底した取締りをお願いする(滋賀県、男性)。

・民事事件に暴力同の肩書等を用いて圧力をかけるなど巧妙なやり方を行って
いると思われるので、これにも対処してもらいたい(茨城県、男性)。

・暴力f.tlのはびこる原凶は、暴力同を利用する一般人にも問題があると思うの
で、債権取立て等、一般人が暴力同等を利用して問題の解決を[:;(1ろうとするこ

とを禁止、処罰するべきだと思う(福岡県、男性)。

暴力向追放県民会議の活動について暴力同に圧力を与えるような具体的活動

を望む(滋賀県、男性)。

暴力団の予備軍を作るような社会情勢をなくす対策も考えてほしい。学校、

社会からドロソプ・アウトする若者を如何になくしていくかも大切(大阪府、

男性)。

取締りの強化と暴力問員の更生にも力を尽くすべきだ(茨城県、男性)。

現在の法律の範関内では、暴力団に対する取締りが十分とは言えないので、

新たな法律を作るなどの法的措置が必要と思う(北海道、男性)。

暴力団に対する刑罰が軽いf。被害者が納得できない。もっと厳罰を科すべき

だ(福岡県、男性)。

北法43(5・275)1111 
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資料3-4
暴力団事務所建物所有者に対するアンケー卜調査

1 調査対象

平成2年10月から11月にかけ、警察庁が福島、埼玉、千葉、神奈川、広島、香川

の6県に所在する暴力団事務所となっている建物の所有者100名に対して、以下の

要領でアンケート調査を実施した。

(1)所有者の性別 (2)所有者の年齢別

20 - 29歳

30 -39歳 10名

40 -49歳

50 - 59歳 27名

60 - 69歳 28名

70歳以上 10名 l

百十 竺?竺|
2 調査結果

(3) 建物の形態

マンション・アパート

貸事務所・応舗

一戸建て住宅

雑同ピル

(1) 建物(部屋)が暴力団事務所となった経緯について

事務所撤去住民運動の広がりと活発化の中で、暴力同であることを秘医して賃

貸契約を結ぶといった傾向が強く、暴力向の巧妙さが窺える。

偶人用住宅と Lて個人に貸Lたが、匁lらをい問に暴力rHの事務所となっていた 78 

暴力団であるとわかっていたが、家賃さえキチンと収めてくれればよいと思って貸した 6 

暴力団であるとわかっていたが、知っている人で義理もあり断りきれなく貸した 4 

貸賃借契約は結んでおらず、不法に占拠された 2 

その他 10 

ノ口う、 詰十 100 

(2) 建物(部屋)が暴力団事務所になっていることで受ける被:どについて(複数回

答)

建物所有者の75%が、対立抗争事件の際に自分や近所の人に危tiJ.が及ぱなし叶、

不安に思うなど、事務所の存在で何らかの被害を受けたり危倶を持っている。

対立抗争事件が発生した場合、自分や近所の人に危害が及ばないか不安である 68(25.1) 

事務所があることで他の剖l尾の借り手がいなかった旬、地価等の評価に影響する 4506.6) 

近所の人から苦情を受ける 39(14.4) 

対立抗争事件が発生した場合、けん銃を撃ち込まれたりして建物が壊される 36(13.3) 

勝手に建物(部民)を増改築される 24( 8.9) 

家賃を支払ってくれない 15( 5.5) 

建物を他に運用したいが、不法に占拠され自分の物であるのに利益が得られない 14 ( 5.2) 

その他の被害 5 ( 1.8) 

被害は受けていをい 2S( 9.2) 

/口、 計 271 (J∞%) 
L一 一一一一一一一一一一一一一一一

北法43(5・276)1112 



暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

(3) 被害を受けた場合の対応について

建物所有者の66%が、訴訟費用の援助、警察の保護等の条件が揃えば訴訟提起

して暴力団と戦う着、思を持っている。

訴訟費用の援助、警察の保護などがあれば訴訟まで従起する 39 

権利の侵害を受けているのですぐにでも弁護士を依頼して訴訟提起しようと思う 17 

住民運動と連携Lて訴訟まで提起する 10 

暴力団からいつ危害を受けるかわからないので、黙っておく 7 

訴訟手続きがよくわからないので訴訟提起まではしない 7 

訴訟提起しても時間がかかるので訴訟提起まではしない

その他 19 

ノロ、 言十 1∞ 

(4) 入居している暴力団が対立抗争事件を起こした場合、警察に要望する措置につ

いて(複数回答)

対立抗争事件が発生した場合には、事務所を使用できないような措置、付近の

一定地域の立入禁止措置、警察官の警戒を強く要望している。

暴力団の組事務所付近を警察'目1こ警戒させて欲しい 49 (25.8) 

攻撃目標となる事務所付近の一定地域に暴力団が立ち入れないよう Lて欲Lい 44 (23.2) 

攻撃の拠点や目標となる事務所を抗争が終わるまで使えないようにして欲Lい 40(21.0) 

対立抗争を起こ Lた暴力団組織そのものを法律で認めないニとにして欲Lい 26 (13. 7) 

暴力団はけん銃等の武器を使い危険であるので、武器を取り上げて欲Lい 22 (11.6) 

暴力団I"J土の抗争があっても自分には関心がなくわからない 7 ( 3.7) 

特別な措置は必要ない 2 ( 1.0) 

J口、 百十 190 (1∞%) 

(5) 意見欄

O 組織そのものの根絶と、組員が事件を起こした場合の罰をもっと重くして欲
しいと思います。

O 暴力団と知って契約する者はいないと思います。又貸しを含め策時をもって
行動する彼等に対し、民事を含め強力な法的改正を断行していただきたい。気

軽に相談しやすい機関のPRも必要。
O 暴力団に対する刑罰が軽すぎると思う。暴力団そのものがいなくなることが
望ましいが、それも無理でしょう。事件を起こした者は立ち上がれないように

して欲しいと思います。

O 個人や企業等が暴力団を利用する場合があるので、個人や企業等に対して啓
蒙運動を助成して欲しい。

O 警祭の取締りを強化し、地域住民と協力し、どんな小さな事でも取り上げて
地域住民の意見を開いて根気よく暴力団を追放していく姿勢を貫いて欲しい。

O 後の報復がないように保護を続けて欲しい。

北I去43(5・277)1113 
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O 暴力団事務所を法的に認めないで欲しい。
O 暴力団事務所撤去後の入居斡旋等のパックアップ又は保証カ呼号られるのであ
れば撤去に全面的に協力する。

O 個人的には暴力団が怖くてたまりません。脅祭での徹底した取締りを望みま
す。

O 訴訟中及びその後の生活を守って貰いたいと思います。
O 仮処分申請に対する決定をもっと早く出して欲しい。
O 事務所の隣に当社の支応があり大変不安です。警察官の立寄り、情報交換を
お願いしたい。

O 暴力団に入り込まれた私としては、たとえ 1日でも 1時間でも早く退室して
貰いたいと心から願っている。しかし、現実は訴訟を提起しでもなかなか解決

しません。反社会的な暴力団が超高級乗用車を乗り回し、数百万のアクセサリー

を着け、人並み以上の一流生活をしていられるのは何故か。未来ある背少年に

悪影響を及ぼし、ありとあらゆる犯罪の温床となっていることは周知のとおり

である。しかし、最も憎むべきは、暴力団に法律的知恵を授け指導を行う弁獲

士がいることである。せっかく苦労して捕まえた犯人も、警察をP朝笑うかのよ

うに微罪で放免され、のさばっている彼等を見ると、日本の法律は奴等のため

にあるのではないかと思われてならない。何の力も持たない蕎良な市民をとう

か暴力団や悪徳弁護士から守ってください。助けて下さい。

O 連絡網をはっきりとして、いつでも警察に連絡出来るようにしてJJiきたい。

O 暴力団と判っただけでも罰則を強化、厳罰を旨とし、暴力同を規制する法律
の成文化を急ぐべきである。

O 民間や市町村の中に暴力団を排除する強い組織を作って活動して欲しい。

北法43(5・278)1114 



暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

資料3-5

暴力団員に対する面接間査

1 調査の概要

警察庁が、平成2年9月から10月にかけ、警視庁及び主要道府県警察(北海道、

埼玉、千葉、神奈川、静岡、岐阜、愛知、京都、大阪、兵庫、広島、福岡)に依頼

し、逮捕勾留中の被疑者453名を対象に面接調査を実施した。方法については、当

該被疑者の取調担当官を当たらせて調査項目表に記入することとし、通常の取調べ

で不十分な部分については、当該被疑者に質問のうえ補充させることとした。集計1

については、被疑者が自己に不利益な内容にわたる場合等で質問に応じない場合(回!

答拒否)は「その他」に含めている o

2 集計結果及びその分析

(1)調査の対象となった暴力団員について(表 1-4) 

表1 所属組織の系統

表3 警察に逮捕された理由(犯罪)

凶悪犯 5.5% ( 25) 

恐喝 26.3% (119) 

恐喝以外の粗暴犯 41.0% (186) 

薬物事犯 17.0% ( 77l 
銃万法違反 4.9% ( 22) 

その他 5.3% ( 24) 

総 計 100% (453) 

(2) 暴力団への加入状況

について(表5-7) 

心身ともに未成熟な

未成年者が暴力団に引

き込まれている状況が

窺われる。

~t法43(5 ・ 279) 1115 

表4 過去の逮捕歴

回 数 割 必E3》、

。回 11.9% ( 54) 
1 回 13.7% ( 62) 

2 回 12.6% ( 57) 

3 回 10.2% ( 46) 

4 回 8.8% ( 40) 

5 回 6.8% ( 31) 

6-10回 20.5% ( 93) 

11-15回 10.4% ( 47) 

16回以上 5.1 % ( 23) 

総 数 100% (453) 

表5 鯛査対象者の年齢構成、暴力団員との交際

開始時年齢及び暴力団への加入時年齢

年 齢 交際開始時 加入時年紛

(全体) (全体) (全体)

20歳未満 2.4% ( 11) 45.7% (207) 31.1% (141) 
20-24歳 20.5%( 93) 27.8% (126) 35.8% (1臼)

25-29歳 20.1%( 91) 12.6% ( 57) 14.3% ( 65) 

30-34歳 11. 5% ( 52) 7.1% ( 32) 7.3% ( 33) 

35-39歳 13.7% ( 62) 2.9% ( 13) 5.5% ( 25) 

40-44歳 14.6% ( 66) 2.2% ( 10) 2.9% ( 13) 

45-49歳 11.3% ( 51) 0.4% ( 2) 0.9% ( 4) 

50歳以上 5.9% ( 27) 一( 0) 0叫( 2) 

不 明 ( 0) 1.3%( 6) 1.8%( 8) 

総 言十 100% (453) 100% (453) 100% (4悶



資料

表6 .力団への加入の直接のきっかけ 表7 暴力団に入った印に何をしたか

組の人間の勧誘で

知人の勧誘(紹介等)で

事務所に出入りするうちに

不良グループの先輩等のスカウト

暴走族の先輩等のスカウト

その他・不明

総 数

38.2% (173) 

27.6% (125) 

17.2%( 78) 

9.9% ( 45) 

5.3% ( 24) 

10.4% ( 47) 

100% (453) 

(複数回答)

事務所に名札を出Lた I 57.2% (259) 
バッジを貰った I 54.7% (248) 
盃を交わす等の契りを結ぶ 137.5% (170) 

名刺を刷ってもらった 1 35.8% (162) 

上部団体に報告がいった 127.6% (125) 

組の名前入りの服をもらった I15.7% ( 71) 
その他・不明 I 5.1 % ( 23) 

(3) 暴力団員としての活動状況等について(悶 l、表8-10) 

暴力団員としての活動状況、生活状況についての回答は、以下のとおりである。

図1 暴力団員の経験した活動(経験あるもの全て回答)

債権取立 159.2%(268) 

みかじめ徴収 145附 (204)

示談立会 137.3%(削

薬物取引 J 31.8%(144) 
賭博 128.3%(128) 

ノミ行為 126.5%は20)

企業回り J 12紛ら6)
ポン引き

その他亡コ9.1制 1)
i i 」。 10 20 30 40 50 60 70 

表8 自分の組が対立抗争に巻き込まれたらどう

するか 「そのf也」の主なもの

体を張って戦い、懲役もやむなし

他の組員が戦えばよい

逃げる

指揮だけとる

その他・不明

総 計

59.8% (271) 

15.2%( 69) 

6.4%(29) 

2.0% ( 9) 

16.6% ( 75) 

100% (453) 

・組のことで懲役に行けば、組で
1日1万円分の積立金を出所時に

貰える。

・行くときは行くが、その場合は
予めまとまった額のお金を組から

受け取ってからでないといやだ。

北法43(5・280)1116 



暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

表9 .島理かけや資金上納に応じる理由 表10 弁謹士の頼み方について

組の看板を背負っている以上当然

出したくはないが、仕方なく

組の発展のために必要だから

組の中で出世したいから

その他・不明

( 2つまで可)

(4) 釈放後の身の振り方について(凶2)

(起訴を仮定)

組がつけてくれる 42.6% (93) 

自分で私選を頼む 23.6% (107) 

回選を頼む 22.1 % (100) 

妻に私選を頼ませる 5.5% (制

その他・不明 6.2% ( 28) 

総 計 100% (453) 

釈放後も暴力向員であり続けると回答した者が全体の65.3%を占めている。

図2 (組内地位男1])釈放後の身の振り方をどうするか

(組内地位不明の者3名を除外し、総数450名)

91.3% 
(42) 圃圏全体
n Cコ組長

rmI幹部

割 80トE 医!]若衆

J工L 70 
% 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

。
暴力団員とし 足を洗って暴 その他

て活動続行 力団をやめる 不明
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暴力団対策上の問題点について

①いわゆる「暴力団J の構成員の反社会的な行為を防止する仕組を考える上で、暴力団を法的にとら

える必要があるが、どのようにとらえるべきか。

②この場合において、他の組織と区別された反社会的な組織を法的に特定するに足りる某準は何か。

資料4-1
いわゆる「暴力団J をどのよ

うに法的に位置付けるべきか。

喜主

属医

暴力団対策上の問題点 現行法上の対応と問題点 対策上参考となりうる法制等

①暴力団員は、組織の暴力的威 。当該行為が恐喝、脅迫、 。恐喝の犯罪行為となることを免れるため、組織 ペ訪問販売等に関する法律第5

カを使用 Lて、各種の取引行為 強要等の犯罪行為に当 の暴力的威力を巧妙に使用Lて利得を図ってい 条の2第2項は、業者が契約

に介在して不当な利益を得てい たる場合にはこれを検 るが、これらの行為は法的に禁止されていない。 を締結させるなどのため、人

る。 挙する。 を威迫して餌惑させる行為を

禁止している。

u被害者が在存する場合、通常は民事上の損害賠 十)また、 I司法第6条は、営業所

償等の制度が機能しうるが、対暴力団の場合、 等以外の場所において指定商

当事者聞における自由・平等な立場での民事的 品等を購入した者は、一定期

な解決を期待できない場合が多い。 関内は一方的に契約の解除等

ができることと Lている。

(いわゆるクーリングオ7制度j

。暴力団員は、干IJ得を図るために、上記のような "独禁法、国民生活安定緊急措 !、民事上の

行為を反復Lて行っていることから、このよう 置法においては、不正に得た 損害賠償

な行為を防止するためには、行為によって得ら 利益を行政措置として国庫に 請求権と

れた不当な利益を保持させないこととしないと 納付を命ずる制度がある。 の関係

効果が十分期待でき~い。

②また、暴力団員は、組織の暴 J資金源犯罪として徹底 。暴力団については、将来IliJ稜の行為が反復して 【、独禁法、国民生活安定緊急措 1、二重処罰

力的威力を背景に縄張を確保し 的に検挙する。 行われないように防止するという視点から不正 置法においては、不正に得た の問題

その地域内における薬物不正取 収益を全部取り上げることが必要であるが、犯 利益を行政措置として国庫に

引、賭博、ノミ行為等の違法営 罪行為により得た物等の没収・追徴は青IJ罰とし 納付を命ずる制度がある。

空宇独占的に支配して!竺。 て必要な場合にのみ科されることとされている。
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暴力団対策上の問題点 現行法上の対応と問題点 対策上参考となりうる法制等

③暴力団員は、組織の暴力的威 つ建設省と連携して建設 。建設業、宅建業においても不十分であるが、{血 "警備業法第3条4号、風適法 t、営業の自

力を背景として、各種の営業に 業、宅建業からの暴力 業種にあっては、暴力団が関与することによっ 第4条第 1項第3号は、業の 由を制限

進出Lているが、その業務を通 団排除を実施している て違法行為が行われやすい業態であっても、暴 欠格要件として「集団的に、 する合理

じて違法行為が行われるおそれ (根拠法) 力団員を事前又は事後に排除することはできな 又は常腎的に暴力的不法行為 性

の強い業穫がある。 建設業法第7条第3号 し、。 その他の罪にあたる違法な行

宅建業法第5条第 1項 。当該業務を通じて行われる違法・不当な行為を 為で国家公安委員会規則で定 。営業の自

第5号 防止する有効な手段がない。 めるものを行うおそれがある 由制限の|

「不正又は不誠実な行 と認めるに足円る相当な理由 限界

為をするおそれが明ら がある者」を排除している。

かな者」

④暴力団は、勢力拡大等のため L暴力団事務所等の周辺 ， ，住民の安全確保のため、事手察'日の大最動員によ りどのよう

他の組織と対立抗争を起こし、 の警戒・警備の実施。 る長期の警戒警備以外に手立てはない。 な手法が

銃器の発砲等により、 般市民 つ警職法上の職務質問、 考えられ

生活の平穏と安全を脅かしてい 警告、市IJ止等を行って るか

る。 いる。

⑤暴力団事務所の看板等や義理 円警告・指導・道交法上 ， ，義理かけ行事等に際して実施する道交法上の規 "風適法第16条は、風俗営業者 l、規制の合

かけ行事は、地域住民に不安感 の規制等。 制は、道路交通の安全と円滑の確保の観点から に対して、営業所周辺におけ 理性

を与えており、また、少年を強 なされるものである。 る清浄な風俗環境を害するお 1規制の限

制的に加入勧誘するなどによ旬、 ぞれのある方法での広行又は 界

構成員の確保と組織の拡大を図 宣伝を規制している。

っている。 つ児童福祉法第34条違反 。暴力団員による20歳未満の少年の加入勧誘を阻 ， ，いわゆる迷惑防止条例では、

(有害支配等)により 止L、少年を保護する必要があるが、現行11、上 公共の場所等において、多数

検挙する。 有効な手段がなく、また、児福i1の保護対象は、 でうろつき、いいがかりをつ

18歳未満の者となっている。 け、すごむ等不安を覚えさせ

るような言動をすることを禁

止Lている。
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暴
力
団
対
策
に
関
す
る
法
規
制
の
考
え
方
(
案
)

1 

暴
力
的
組
織
の
指
定

川
暴
力
的
組
織
の
指
定

公
安
委
員
会
は
、
ァ
又
は
イ
に
該
当
す
る
組
織
を
、
そ
の
組
織
を

構
成
す
る
者
が
集
団
的
に
又
は
常
習
的
に
暴
力
的
不
法
行
為
を
行
う

こ
と
を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
組
織
(
以
下
「
暴

力
的
組
織
」
と
い
う
。
)
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

す
る
。
〈
聴
聞
〉

ア
次
の
聞
か
ら
同
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
組
織

同
名
目
上
の
目
的
い
か
ん
を
間
わ
ず
、
そ
の
組
織
を
構
成
す
る

者
が
そ
の
組
織
の
暴
力
的
威
力
(
以
下
「
威
力
」
と
い
う
。
)

又
は
集
団
の
威
力
を
利
用
し
て
そ
の
生
活
又
は
営
利
の
た
め
の

資
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
当
該
組
織
の

威
力
の
維
持
・
増
大
を
図
る
こ
と
を
実
質
上
の
目
的
と
す
る
こ

ト』。

間
そ
の
組
織
の
主
要
な
構
成
員
又
は
全
構
成
員
の
相
当
数
の
者

が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

川
暴
力
的
不
法
行
為
等
(
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に

当
た
る
違
法
な
行
為
で
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も

の
(
破
壊
活
動
防
止
法
第
4
条
に
規
定
す
る
暴
力
主
義
的
破

壊
活
動
に
該
当
す
る
行
為
を
除
く
。
)
及
び
こ
の
法
律
の
規

定
に
違
反
す
る
行
為
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
を
し
た
日
か

ら
起
算
し
て
一
定
の
期
間
を
経
過
し
な
い
者

川
暴
力
的
不
法
行
為
等
を
し
て
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か

ら
起
算
し
て
一
定
の
期
間
を
経
過
し
な
い
者

同
階
層
型
の
組
織
で
あ
る
こ
と
。

イ
そ
の
組
織
を
構
成
す
る
組
織
の
相
当
数
が
問
か
ら
同
ま
で
に
掲

げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
も
の
又
は
そ
の
組
織
の
構
成

員
の
相
当
数
が
聞
か
ら
同
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
組
織

の
長
若
し
く
は
主
要
な
構
成
員
で
あ
る
も
の

凶
暴
力
的
組
織
審
査
専
門
委
員

公
安
委
員
会
は
、
暴
力
的
組
織
の
指
定
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、

暴
力
的
組
織
審
査
専
門
委
員
の
意
見
を
聴
く
こ
と
と
す
る
。

ntυ 

止
口
一
不

公
安
委
員
会
は
、
暴
力
的
組
織
の
指
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
そ
の

旨
を
官
報
に
告
示
す
る
こ
と
と
す
る
。
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不
法
利
得
行
為
の
防
止

川
不
当
利
得
行
為
の
禁
止

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
そ
の
暴
力
的
組
織
の
威
力
を
示
し
、
又

は
二
人
以
上
共
同
し
て
人
を
威
迫
し
、
若
し
く
は
人
の
私
生
活
若
し

く
は
業
務
の
平
穏
を
害
す
る
よ
う
な
言
動
を
行
っ
て
、
物
品
購
買
、

金
口
問
贈
与
等
の
要
求
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
。

凶
命
令
行
為
の
禁
止

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
他
の
構
成
員
に
対
し
、
山
の
違
反
行
為

を
す
る
こ
と
を
命
じ
、
又
は
教
唆
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。

n
ペ
u

暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

利
用
行
為
の
禁
止

山
の
違
反
行
為
を
依
頼
す
る
等
の
行
為
を
禁
止
す
る
。

不
法
利
得
行
為
等
に
対
す
る
措
置

公
安
委
員
会
は
、
川
か
ら
間
ま
で
の
違
反
行
為
を
行
っ
た
者
に
対

し
、
当
該
違
反
行
為
の
中
止
そ
の
他
当
該
違
反
行
為
の
是
正
に
必
要

な
措
置
及
び
そ
の
一
再
発
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き

こ
と
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。
〈
罰
則
〉

併
せ
て
、
公
安
委
員
会
は
、
聞
の
契
約
の
申
込
み
の
撤
回
等
の
権

利
に
つ
い
て
告
知
す
る
こ
と
と
す
る
。

F

、υ
(4) 

契
約
の
申
込
み
の
撤
回
等

川
の
違
反
行
為
に
係
る
契
約
又
は
そ
の
申
込
み
の
相
手
方
は
、
当

該
川
の
違
反
行
為
を
行
っ
た
者
又
は
そ
の
違
反
行
為
に
係
る
聞
の
違

反
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
、
公
安
委
員
会
か
ら
の
告
知
を
受
け

て
か
ら
一
定
期
間
が
経
過
し
た
場
合
等
の
一
定
の
除
外
事
由
に
該
当

す
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
契
約
の
申
込
み
の
撤
回
又
は
解
除
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

3 

不
正
収
益
の
は
く
奪

川
不
法
利
得
行
為
に
よ
る
不
正
利
益
金
の
納
付
命
令

公
安
委
員
会
は
、

2
山
の
違
反
行
為
を
行
っ
た
暴
力
的
組
織
の
構

成
員
が
財
産
上
不
正
の
利
益
を
得
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
当

該
不
正
の
利
益
に
相
当
す
る
額
の
不
正
利
益
金
の
納
付
を
命
じ
る
こ

と
と
す
る
。
〈
聴
聞
〉

凶
営
利
犯
罪
に
よ
る
不
正
利
益
金
の
納
付
命
令

公
安
委
員
会
は
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
暴
力
的
不
法
行
為
等

の
う
ち
専
ら
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
営
利
目
的
で
行
う
と
認
め
ら

れ
る
犯
罪
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
[
注
賭

場
開
帳
、
ノ
ミ
行
為
、
覚
せ
い
剤
の
営
利
目
的
譲
渡
等
]
か
ら
不
正

の
利
益
を
得
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
当
該
不
正
の
利
益
に
相

当
す
る
額
の
不
正
利
益
金
の
納
付
を
命
じ
る
こ
と
と
す
る
。
〈
聴
聞
〉

北法43(5・285)1121 
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(3) 

実
質
享
受
者
に
対
す
る
納
付
命
令

公
安
委
員
会
は
、

2
山
の
違
反
行
為
又
は
山
の
犯
罪
を
行
っ
た
暴

力
的
組
織
の
構
成
員
以
外
の
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
情
を
知
っ
て

そ
の
不
正
の
利
益
の
全
部
又
は
一
部
を
収
受
し
た
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
不
正
の
利
益
を
享
受
す
る
限
度
に
お
い
て
、

当
該
不
正
の
利
益
に
相
当
す
る
額
の
不
正
利
益
金
の
納
付
を
命
じ
る

こ
と
と
す
る
。
〈
聴
聞
〉

資

4

一
定
の
営
業
か
ら
の
排
除

山
指
定
営
業
を
営
む
こ
と
の
禁
止

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
又
は
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
に
よ
っ
て
実

質
的
に
支
配
さ
れ
て
い
る
法
人
若
し
く
は
個
人
は
、
当
該
業
務
を
通

じ
て
相
当
程
度
暴
力
的
不
法
行
為
等
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
こ
れ
ら

の
行
為
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
国
家
公
安
委
員
会
規

則
で
定
め
る
業
務
{
注
金
銭
貸
付
け
、
債
権
取
立
て
、
不
動
産
取

引
、
地
上
げ
、
土
木
建
築
請
負
等
]
を
行
う
営
業
(
他
の
法
律
の
規

定
で
規
制
の
目
的
が
図
ら
れ
る
営
業
(
以
下
「
特
定
営
業
」
と
い
う
。
)

を
除
く
。
以
下
「
指
定
営
業
」
と
い
う
。
)
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い

こ
と
と
す
る
。

ヮ“

指
定
営
業
者
に
対
す
る
指
示
等
の
処
分

公
安
委
員
会
は
、
指
定
営
業
を
営
む
者
が
、
当
該
指
定
営
業
に
関

し、

2
聞
の
禁
止
又
は

2
凶
の
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
指
定
営
業
に
関
し
て
暴
力
的
不
法
行
為
等
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
指
定
営
業
を
営
む
者
に
対
し
、
指

示
等
の
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
山
に
規
定
す
る
者

が
山
の
禁
止
規
定
に
違
反
し
て
指
定
営
業
を
営
ん
で
い
る
と
き
は
、

そ
の
者
に
対
し
、
営
業
の
廃
止
等
の
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
さ
る
こ

と
と
す
る
。
〈
聴
聞
〉
〈
罰
則
〉

ω
所
管
行
政
庁
と
の
関
係

公
安
委
員
会
は
、
山
に
規
定
す
る
者
が
特
定
営
業
を
営
ん
で
い
る

と
き
、
又
は
特
定
営
業
を
営
む
者
が

2
附
の
禁
止
又
は

2
凶
の
命
令

に
違
反
し
た
場
合
に
お
い
て
当
該
特
定
営
業
に
関
し
て
暴
力
的
不
法

行
為
等
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
特
定
営
業

に
係
る
許
可
、
業
務
改
善
命
令
等
の
処
分
の
運
用
に
関
し
、
所
管
行

政
庁
に
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
す
る
。

北法43(5・286)1122 

5

暴
力
的
威
力
の
維
持
・
増
大
行
為
の
規
制

山
名
称
等
の
広
告
の
禁
止

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
暴
力
的
組
織
の
事
務
所
に
、
当
該
暴
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力
的
組
織
の
名
称
等
を
記
載
し
た
看
板
を
掲
示
し
、
そ
の
他
当
該
暴

力
的
組
織
の
名
称
を
広
告
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。

問
事
務
所
に
係
る
禁
止
行
為

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
暴
力
的
組
織
の
事
務
所
に
お
い
て
、

人
に
暴
力
的
組
織
の
威
力
を
示
し
、
そ
の
他
人
を
威
迫
す
る
一
言
動
を

行
い
、
強
い
て
自
己
の
要
求
に
応
ず
べ
き
こ
と
を
迫
る
こ
と
、
暴
力

的
威
力
を
示
す
物
品
を
置
く
こ
と
等
を
禁
止
す
る
。

ま
た
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
暴
力
的
組
織
の
事
務
所
に
少

年
を
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。

さ
ら
に
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
暴
力
的
組
織
の
事
務
所
の

周
辺
の
場
所
に
お
い
て
、
通
行
人
等
の
公
衆
に
不
安
又
は
困
惑
を
覚

え
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
で
う
ろ
っ
き
、
又
は
た
む
ろ
す
る
こ
と
等
を

禁
止
す
る
。

ω
組
織
の
行
事
に
係
る
禁
止
行
為

暴
力
的
組
織
が
当
該
暴
力
的
組
織
の
活
動
と
し
て
行
う
行
事
[
注

組
葬
、
放
免
祝
等
の
「
義
理
か
け
行
事
」
]
に
際
し
、
暴
力
的
組
織

の
構
成
員
が
、
人
に
暴
力
的
組
織
の
威
力
を
示
し
、
又
は
二
人
以
上

共
同
し
て
人
を
威
迫
し
、
若
し
く
は
人
の
私
生
活
若
し
く
は
業
務
の

平
穏
を
害
す
る
よ
う
な
言
動
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
。

川
阿
川
i
聞
の
違
反
に
対
す
る
措
置
命
令

公
安
委
員
会
(
凶
・
間
に
つ
い
て
は
警
察
官
)
は
、
川
か
ら
川
ま

で
の
違
反
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
、
当
該
行
為
の
中
止
そ
の
他
当

該
違
反
行
為
の
是
正
に
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。
〈
緊
急
時
を
除
き
聴
聞
〉
〈
罰
則
〉

間
加
入
の
勧
誘
等
に
お
け
る
禁
止
行
為

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
人
を
暴
力
的
組
織
に
加
入
さ
せ
、
加

入
す
る
よ
う
勧
誘
し
、
暴
力
的
組
織
の
活
動
に
従
事
さ
せ
、
又
は
暴

力
的
組
織
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
を
妨
害
す
る
た
め
、
人
に
暴
力
的
組

織
の
威
力
を
示
し
、
又
は
二
人
以
上
共
同
し
て
人
を
威
迫
し
て
困
惑

さ
せ
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
少
年
を
暴
力
的
組
織
に

加
入
さ
せ
、
加
入
す
る
よ
う
勧
誘
し
、
暴
力
的
組
織
の
活
動
に
従
事

さ
せ
、
又
は
暴
力
的
組
織
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
を
妨
害
す
る
こ
と
を

禁
止
す
る
。
〈
罰
則
〉

6

事
務
所
の
使
用
制
限

川
事
務
所
の
使
用
禁
止
命
令

公
安
委
員
会
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
暴
力
的

組
織
の
事
務
所
の
管
理
者
に
対
し
、
当
該
事
務
所
の
一
定
期
間
の
使

用
禁
止
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。
〈
緊
急
時
を
除
き

北法43(5・287)1123 
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聴
聞
〉
〈
罰
則
〉

ア
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が

5
聞
の
違
反
行
為
に
係
る

5
凶
の
措

置
命
令
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
と
き
。

イ
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
に
よ
り
他
の
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
に

対
し
て
暴
力
が
行
使
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
に
起
因
し
て

資

暴
力
的
組
織
の
相
互
間
に
凶
器
に
よ
る
対
立
抗
争
が
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

(2) 

事
務
所
の
封
鎖
等
の
措
置

公
安
委
員
会
は
、
暴
力
的
組
織
の
事
務
所
が
山
の
命
令
(
対
立
抗

争
時
の
命
令
に
限
る
。
)
に
違
反
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
認
め
る

と
き
は
、
当
該
事
務
所
に
つ
い
て
封
鎖
そ
の
他
そ
の
用
に
供
さ
せ
な

い
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

資
料

4
1
3

「
暴
力
団
」
対
策
に
関
す
る
法
律
案
の
考
え
方
の
骨
子

(
平
成
三
年
二
月
六
日
・
警
察
庁
刑
事
局
)

2 「趣
毒勇吉
身回目
仕組的
内織]
」

財
産の
/.-構

詩書

Z号
被す
量三 つ
支暴
はノJ
図的
民不
の法
平行
穏帯
な等
生に
i舌よ
のる
侵国
害民

等
を
防
止
す
る
た
め
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
の
活
動
に
つ
い
て
必
要
な

規
制
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
に
よ
り
、
国
民
生
活
の
安
全
と
平
穏
の
確
保

北法43(5・288)1124 

を
図
る
こ
と
と
す
る
。

[
構
成
]

規
制
対
象
と
な
る
人
の
範
囲
を
画
す
る
た
め
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

い
わ
ゆ
る
暴
力
団
を
「
暴
力
的
組
織
」
と
し
て
指
定
し
、
指
定
さ
れ
た
団

体
な
い
し
組
織
の
構
成
員
の
一
定
の
反
社
会
的
行
為
(
資
金
獲
得
活
動
、

組
織
の
暴
力
的
威
力
の
維
持
・
増
大
活
動
、
対
立
抗
争
等
)
に
つ
い
て
規

制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

容
]
暴
力
的
組
織
の
指
定

判
指
定
の
要
件

公
安
委
員
会
は
、
次
の
ア
か
ら
ウ
ま
で
の
よ
う
な
要
件
に
該
当
す
る
組

織
を
、
そ
の
構
成
員
が
集
団
的
に
又
は
常
習
的
に
暴
力
的
不
法
行
為
等
を

行
う
こ
と
を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
組
織
(
以
下
「
暴
力
的
組
織
」
と

い
う
。
)
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
さ
る
こ
と
と
す
る
。

ア
そ
の
構
成
員
が
そ
の
組
織
の
暴
力
的
威
力
(
以
下
「
威
力
」
と
い
う
。
)

を
利
用
し
て
そ
の
生
活
又
は
営
利
の
た
め
の
資
金
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
当
該
組
織
の
威
力
を
相
互
に
利
用
し
、
又
は
そ

の
威
力
の
維
持
・
増
大
を
図
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

内
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そ
の
構
成
員
の
相
当
数
の
者
が
二
疋
期
間
内
に
犯
し
た
暴
力
的
不
法

行
為
等
(
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
違
法
な
行
為
で
法

令
で
定
め
る
も
の
)
の
前
歴
を
有
す
る
こ
と
。

ウ
階
層
型
の
組
織
で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
い
わ
ゆ
る
広
域
暴
力
団
の
よ
う
に
多
く
の
傘
下
団
体
を
有
す
る

包
括
的
組
織
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
組
織
を
構
成
す
る
単
位
組
織
の
相
当
数

が
ア
か
ら
ウ
ま
で
の
よ
う
な
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
指
定
の
対
象

と
す
る
暴
力
的
組
織
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

口
指
定
の
手
続

公
安
委
員
会
は
、
暴
力
的
組
織
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
に
聴
聞

を
行
う
と
と
も
に
、
何
ら
か
の
形
で
学
識
経
験
者
等
の
第
三
者
の
意
見
を

聴
く
な
ど
第
三
者
が
関
与
す
る
仕
組
を
整
備
す
る
。

イ

臼

公

示

等

公
安
委
員
会
は
、
暴
力
的
組
織
の
指
定
を
行
っ
た
と
き
、
そ
の
旨
を
相

手
方
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
公
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
指
定
に
つ
い
て
は
、
不
服
申
立
、
裁
判
所
へ
の
出
訴
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

不
法
利
得
行
為
の
防
止

付
不
法
利
得
行
為
の
禁
止

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
そ
の
暴
力
的
組
織
の
威
力
を
示
し
、
又
は

二
人
以
上
共
同
し
て
人
を
威
迫
し
、
若
し
く
は
人
の
私
生
活
・
業
務
の
平

穏
を
害
す
る
よ
う
な
一
言
動
を
行
っ
て
、
物
品
購
買
、
金
品
贈
与
等
の
要
求

を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
と
す
る
。

口
利
用
行
為
等
の
禁
止

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
に
付
の
違
反
行
為
を
依
頼
す
る
等
の
行
為
を
禁

止
す
る
こ
と
と
す
る
。

臼
不
法
利
得
行
為
等
に
対
す
る
措
置

公
安
委
員
会
は
、
付
又
は
口
の
違
反
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
、
当
該

違
反
行
為
の
中
止
又
は
そ
の
再
発
防
止
の
た
め
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き

こ
と
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。
〈
罰
則
〉

剛
被
害
回
復
措
置

付
の
違
反
行
為
の
被
害
者
の
被
害
回
復
の
促
進
を
図
る
た
め
、
被
害
回

復
に
係
る
勧
告
等
の
仕
組
を
整
備
す
る
こ
と
と
す
る
。

三
不
正
収
益
の
は
く
奪

付
違
反
行
為
か
ら
の
不
正
収
益
の
は
く
奪

二
付
の
違
反
行
為
又
は
暴
力
的
不
法
行
為
等
の
う
ち
専
ら
暴
力
的
組
織

の
構
成
員
が
営
利
目
的
で
行
う
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
法
令
で
定
め

る
犯
罪
{
注
賭
場
開
帳
、
ノ
ミ
行
為
等
]
を
行
っ
た
暴
力
的
組
織
の
構

成
員
が
、
当
該
行
為
か
ら
不
正
の
利
益
を
得
た
と
き
は
、
そ
の
者
か
ら
、

公
安
委
員
会
が
当
該
不
正
の
利
益
に
相
当
す
る
額
の
不
正
収
益
を
は
く
奪
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帯十

す
る
仕
組
を
整
備
す
る
。

な
お
、
二
ハ
門
の
違
反
行
為
に
係
る
不
正
収
益
の
は
く
奪
に
つ
い
て
は
、

被
害
者
に
被
害
回
復
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
行
わ
な
い
な
ど
被
害
者

の
被
害
回
復
の
促
進
に
配
意
し
た
仕
組
と
す
る
。

口
実
質
享
受
者
か
ら
の
不
正
収
益
の
は
く
奪

二
付
の
違
反
行
為
等
を
行
っ
た
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
以
外
の
暴
力
的

組
織
の
構
成
員
が
、
そ
の
不
正
の
利
益
の
全
部
又
は
一
部
を
収
受
し
た
と

き
は
、
そ
の
者
か
ら
、
公
安
委
員
会
が
当
該
不
正
の
利
益
に
相
当
す
る
額

の
不
正
収
益
に
つ
い
て
も
は
く
奪
す
る
仕
組
を
整
備
す
る
。

四
一
定
の
営
業
か
ら
の
排
除

ハ
門
指
定
営
業
を
営
む
こ
と
の
禁
止

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
は
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
に
よ
っ
て
当
該
業

務
を
通
じ
て
相
当
程
度
暴
力
的
不
法
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
こ
れ
ら

の
行
為
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
法
令
で
定
め
る
業
務
[
注
金

銭
貸
付
け
、
債
権
取
立
て
、
不
動
産
取
引
、
地
上
げ
、
土
木
建
築
請
負
等
]

を
行
う
営
業
(
以
下
「
指
定
営
業
」
と
い
う
。
)
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い

こ
と
と
す
る
。

資

口
指
定
営
業
者
に
対
す
る
指
示
等
の
処
分

公
安
委
員
会
は
、
指
定
営
業
を
営
む
者
が
、
当
該
指
定
営
業
に
関
し
、

二
口
の
禁
止
又
は
二
日
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、

指
示
等
の
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
暴
力
的
組
織
の
構
成

員
が
指
定
営
業
を
営
ん
で
い
る
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
営
業
の
廃
止

等
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。
〈
罰
則
〉

日
特
定
営
業
に
関
す
る
所
管
行
政
庁
へ
の
要
請

公
安
委
員
会
は
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
り

こ
の
立
法
の
規
制
の
目
的
が
図
ら
れ
て
い
る
営
業
(
以
下
「
特
定
営
業
」

と
い
う
。
)
を
営
ん
で
い
る
と
き
、
又
は
特
定
営
業
を
営
む
者
が
二
口
の

禁
止
又
は
二
日
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
所
管
行
政
庁
に
対
し
、
当

該
特
定
営
業
に
係
る
許
可
、
業
務
改
善
命
令
等
の
処
分
の
運
用
に
関
し
、

必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す

ヲ
心
。
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五
暴
力
的
威
力
の
維
持
，
増
大
行
為
の
規
制

付
事
務
所
の
名
称
等
の
看
板
の
規
制

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
暴
力
的
組
織
の
事
務
所
(
以
下
「
事
務
所
」

と
い
う
。
)
に
、
当
該
暴
力
的
組
織
の
名
称
・
紋
章
を
記
載
し
た
看
板
で

あ
っ
て
、
住
民
に
不
安
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
威
力
を
誇
示
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
も
の
を
掲
出
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
と
す
る
。

口
事
務
所
に
係
る
禁
止
行
為

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
事
務
所
に
お
い
て
、
暴
力
的
組
織
の
威
力

を
示
す
な
ど
人
を
威
迫
す
る
言
動
を
行
い
、
強
い
て
自
己
の
要
求
に
応
ず



べ
き
こ
と
を
迫
る
こ
と
、
暴
力
的
威
力
を
示
す
物
品
を
置
く
こ
と
等
を
禁一

止
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
事
務
所
に
少
年
を
立
ち
入
ら
せ
る

こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
と
す
る
。

暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

さ
ら
に
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
事
務
所
の
周
辺
の
場
所
に
お
い
て
、

通
行
人
等
の
公
衆
に
不
安
・
迷
惑
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
行
為
を
禁
止
す

る
こ
と
と
す
る
。

臼
組
織
の
行
事
に
係
る
禁
止
行
為

暴
力
的
組
織
が
そ
の
組
織
の
活
動
と
し
て
行
う
行
事
[
注
組
葬
、
放

免
祝
等
の
い
わ
ゆ
る
「
義
理
か
け
行
事
」
]
に
際
し
、
暴
力
的
組
織
の
構

成
員
が
、
公
衆
に
不
安
・
迷
惑
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
行
為
を
禁
止
す
る

こ
と
と
す
る
。

四
一
円
i
臼
の
違
反
に
対
す
る
措
置

公
安
委
員
会
は
付
の
違
反
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
、
警
察
官
は
口
又

は
臼
の
違
反
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
行
為
の
是
正
に

必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

〈
罰
則
〉
国
少
年
の
加
入
の
勧
誘
等
に
係
る
禁
止
行
為

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
少
年
を
暴
力
的
組
織
に
加
入
さ
せ
、
加
入

す
る
よ
う
勧
誘
し
、
暴
力
的
組
織
の
活
動
に
従
事
さ
せ
、
又
は
暴
力
的
組

織
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
を
妨
害
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
人
を
暴
力
的
組
織
に
加
入
さ
せ
、

加
入
す
る
よ
う
勧
誘
し
、
暴
力
的
組
織
の
活
動
に
従
事
さ
せ
、
又
は
暴
力

的
組
織
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
を
妨
害
す
る
た
め
、
暴
力
的
組
織
の
威
力
を

示
し
、
又
は
二
人
以
上
共
同
し
て
人
を
威
迫
し
て
困
惑
さ
せ
る
こ
と
を
禁

止
す
る
こ
と
と
す
る
。
〈
罰
則
〉

六
事
務
所
の
使
用
制
限

ハ
門
事
務
所
の
使
用
禁
止
命
令

公
安
委
員
会
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
事
務
所
の
管

理
者
等
に
対
し
、
二
定
期
間
、
当
該
事
務
所
の
使
用
を
禁
ず
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
す
る
。
〈
罰
則
〉

ア
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
五
口
の
違
反
行
為
に
係
る
五
四
の
措
置
命

令
に
違
反
し
た
と
き
。

イ
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
に
よ
り
他
の
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
に
対
し

て
暴
力
が
行
使
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
に
起
因
し
て
対
立
抗
争

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

口
事
務
所
の
封
鎖
等
の
措
置

公
安
委
員
会
は
、
事
務
所
が
付
イ
に
係
る
命
令
に
違
反
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
事
務
所
に
つ
い
て
封
鎖
そ
の
他
そ
の
用

に
供
さ
せ
な
い
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
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料

る。

資

被
害
者
救
済
の
た
め
の
民
間
活
動
の
振
興

公
安
委
員
会
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
「
暴
力
団
」
対
策
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
公
益
法
人
を
指
定
し
、
こ
れ
ら
の
法
人
に
、

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
の
行
為
に
係
る
困
り
ご
と
相
談
、
民
事
訴
訟
に
お

け
る
支
援
、
被
害
者
に
対
す
る
見
舞
金
の
支
給
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員

の
組
織
か
ら
の
離
脱
の
援
助
等
の
事
業
を
行
わ
せ
る
こ
と
等
に
よ
り
、
暴

力
的
組
織
の
構
成
員
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
等
の
活
動
の
振
興
を
図
る
た

め
の
仕
組
を
整
備
す
る
こ
と
と
す
る
。

七資
料

4
1
4

平
成
三
年
二
月
六
日

暴
力
団
対
策
に
係
る
立
法
に
つ
い
て
の
意
見

暴
力
団
対
策
研
究
会

本
研
究
会
は
、
警
察
庁
か
ら
暴
力
団
の
構
成
員
に
係
る
反
社
会
的
行
為

と
警
察
の
取
締
活
動
の
実
態
、
取
締
面
か
ら
み
た
現
行
法
制
上
の
問
題
点

等
に
つ
い
て
聴
取
し
、
暴
力
団
対
策
の
た
め
の
新
た
な
法
制
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
た
と
こ
ろ
、
そ
の
検
討
を
踏
ま
え
、
警
察
庁
か
ら
「
「
暴

力
団
」
対
策
に
関
す
る
法
律
案
の
考
え
方
の
骨
子
」
が
示
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
同
骨
子
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
現
下
の
暴
力
団
を
め
ぐ

る
情
勢
に
か
ん
が
み
、
早
急
に
法
制
化
を
進
め
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る

の
で
、
同
骨
子
を
了
承
す
る
こ
と
と
し
、
法
制
化
に
当
た
っ
て
は
、
下
記

の
事
項
に
配
意
す
る
よ
う
に
要
請
す
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
研
究
会
に
お
い
て
は
、
別
紙
の
と
お
り
、
各
種
の
提
案
が
出
さ

れ
た
の
で
、
参
考
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

戸
』
舌
ロ

一
今
回
の
法
制
化
は
、
近
時
に
お
い
て
暴
力
団
に
よ
り
広
範
な
反
社
会

的
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
国
民
の
生
命
、
自
由
、

財
産
等
を
守
る
た
め
に
や
む
を
得
な
い
規
制
措
置
で
あ
る
こ
と
を
基
本
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と
す
る
こ
と
。

一
一
一
の
趣
旨
に
従
っ
て
規
制
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
不
可
欠
な

「
暴
力
的
組
織
」
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
暴
力
団
以
外
の
団
体
(
政
治

団
体
、
宗
教
団
体
等
)
が
指
定
さ
れ
る
と
い
う
誤
解
の
な
い
よ
う
な
明

確
な
法
律
上
の
要
件
と
す
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。

三
暴
力
的
組
織
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
公
正
妥
当
な
判
断
が
で
き
る

よ
う
な
手
続
と
仕
組
と
す
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。
特
に
、
学
識
経
験

者
等
の
第
三
者
の
意
見
聴
取
に
つ
い
て
は
、
審
査
機
関
の
よ
う
な
組
織

の
設
置
、
案
件
ご
と
に
メ
ン
バ
ー
を
選
任
す
る
よ
う
な
方
式
の
採
用
等

を
含
め
て
検
討
を
行
う
こ
と
。



な
お
、
事
前
手
続
よ
り
も
事
後
手
続
を
慎
重
に
行
う
と
い
う
考
え
方

の
も
と
に
暴
力
的
組
織
の
指
定
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
に
際
し
で
も
学

識
経
験
者
等
の
意
見
を
聴
く
仕
組
と
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
、
事
前
事
後
の
手
続
が
相
ま
っ
て
公
正
妥
当
な
判
断
が
で
き

る
仕
組
と
す
る
こ
と
。

四

規
制
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
者
は
暴
力
的
組
織
の
「
構
成
員
」
と
さ

れ
て
い
る
が
、
正
規
の
構
成
員
だ
け
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
準
構
成
員
、

企
業
舎
弟
等
の
暴
力
団
の
周
辺
に
い
る
者
に
つ
い
て
も
法
律
上
可
能
で

あ
る
限
り
「
構
成
員
」
と
同
時
に
規
制
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
。

車
帯

h
M
団
員
を
取
り
締
ま
る
だ
け
で
な
く
、
「
不
法
利
得
行
為
」
に
係

暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

五
る
被
害
者
の
被
害
回
復
そ
の
他
暴
力
団
員
の
反
社
会
的
行
為
に
よ
る
被

害
者
の
救
済
が
効
果
的
に
図
ら
れ
る
仕
組
(
例
え
ば
、
米
国
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
は
く
奪
さ
れ
た
不
正
収
益
を
被
害
者
救
済
の
た
め
の
基
金
に

組
み
入
れ
る
こ
と
。
)
を
確
立
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
被
害
者
の
民
事
上
の
請
求
権
と
の
関
係
を
整
理
す
る
こ
と
。

六
示
談
介
入
行
為
の
よ
う
な
暴
力
団
員
が
典
型
的
に
行
う
反
社
会
的
行

為
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
行
為
の
際
に
営
利
目
的
で
あ
る
と
認
定
で
き

る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
「
不
法
利
得
行
為
」
と
し
て
禁
止
さ
れ
る

行
為
に
含
め
て
規
制
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

不
正
収
益
の
は
く
奪
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
に
留
意
す
る
こ
と
。

七

付
は
く
奪
の
対
象
と
な
る
不
正
収
益
の
範
囲
及
び
算
定
方
法
を
法
律

上
明
確
に
す
る
こ
と
。

口
不
正
収
益
の
は
く
奪
と
刑
事
上
の
没
収
・
追
徴
と
の
関
係
の
考
え

方
を
整
理
し
、
い
わ
ゆ
る
二
重
処
罰
の
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
措
置

す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
営
利
犯
罪
に
係
る
不
正
収
益
の

は
く
奪
に
つ
い
て
は
麻
薬
新
条
約
の
囲
内
実
施
法
で
の
手
当
て
と
の

関
係
に
つ
い
て
も
見
極
め
る
な
ど
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
。

回
行
政
上
の
課
徴
金
と
刑
罰
と
の
関
係
、
例
え
ば
、
独
占
禁
止
法
の

課
徴
金
と
刑
罰
と
の
関
係
の
制
度
及
ぴ
運
用
の
在
り
方
と
の
対
比
に

つ
い
て
整
理
す
る
こ
と
。

四
不
正
収
益
と
税
法
と
の
関
係
を
整
理
す
る
こ
と
。

八
事
業
者
の
暴
力
排
除
意
識
を
高
め
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
す

ヲ
心
、
」
ト
」
。

看
板
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
直
接
禁
止
す
る
方
法
の
ほ
か
に
、
「
事

務
所
に
係
る
禁
止
行
為
」
に
つ
い
て
の
措
置
命
令
又
は
事
務
所
の
使
用

制
限
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
る
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。

一
O

不
法
利
得
行
為
、
事
務
所
に
係
る
処
分
等
に
つ
い
て
は
、
利
害
関

係
あ
る
国
民
は
公
安
委
員
会
に
対
し
、
事
実
関
係
を
報
告
し
適
当
な
措

置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
公
安
委
員

会
は
適
切
な
る
対
応
を
す
べ
き
こ
と
と
す
る
仕
組
と
す
る
こ
と
。

九
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料

立
法
化
が
行
わ
れ
た
場
合
の
新
法
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
警
察

当
局
は
被
害
者
、
弁
護
士
会
等
と
連
携
を
密
に
し
、
不
法
利
得
行
為
に

対
す
る
措
置
命
令
、
事
務
所
の
使
用
禁
止
命
令
等
の
公
安
委
員
会
が
行

う
行
政
処
分
と
被
害
者
が
行
う
民
事
訴
訟
と
が
相
ま
っ
て
被
害
者
の
よ

り
実
質
的
な
救
済
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
配
意
す
る
こ
と
。

一
二
被
害
者
救
済
等
の
事
実
を
行
う
公
益
法
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
設

立
を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
指
定
及
ぴ
指
導
に
当
た
っ

て
は
、
次
の
点
に
留
意
す
る
こ
と
。

ハ
門
類
似
の
目
的
の
民
間
団
体
と
の
役
割
分
担
を
図
り
、
よ
り
効
果
的

に
被
害
者
救
済
等
の
事
実
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

資

口
暴
力
団
組
織
の
構
成
員
の
組
織
か
ら
の
離
脱
の
援
助
等
の
公
益
法

人
の
事
業
が
専
門
的
か
っ
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

臼
国
民
が
公
益
法
人
を
活
用
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
事
業
内

容
を
広
報
し
て
周
知
さ
せ
る
こ
と
。

四
都
道
府
県
ご
と
の
公
益
法
人
の
事
業
の
連
携
と
事
業
内
容
の
向
上

が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
全
国
レ
ベ
ル
に
お
け
る
支
援
方
策

を
検
討
す
る
こ
と
。

一
三
立
法
化
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
新
法
の
運
用
が
効
果
的
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
施
行
事
務
を
処
理
す
る
人
員
、
予
算
等

の
確
保
に
配
慮
す
る
こ
と
。

日Ij
ア

紙〉研
究
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
諸
提
案
の
要
旨

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
の
行
為
に
よ
る
被
害
に
係
る
賠
償
責
任
に
つ

い
て
民
法
の
特
則
た
る
実
体
規
定
を
設
け
る
と
と
も
に
、
公
害
賠
償
裁

定
の
よ
う
な
方
法
で
被
害
者
救
済
を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

北法43(5・294)1130 

イ

不
法
利
得
行
為
の
被
害
者
に
民
法
の
特
則
と
し
て
原
状
回
復
請
求
や

懲
罰
的
賠
償
請
求
を
求
め
る
よ
う
な
仕
組
が
で
き
な
い
か
。

被
害
者
の
損
害
賠
償
請
求
権
等
の
民
事
上
の
権
利
行
使
を
促
進
さ
せ

る
た
め
に
、
被
害
者
が
名
前
を
出
さ
な
い
で
済
む
よ
う
な
制
度
上
の
工

夫
(
例
え
ば
、
代
表
訴
訟
の
よ
う
な
)
が
で
き
な
い
か
。

不
法
利
得
行
為
に
限
ら
ず
、
不
法
行
為
一
般
を
行
っ
た
場
合
に
つ
い

て
、
使
用
者
責
任
の
よ
う
に
、
暴
力
的
組
織
自
体
に
対
す
る
損
害
賠
償

請
求
の
道
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

共
謀
共
同
正
犯
は
立
証
が
難
し
い
の
で
、
組
織
の
下
位
の
人
聞
が
行

っ
た
行
為
に
つ
い
て
何
ら
か
の
方
法
で
上
位
の
人
間
の
責
任
を
追
及
で

き
る
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

事
務
所
の
使
用
禁
止
命
令
の
担
保
措
置
と
し
て
、
執
行
罰
の
よ
う
な

制
度
を
導
入
で
き
な
い
か
。

ウコニオカ



資
料

4
1
5

「
暴
力
団
」
対
策
に
関
す
る
法
律
案
の
基
本
的
考
え
方

平
成
三
年
二
月
警
察
庁
刑
事
局

暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

[
趣
旨
・
目
的
]

「
暴
力
的
組
織
」
の
構
成
員
に
よ
る
国
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
に

対
す
る
侵
害
等
を
防
止
す
る
た
め
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
の
活
動
に

つ
い
て
必
要
な
規
制
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
被
害
者
救
済
等
の
た

め
の
民
間
活
動
を
振
興
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
国
民
生
活
の
安
全
と
平

穏
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

[
内
容
]

一
暴
力
的
組
織
の
指
定

付
指
定
の
要
件

公
安
委
員
会
は
、
次
の
項
目
を
内
容
と
す
る
要
件
に
該
当
す
る
組

織
を
、
そ
の
構
成
員
が
集
団
的
に
又
は
常
習
的
に
暴
力
的
不
法
行
為

等
を
行
う
こ
と
を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
組
織
(
以
下
「
暴
力
的

組
織
」
と
い
う
。
)
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
こ
と
す
る
。

ア
そ
の
構
成
員
が
そ
の
組
織
の
暴
力
的
威
力
(
以
下
「
威
力
」
と

い
う
。
)
を
利
用
し
て
そ
の
生
活
又
は
営
利
の
た
め
の
資
金
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
当
該
組
織
が
そ
の
威
力
を

構
成
員
相
互
に
利
用
さ
せ
、
又
は
そ
の
威
力
の
維
持
・
増
大
を
図

っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

イ
そ
の
構
成
員
の
相
当
数
の
者
が
、
二
疋
期
間
内
に
、
法
令
で
定

め
る
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
特
有
の
暴
力
的
不
法
行
為
等
(
恐

喝
・
傷
害
・
賭
場
開
帳
・
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法
律
違

反
、
覚
醒
剤
取
締
法
違
反
等
)
の
前
歴
を
有
す
る
こ
と
。

な
お
、
い
わ
ゆ
る
広
域
暴
力
団
の
よ
う
に
多
く
の
傘
下
団
体
を
有
す
る

包
括
的
組
織
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
組
織
を
構
成
す
る
単
位
組
織
の
相
当
数

が
上
記
の
項
目
を
内
容
と
す
る
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
暴
力
的
組

織
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

指
定
の
手
続

公
安
委
員
会
が
、
暴
力
的
組
織
を
指
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の

公
正
と
客
観
性
を
担
保
す
る
た
め
、
学
識
経
験
者
等
の
第
三
者
の
意

見
を
聴
き
、
こ
れ
を
尊
重
し
て
指
定
す
る
仕
組
を
整
備
す
る
。

巴)

公
示
等

公
安
委
員
会
は
、
暴
力
的
組
織
の
指
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
そ
の

旨
を
相
手
方
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
公
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
指
定
に
つ
い
て
は
、
不
服
申
立
、
裁
判
所
へ
の
出
訴
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

不
法
利
得
行
為
の
防
止

北法43(5・295)1131 



料

(一)

不
法
利
得
行
為
の
禁
止

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
そ
の
暴
力
的
組
織
の
威
力
を
示
し
、

又
は
他
の
構
成
員
と
共
同
し
て
人
を
威
迫
し
、
若
し
く
は
人
の
私
生

活
・
業
務
の
平
穏
を
害
す
る
よ
う
な
言
動
を
行
っ
て
、
法
令
で
定
め

る
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
特
有
の
利
得
を
図
る
行
為
(
用
心
棒
代
の

要
求
、
物
品
購
入
又
は
リ
l
ス
契
約
締
結
の
要
求
、
示
談
介
入
、
地

上
げ
行
為
等
)
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
と
す
る
。

利
用
行
為
等
の
禁
止

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
に
付
の
違
反
行
為
を
依
頼
し
、
又
は
命
令

す
る
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
と
す
る
。

資

に)(三)

不
法
利
得
行
為
等
に
対
す
る
措
置

公
安
委
員
会
は
付
又
は
口
の
違
反
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
、
当

該
違
反
行
為
の
中
止
又
は
反
復
の
防
止
の
た
め
必
要
な
措
置
を
採
る

べ
き
こ
と
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。
〈
罰
則
〉

四
被
害
回
復
措
置

付
の
違
反
行
為
の
被
害
者
の
被
害
回
復
の
促
進
を
図
る
た
め
、
被

害
回
復
に
係
る
勧
告
等
の
仕
組
を
整
備
す
る
こ
と
と
す
る
。

不
正
収
益
の
は
く
奪

付
違
反
行
為
者
か
ら
の
不
正
収
益
の
は
く
奪

ニ
ハ
門
の
違
反
行
為
を
行
っ
た
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
当
該
行

(二)
為
か
ら
不
正
の
利
益
を
得
た
と
き
は
、
そ
の
者
か
ら
、
公
安
委
員
会

が
当
該
不
正
の
利
益
に
相
当
す
る
額
の
不
正
収
益
を
は
く
奪
す
る
仕

組
を
整
備
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
被
害
者
の
被
害
が
回
復
さ

れ
た
と
き
は
不
正
収
援
を
は
く
奪
し
な
い
こ
と
と
す
る
な
ど
被
害
回

復
の
促
進
に
配
慮
し
た
仕
組
み
と
す
る
。

暴
力
的
不
法
行
為
等
の
う
ち
専
ら
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
営
利

目
的
で
行
う
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
法
令
で
定
め
る
犯
罪
(
賭

場
開
帳
、
ノ
ミ
行
為
等
)
を
行
っ
た
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
当

該
行
為
か
ら
不
正
の
利
益
を
得
た
と
き
に
つ
い
て
も
、
そ
の
者
か
ら
、

公
安
委
員
会
が
当
該
不
正
の
利
益
に
相
当
す
る
額
の
不
正
収
益
を
は

く
奪
す
る
仕
組
を
整
備
す
る
。

実
質
享
受
者
か
ら
の
不
正
収
益
の
は
く
奪

二
付
の
違
反
行
為
又
は
三
口
の
犯
罪
を
行
っ
た
暴
力
的
組
織
の
構

成
員
以
外
の
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
そ
の
不
正
の
利
益
の
全
部

又
は
一
部
を
収
受
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
か
ら
、
公
安
委
員
会
が
当

該
不
正
の
利
益
に
相
当
す
る
額
の
不
正
収
益
を
は
く
奪
す
る
仕
組
み

を
整
備
す
る
。

一
定
の
営
業
か
ら
の
排
除

指
定
営
業
を
営
む
こ
と
の
禁
止

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
は
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
当
該
業
務

北法43(5・296)1132 

(三)
四

(ー)



暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

を
行
う
に
際
し
相
当
程
度
暴
力
的
不
法
行
為
等
を
行
っ
て
い
る
た
め

こ
れ
ら
の
行
為
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
法
令
で
定
め
る
業

務
(
債
権
取
立
て
、
地
上
げ
、
倒
産
整
理
等
)
を
行
う
営
業
(
以
下

「
指
定
営
業
」
と
い
う
。
)
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

口
特
定
営
業
に
関
す
る
所
管
行
政
庁
へ
の
要
請

公
安
委
員
会
は
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
他
の
法
律
の
規
定
に

よ
り
こ
の
法
律
の
規
制
の
目
的
が
図
ら
れ
て
い
る
営
業
(
以
下
「
特

定
営
業
」
と
い
う
。
)
を
営
ん
で
い
る
と
き
、
又
は
特
定
営
業
を
営

む
者
が
二
口
の
禁
止
又
は
二
臼
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
所
管

行
政
庁
に
対
し
、
当
該
特
定
営
業
に
係
る
許
可
、
業
務
改
善
命
令
等

の
処
分
の
運
用
に
関
し
、
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
要
請
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

臼
指
定
営
業
者
に
対
す
る
指
示
等
の
処
分

公
安
委
員
会
は
、
指
定
営
業
を
営
む
者
が
、
当
該
指
定
営
業
に
関

し
、
二
口
の
禁
止
又
は
二
日
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
当
該
指

定
営
業
を
営
む
者
に
対
し
、
当
該
違
反
行
為
者
を
指
定
業
務
に
従
事

さ
せ
な
い
措
置
を
採
る
こ
と
な
ど
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
指
定
営
業
を
営
ん
で
い
る
と
き
は
、

そ
の
者
に
対
し
、
営
業
の
廃
止
等
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

す
る
。
〈
罰
則
〉

五

暴
力
的
威
力
を
示
す
二
疋
の
行
為
の
規
制

事
務
所
に
係
る
禁
止
行
為

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
事
務
所
に
お
い
て
、
暴
力
的
組
織
の

威
力
を
示
す
な
ど
人
を
威
迫
す
る
言
動
を
行
い
、
強
い
て
自
己
の
要

求
に
応
ず
べ
き
こ
と
を
迫
る
こ
と
、
暴
力
的
威
力
を
示
す
物
口
聞
を
置

(一)

く
こ
と
等
を
禁
止
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
事
務
所
に
少
年
を
立
ち
入
ら

せ
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
と
す
る
。

さ
ら
に
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
事
務
所
の
周
辺
の
公
共
の

場
所
に
お
い
て
、
通
行
人
等
の
公
衆
に
不
安
・
困
惑
を
覚
え
さ
せ
る

よ
う
な
方
法
で
う
ろ
っ
き
、
又
は
た
む
ろ
す
る
な
ど
の
行
為
を
行
う

こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
と
す
る
。

(二)

組
織
の
行
事
に
係
る
禁
止
行
為

暴
力
的
組
織
が
そ
の
組
織
の
活
動
と
し
て
行
う
行
事
(
組
葬
、
放

免
祝
等
の
い
わ
ゆ
る
「
義
理
か
け
行
事
」
)
に
際
し
、
暴
力
的
組
織

の
構
成
員
が
他
人
に
暴
力
的
組
織
の
威
力
を
一
不
す
行
為
を
行
う
こ
と

を
禁
止
す
る
こ
と
と
す
る
。

付
及
び
口
の
違
反
に
対
す
る
措
置
命
令

警
察
官
は
付
又
は
口
の
違
反
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
、
当
該
行

為
の
是
正
に
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
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(三)



料

る
こ
と
と
す
る
。
〈
罰
則
〉

少
年
の
加
入
の
勧
誘
等
に
係
る
禁
止
行
為

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
少
年
を
暴
力
的
組
織
に
加
入
さ
せ
、

加
入
す
る
よ
う
勧
誘
し
、
暴
力
的
組
織
の
活
動
に
従
事
さ
せ
、
又
は

暴
力
的
組
織
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
を
妨
害
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ

と
と
す
る
。

ま
た
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
、
人
を
暴
力
的
組
織
に
加
入
さ

せ
、
加
入
す
る
よ
う
勧
誘
し
、
暴
力
的
組
織
の
活
動
に
従
事
さ
せ
、

又
は
暴
力
的
組
織
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
を
妨
害
す
る
た
め
、
暴
力
的

組
織
の
威
力
を
示
し
、
又
は
他
の
構
成
員
と
共
同
し
て
人
を
威
迫
し

て
困
惑
さ
せ
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
と
す
る
。
〈
罰
則
〉

四

資

六
事
務
所
の
使
用
制
限

付
事
務
所
の
使
用
禁
止
命
令

公
安
委
員
会
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
事
務
所

の
管
理
者
等
に
対
し
、
ニ
疋
期
間
、
当
該
事
務
所
の
使
用
を
禁
止
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。
〈
罰
則
〉

ア
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
五
付
の
違
反
行
為
に
係
わ
る
五
日
の

措
置
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

イ
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
に
よ
り
他
の
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
に

対
し
て
暴
力
が
行
使
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
に
起
因
し
て

(二)

対
立
抗
争
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

事
務
所
の
封
鎖
等
の
措
置

公
安
委
員
会
は
、
事
務
所
が
付
イ
の
命
令
に
違
反
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
事
務
所
に
つ
い
て
封
鎖
そ
の
他
そ

の
用
に
供
さ
せ
な
い
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る

北法43(5・298)1134 

こ
と
と
す
る
。

被
害
者
救
済
等
の
た
め
の
民
間
活
動
の
振
興

公
安
委
員
会
は
、
い
わ
ゆ
る
「
暴
力
団
」
対
策
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
公
益
法
人
を
指
定
し
、
こ
の
法
人
が
、
各
界

各
層
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
の
活
動

に
係
る
因
り
ご
と
相
談
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
支
援
、
被
害
者
に
対
す

る
見
舞
金
の
支
給
、
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
の
組
織
か
ら
の
離
脱
の
援

助
等
の
事
業
を
活
発
に
行
う
よ
う
に
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
被
害
者
救

済
の
た
め
の
民
間
活
動
の
振
興
が
図
ら
れ
る
仕
組
を
整
備
す
る
。

七



資
料
4
1
6

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
(
仮
称
)
案
の
骨
子

平
成
三
年
四
月
警
察
庁

[
趣
旨
・
目
的
]

暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

暴
力
団
員
の
行
う
暴
力
的
要
求
行
為
等
に
つ
い
て
必
要
な
規
制
を
行
う

と
と
も
に
、
暴
力
団
の
対
立
抗
争
時
の
市
民
に
対
す
る
危
険
防
止
の
た
め

の
措
置
を
講
ず
る
ほ
か
、
暴
力
団
員
の
活
動
に
よ
る
被
害
予
防
等
に
資
す

る
民
間
公
益
活
動
等
の
促
進
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
生
活
の

安
全
と
平
穏
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

[
内
容
]

一
暴
力
団
の
指
定

付
指
定
の
要
件

都
道
府
県
公
安
委
員
会
(
以
下
「
公
安
委
員
会
」
と
い
う
。
)
は
、

次
の
ア
か
ら
ウ
ま
で
の
要
件
に
該
当
す
る
暴
力
団
を
、
「
指
定
暴
力

団
L

と
し
て
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

ア
そ
の
暴
力
団
の
暴
力
団
員
が
当
該
暴
力
団
の
威
力
を
利
用
し
て

そ
の
生
計
の
維
持
、
財
産
の
形
成
、
又
は
事
業
の
遂
行
の
た
め
の

資
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
当
該
暴
力
団
の

威
力
を
暴
力
団
員
に
利
用
さ
せ
、
又
は
暴
力
団
員
が
利
用
す
る
こ

と
を
容
認
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

イ

そ
の
暴
力
団
の
暴
力
団
員
の
う
ち
一
定
の
暴
力
的
不
法
行
為
等

の
前
歴
を
有
す
る
も
の
の
占
め
る
率
が
一
般
の
集
団
に
お
け
る
そ

れ
を
確
実
に
超
え
て
い
る
団
体
で
あ
る
こ
と
。

代
表
者
等
の
統
制
の
下
に
階
層
型
に
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体
で

あ
る
こ
と
。

ウ
(二)

な
お
、
い
わ
ゆ
る
広
域
暴
力
団
の
よ
う
に
多
く
の
傘
下
団
体
を
有

す
る
包
括
的
団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
団
体
を
構
成
す
る
暴
力
団
の

大
部
分
が
ア
か
ら
ウ
ま
で
の
要
件
に
該
当
す
る
等
の
場
合
に
は
、
そ

の
団
体
を
指
定
暴
力
団
の
連
合
体
と
し
て
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

指
定
の
手
続

公
安
委
員
会
は
、
指
定
暴
力
団
の
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

事
前
に
聴
聞
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
暴
力
団
が
指
定
の
要
件
に
該

当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
国
家
公
安
委
員
会
の
確
認
を
求
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

北j去43(5・299)1135 

ま
た
、
国
家
公
安
委
員
会
は
、
確
認
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

学
識
経
験
者
か
ら
な
る
審
査
専
門
委
員
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
意
見

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

日

公

示

等



料

公
安
委
員
会
は
、
付
の
指
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
暴
力

団
の
名
称
等
を
官
報
で
公
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
当
該
指
定

暴
力
団
の
代
表
者
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

指
定
に
つ
い
て
は
、
不
服
申
立
、
裁
判
所
へ
の
出
訴
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

資

二
暴
力
的
要
求
行
為
の
防
止

ハ
門
暴
力
的
要
求
行
為
の
禁
止
等

ア
暴
力
的
要
求
行
為
の
禁
止

指
定
暴
力
団
の
暴
力
団
員
(
以
下
「
指
定
暴
力
団
員
」
と
い
う
。
)

が
そ
の
者
の
所
属
す
る
指
定
暴
力
団
の
威
力
を
示
し
て
、
縄
張
内

で
の
用
心
棒
代
、
物
品
の
購
入
等
の
要
求
、
正
当
に
居
住
し
て
い

る
者
の
意
思
に
反
す
る
土
地
、
家
屋
の
明
け
渡
し
の
要
求
、
寄
付

金
等
名
目
の
金
品
贈
与
の
み
だ
り
な
要
求
、
不
当
な
融
資
の
要
求

等
法
律
で
定
め
る
要
求
行
為
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
と
す

る。

イ

暴
力
的
要
求
行
為
の
要
求
及
び
依
頼
の
禁
止

何
人
も
、
指
定
暴
力
団
員
に
ア
の
違
反
行
為
を
す
る
こ
と
を
要

求
し
、
依
頼
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

ウ

暴
力
的
要
求
行
為
等
に
対
す
る
措
置

公
安
委
員
会
は
、
ア
の
違
反
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
、
当
該

暴
力
的
要
求
行
為
を
中
止
す
る
こ
と
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。

北法43(5・300)1136

ま
た
、
公
安
委
員
会
は
、
ア
又
は
イ
の
違
反
行
為
を
行
っ
た
も

の
に
対
し
、
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
再

発
防
止
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

す
る
。

(コ(一)

不
当
な
要
求
に
よ
る
被
害
の
回
復
等
の
た
め
の
援
助

ア
暴
力
的
要
求
行
為
の
相
手
方
に
対
す
る
援
助

公
安
委
員
会
は
、
付
ア
の
違
反
行
為
を
行
い
付
ウ
の
命
令
を
受

け
た
指
定
暴
力
団
員
に
対
し
て
被
害
者
が
被
害
回
復
の
た
め
の
措

置
を
執
る
に
つ
き
、
被
害
者
か
ら
公
安
委
員
会
の
援
助
を
受
け
た

い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
被
害
者
に
対
し
、
必
要

な
援
助
を
行
う
も
の
と
す
る
。

イ
事
業
者
に
対
す
る
援
助

公
安
委
員
会
は
、
事
業
者
に
対
し
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な

要
求
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
、
責
任
者
の
選
任
、

不
当
要
求
に
応
対
す
る
使
用
人
等
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
の
指
導

等
に
関
し
必
要
な
援
助
を
行
う
も
の
と
す
る
。

対
立
抗
争
時
の
事
務
所
の
使
用
制
限
そ
の
他
の
規
制

対
立
抗
争
時
の
事
務
所
の
使
用
制
限
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公
安
委
員
会
は
、
指
定
暴
力
団
相
互
間
に
対
立
抗
争
が
発
生
し
た

場
合
に
お
い
て
、
指
定
暴
力
団
の
事
務
所
が
当
該
対
立
抗
争
の
た
め

の
多
数
の
指
定
暴
力
団
員
の
集
合
の
用
等
に
供
さ
れ
、
又
は
供
さ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
当
該
事
務
所
を
現
に
管
理
し
て
い
る

指
定
暴
力
団
員
に
対
し
、
三
月
以
内
の
期
限
を
定
め
て
、
当
該
事
務

所
を
当
該
指
定
暴
力
団
の
活
動
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ

と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

加
入
の
強
要
等
の
禁
止

指
定
暴
力
団
員
が
、
少
年
に
対
し
指
定
暴
力
団
に
加
入
す
る
こ
と

を
強
要
し
、
勧
誘
し
、
又
は
指
定
暴
力
団
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
を
妨

害
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
指
定
暴
力
団
員
が
、
人
を
威
迫
し
て
、
そ
の
者
を
指
定
暴

力
団
に
加
入
す
る
こ
と
を
強
要
し
、
勧
誘
し
、
又
は
指
定
暴
力
団
か

ら
脱
退
す
る
こ
と
を
妨
害
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
と
す
る
。

公
安
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の
違
反
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
、
当

該
違
反
行
為
の
中
止
又
は
そ
の
再
発
防
止
の
た
め
必
要
な
事
項
を
命

じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

事
務
所
等
に
お
け
る
禁
止
行
為

指
定
暴
力
団
員
が
、
指
定
暴
力
団
の
事
務
所
に
住
民
に
不
安
を
覚

え
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
物
品
を
置
く
こ
と
、
事
務
所
や
そ
の
周
辺

に)(三)

に
お
い
て
付
近
の
住
民
や
通
行
人
に
不
安
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
行

為
を
す
る
こ
と
及
び
債
務
の
履
行
等
を
行
う
場
所
と
し
て
事
務
所
を

用
い
る
こ
と
を
強
要
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
と
す
る
。

公
安
委
員
会
は
、
こ
の
違
反
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
し
、
当
該
違

反
行
為
の
中
止
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

四

暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
指
定

公
安
委
員
会
は
、
暴
力
団
対
策
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
公
益
法
人
を
都
道
府
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
と
し

て
指
定
し
、
同
セ
ン
タ
ー
に
、
暴
力
団
員
の
不
当
な
行
為
の
予
防
に
関

す
る
知
識
の
普
及
等
の
た
め
の
広
報
活
動
、
暴
力
団
員
の
不
当
な
行
為

に
関
す
る
図
り
ご
と
相
談
、
少
年
に
対
す
る
暴
力
団
の
影
響
力
排
除
活

動
、
暴
力
団
か
ら
の
離
脱
希
望
者
に
対
す
る
援
助
活
動
等
の
事
業
を
行

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
民
間
に
お
け
る
暴
力
追
放
運
動
の
支
援
を
行
う

こ
と
と
す
る
。

五

そ
の
他
聴
問
公
安
委
員
会
は
、
暴
力
的
要
求
行
為
の
再
発
防
止
の
た
め
の
命
令
、

対
立
抗
争
時
の
事
務
所
の
使
用
制
限
の
命
令
及
び
加
入
の
強
要
等
の

再
発
防
止
の
た
め
の
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
聴
聞
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
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(二)

罰
則
公
安
委
員
会
の
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
お
お
む
ね
一
年
以
下
の

懲
役
若
し
く
は
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
も
の
と
す
る
。

資

資
料
4
1
7

「
『
尽
力
団
』
対
策
に
関
す
る
法
律
案
の
基
本
的
考
え
方
」

に
つ
い
て
の
意
見

日
本
弁
護
士
連
合
会

平
成
三
年
三
月
一
五
日

I 

暴
力
団
対
策
に
関
す
る
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
基
本
的
立
場

今
日
市
民
生
活
や
企
業
活
動
等
に
脅
威
と
害
悪
を
与
え
つ
つ
あ
る

暴
力
団
に
対
し
、
そ
の
対
策
を
強
化
す
る
必
要
性
、
緊
急
性
に
つ
い

て
は
、
異
論
は
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
当
連
合
会
は
、
警
察
庁

の
発
表
し
た
「
『
暴
力
団
』
対
策
に
関
す
る
法
律
案
の
基
本
的
考
え
方
」

(
以
下
、
「
考
え
方
」
と
い
う
)
の
趣
旨
・
目
的
を
理
解
す
る
も
の
で

本
町
守
h
v

。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
新
た
な
法
規
制
が
必
要
か

否
か
、
ま
た
、
必
要
と
し
て
も
「
考
え
方
」
に
示
さ
れ
た
行
政
的
規

制
か
、
そ
れ
と
も
刑
事
罰
に
よ
る
規
制
か
、
行
政
的
規
制
に
よ
る
と

四
し
で
も
、
そ
の
規
制
手
続
の
中
に
裁
判
所
の
関
与
を
必
要
と
す
べ
き

か
否
か
等
は
慎
重
に
論
議
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

暴
力
団
追
放
は
、
社
会
的
な
大
運
動
を
展
開
し
て
こ
そ
実
現
す
る

も
の
で
あ
る
。
新
た
な
立
法
は
、
そ
の
運
動
の
中
で
こ
そ
有
効
性
を

も
ち
う
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
考
え
方
」
の
暴
力
団
規
制
の
あ

り
方
は
基
本
的
人
権
に
深
く
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
多
方
面

に
わ
た
る
検
討
が
必
要
で
も
あ
る
。
警
察
庁
内
部
に
お
い
て
は
、
今

般
公
表
の
「
考
え
方
」
に
つ
い
て
、
か
ね
て
よ
り
検
討
を
続
け
て
き

た
由
で
あ
る
が
、
「
考
え
方
」
を
具
体
化
し
た
法
案
を
早
急
に
発
表
し
、

ひ
ろ
く
国
民
的
な
論
議
・
検
討
に
付
す
な
ど
し
て
国
会
へ
の
上
程
に

は
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

当
連
合
会
は
、
暴
力
団
対
策
の
方
途
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
踏
ま
え
、
適
正
か
つ
有
効
な
見
解
を
速
や
か
に
と
り
ま
と
め
る
た

め
、
以
下
の
視
点
に
基
づ
き
検
討
を
開
始
す
る
も
の
で
あ
る
。

暴
力
団
の
規
制
を
検
討
す
る
う
え
で
留
意
す
べ
き
こ
と
は
何
か

暴
力
団
及
び
団
員
の
み
に
対
す
る
規
制
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
団

体
、
市
民
に
規
制
が
及
ぶ
虞
れ
の
な
い
こ
と
。

そ
の
た
め
に
暴
力
的
組
織
指
定
の
要
件
等
は
、
的
確
に
規
定
す
べ

き
で
あ
る
。

北法43(5・302)1138
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暴
力
団
の
成
立
目
的
、
活
動
の
動
機
、
活
動
実
態
、
組
織
構
造
、
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構
成
員
の
性
格
な
ど
か
ら
要
件
を
明
確
に
で
き
る
か
を
研
究
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

憲
法
の
基
本
的
人
権
を
違
法
・
不
当
に
侵
害
す
る
虞
れ
の
な
い
こ

ト』。
効
果
が
見
込
ま
れ
、
期
待
さ
れ
る
立
法
で
あ
る
こ
と
。

暴
力
団
の
規
制
に
効
果
が
あ
が
ら
な
い
よ
う
で
は
、
立
法
す
べ
き

で
は
な
い
こ
と
。

四

市
民
の
支
持
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
市
民
自
ら
が
暴
力
団
追

放
に
立
ち
上
が
る
こ
と
を
促
進
す
る
効
果
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ

〉
」
。

岡
山

提
案
さ
れ
て
い
る
「
考
え
方
」
に
つ
い
て

「
考
え
方
」
は
、
ど
の
よ
う
な
規
制
の
仕
組
み
を
と
っ
て
い
る
か
。

「
考
え
方
」
は
、
従
来
暴
力
団
と
い
わ
れ
て
き
た
団
体
を
「
暴
力

的
組
織
」
と
指
定
し
、
そ
の
指
定
を
出
発
点
に
、
そ
の
団
体
及
び
構

成
員
の
活
動
を
行
政
的
措
置
に
よ
っ
て
規
制
す
る
と
い
う
仕
組
み
を

と
っ
て
い
る
。

こ
の
規
制
の
仕
組
み
か
ら
す
れ
ば
、
現
に
活
動
し
て
い
る
暴
力
団

が
的
確
に
「
暴
力
的
組
織
」
と
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
新
法
が
有
効
性

を
も
つ
か
ど
う
か
の
決
め
手
と
な
る
。

響
察
庁
に
よ
れ
ば
、

一
九
八
九
年
十
二
月
末
時
点
で
暴
力
団
は

そ
の
数
=
二
五
五
団
体
(
八
七
、
二
六

O
人
)
に
の
ぼ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
団
体
の
「
指
定
」
を
前
提
と
し
て
立

法
措
置
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
は
、
寸
考
え
方
」
か
ら
は
定
か
で

は
な
い
。

二
「
考
え
方
」
の
項
目
の
検
討

ハ
門
「
暴
力
的
組
織
の
指
定
に
つ
い
て
」

「
暴
力
的
組
織
」
と
指
定
さ
れ
て
初
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
制

措
置
が
発
動
さ
れ
る
仕
組
み
か
ら
す
れ
ば
、
「
暴
力
的
組
織
」
の

指
定
要
件
が
的
確
か
否
か
は
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

「
考
え
方
」
は
、
「
暴
力
的
組
織
」
の
指
定
の
要
件
と
し
て
ア
、

イ
の
二
要
件
を
掲
げ
る
が
、
こ
の
二
要
件
に
よ
っ
て
暴
力
団
と
他

の
政
治
、
宗
教
な
ど
の
団
体
と
が
明
確
に
区
別
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

4
M
O
 

① 

ァ
、
ィ
の
要
件
を
分
析
す
る
と
「
暴
力
的
組
織
」
と
さ
れ
る
た

め
に
は
、

そ
の
目
的
が
「
構
成
員
が
組
織
の
暴
力
的
威
力
を
利
用
し
て
、

そ
の
生
活
ま
た
は
営
利
の
た
め
の
資
金
を
得
る
こ
と
」
に
あ
っ
て

行
為
態
様
が
「
暴
力
的
威
力
を
構
成
員
相
互
に
利
用
さ
せ
、
ま

た
は
暴
力
的
威
力
の
維
持
・
増
大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
」
に
あ
っ

北法43(5・303)1139 
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③
組
織
的
特
徴
が
「
構
成
員
の
相
当
数
が
、
一
定
期
間
内
に
暴
力

的
不
法
行
為
等
の
前
歴
を
有
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法
律
に
い
う
「
団
体
若
ハ
多

衆
ノ
威
力
」
は
、
暴
力
団
に
限
ら
れ
な
い
と
解
さ
れ
、
運
用
さ
れ
て
い
る
。

「
考
え
方
」
の
い
う
「
組
織
の
暴
力
的
威
力
」
と
暴
行
法
の
「
団
体
若
ハ

多
衆
ノ
威
力
」
が
同
義
と
す
る
と
、
こ
の
規
定
の
解
釈
・
運
用
も
暴
力
団

に
は
限
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

「
暴
力
的
威
力
」
の
要
件
が
暴
力
団
に
限
定
す
る
機
能
を
持
ち
え
な
い

の
で
あ
る
か
ら
②
の
行
為
様
態
か
ら
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
暴
力
団
に
の

み
絞
る
機
能
は
導
き
出
せ
な
い
。
問
題
は
、
①
の
要
件
(
資
金
獲
得
目
的
)

と
③
の
要
件
(
組
織
的
特
徴
)
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
暴
力
団
の
み
が
指

定
さ
れ
る
要
件
と
な
る
か
で
あ
る
。
①
の
資
金
獲
得
の
目
的
に
つ
い
て
い

え
ば
「
生
活
資
金
」
、
「
営
利
資
金
」
の
概
念
が
果
た
し
て
明
確
な
も
の
で

あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
疑
問
が
残
る
し
、
③
の
要
件
も
「
相
当
数
」

「
ニ
疋
の
期
間
内
」
と
い
う
暖
味
な
表
現
を
用
い
て
い
る
う
え
に
、
暴
力

的
不
法
行
為
に
一
般
的
な
犯
罪
を
広
く
含
め
る
と
必
ず
し
も
暴
力
団
の
み

に
適
用
さ
れ
る
特
有
の
要
件
と
な
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

新
聞
報
道
で
は
、
政
治
結
社
や
総
会
屋
は
対
象
と
し
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
「
考
え
方
」
の
暴
力
的
組
織
指
定
の
要
件
で
そ
れ
ら
が
明
確

に
排
除
さ
れ
る
と
い
え
る
か
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
政
治
結
社
や
総
会
屋

資

へ
の
偽
装
を
防
ぐ
た
め
、
そ
の
組
織
の
実
態
で
判
断
す
る
と
さ
れ
る
の
な

ら
、
そ
の
実
態
判
断
の
基
準
と
し
て
は
上
記
要
件
は
明
確
な
基
準
た
り
え

ず
、
適
用
範
囲
に
歯
止
め
が
な
く
な
り
か
ね
な
い
。

一
方
の
「
構
成
員
」
概
念
も
き
わ
め
て
あ
い
ま
い
で
あ
っ
て
、
そ
の
認

定
基
準
は
何
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
「
偽
装
解
散
」
、

「
偽
装
脱
退
」
の
場
合
や
「
準
構
成
員
」
の
取
扱
い
も
問
題
で
あ
る
。

暴
力
的
組
織
の
指
定
が
暴
力
団
に
の
み
限
ら
れ
る
か
は
、
指
定
要
件
と

と
も
に
そ
の
指
定
機
関
、
指
定
手
続
の
公
正
さ
、
適
正
さ
に
か
か
っ
て
く

る
。
「
考
え
方
」
は
、
指
定
に
あ
た
っ
て
は
、
公
安
委
員
会
が
第
三
者
の

意
見
を
き
き
、
こ
れ
を
尊
重
す
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

指
定
を
行
う
独
立
の
第
三
者
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
、
少
く
と
も
参
与
機

関
(
審
査
会
)
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
第
三
者
機
関
が
公

安
委
員
会
に
代
わ
っ
て
公
安
委
員
会
が
行
う
と
さ
れ
て
い
る
指
定
行
為
以

外
の
行
為
ま
で
行
う
こ
と
、
あ
る
い
は
参
与
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

北j去43(5・304)1140 

暴
力
的
組
織
指
定
の
手
続
き
に
憲
法
三
一
条
の
適
正
手
続
き
の
保
障
が

な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
指
定
に
あ
た
っ
て
は
、
対
象
団
体
に
事
後
の
不

服
申
立
と
と
も
に
聴
聞
等
の
事
前
関
与
の
機
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
構
成
員
の
認
定
基
準
を
明
確
化
し
、
構
成
員
か
ら
の
開
示

申
請
、
不
服
申
立
の
権
利
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
。
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(二)

「
不
法
利
得
行
為
の
防
止
」
に
つ
い
て

暴
力
的
組
織
の
構
成
員
に
対
し
、
法
令
で
定
め
る
利
得
行
為
を

禁
止
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
用
心
棒
代
等
の
要
求
を
禁
止

し
て
、
暴
力
団
員
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
と
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

禁
止
さ
れ
て
い
る
利
得
行
為
に
は
「
そ
の
暴
力
的
組
織
の
威
力

を
示
し
、
ま
た
は
他
の
構
成
員
と
共
同
し
て
人
を
威
迫
し
、
も
し

く
は
人
の
私
生
活
・
業
務
を
害
す
る
よ
う
な
一
言
動
を
行
っ
て
)
と

の
行
為
態
様
(
手
段
・
方
法
)
が
あ
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
手
段
・
方
法
の
も
と
に
さ
れ
る
行
為
は
、

も
と
も
と
犯
罪
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
新
た
に
禁
止
行
為
と
す

る
の
は
論
理
的
に
問
題
が
あ
る
。
さ
ら
に
犯
罪
行
為
を
禁
止
行
為

と
規
定
し
、
そ
れ
に
違
反
し
た
も
の
に
中
止
ま
た
は
反
復
防
止
の

た
め
の
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
じ
、
命
令
違
反
者
に
は
罰
則
を
課

す
と
い
う
規
制
方
法
は
い
か
に
も
理
解
し
難
い
。

上
記
の
矛
盾
を
回
避
す
る
に
は
結
局
手
段
・
方
法
を
問
わ
ず

に
、
と
に
か
く
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
が
法
令
に
掲
げ
る
行
為
を

す
る
こ
と
は
絶
対
的
に
禁
止
す
る
と
規
定
す
る
外
な
く
な
る
。

「
考
え
方
」
が
こ
の
立
場
に
立
っ
て
る
の
か
ど
う
か
は
明
確
で
は

な
い
。
手
段
・
方
法
を
問
わ
な
い
と
す
れ
ば
、
暴
力
的
組
織
の
構

成
員
で
あ
る
が
故
に
禁
止
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
行
為
の
範
囲
の
特

定
に
は
厳
密
な
検
討
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

な
お
、
「
考
え
方
」
は
、
二
日
不
法
利
得
行
為
防
止
の
た
め
の

措
置
命
令
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
公
安
委
員
会
に
裁
量
の
幅
の
広

い
行
政
命
令
権
限
を
与
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
措
置
命
令
等
が
明

治
憲
法
下
悪
名
高
か
っ
た
行
政
執
行
法
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

な
ら
な
い
か
は
、
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
措
置
命
令

等
の
乱
用
を
防
ぐ
た
め
に
少
な
く
と
も
、
①
発
令
権
限
の
委
任
に

対
す
る
制
約
、
②
発
令
プ
ロ
セ
ス
の
明
確
化
、
③
実
行
方
法
の
具

体
化
、
④
不
服
申
立
権
の
保
障
な
ど
の
手
立
て
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
不
法
利
得
行
為
等
に
対
す
る
措
置
等
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
例
え
ば
独
禁
法
四
五
条
の
よ
う
に
被
害
者
等
の
利

害
関
係
あ
る
者
か
ら
の
公
安
委
員
会
に
対
す
る
措
置
請
求
権
を
認

め
、
公
安
委
員
会
は
こ
れ
に
つ
い
て
適
切
な
対
応
を
す
る
と
と
も

に
そ
の
対
応
結
果
に
つ
い
て
通
知
す
る
等
の
制
度
も
必
要
と
な
ろ

、つノ。
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己)

「
不
正
収
益
の
は
く
奪
」
に
つ
い
て

不
法
利
得
行
為
及
び
犯
罪
行
為
(
賭
博
開
帳
、
ノ
ミ
行
為
な
ど
)

か
ら
得
た
収
益
の
は
く
奪
は
、
不
法
利
得
行
為
の
禁
止
、
ニ
疋
の

営
業
か
ら
の
排
除
と
並
ん
で
今
回
打
ち
出
さ
れ
た
暴
力
団
対
策
に



料

お
い
て
、
目
玉
商
品
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
考
え
方
」
一
一
一
口
は
、
賭
博
開
帳
、
ノ
ミ
行
為
な
ど
犯
罪
行
為

か
ら
の
不
正
収
益
の
は
く
奪
を
規
定
し
て
い
る
。

犯
罪
行
為
か
ら
得
ら
れ
た
不
正
収
益
の
は
く
奪
は
、
現
行
法
で

は
犯
罪
行
為
を
認
定
し
た
う
え
で
、
没
収
・
追
徴
と
し
て
そ
の
不

正
収
益
の
は
く
奪
を
は
か
つ
て
い
る
。
現
在
麻
薬
犯
罪
か
ら
得
た

不
正
収
益
の
は
く
奪
に
つ
い
て
は
、
麻
薬
新
条
約
の
圏
内
法
化
に

む
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
不
正
収
益
の
没
収
と
金
融
機

関
を
利
用
し
た
資
金
の
合
法
化
、
い
わ
ゆ
る
マ
ネ

l
・
ロ

l
ン
ダ

リ
ン
グ
の
問
題
も
そ
こ
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ

う
し
た
規
定
は
す
べ
て
犯
罪
行
為
を
基
礎
に
し
て
司
法
的
チ
ェ
ッ

ク
を
経
て
収
益
が
は
く
奪
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
「
考

え
方
」
は
こ
れ
を
行
政
的
措
置
で
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
司

法
的
措
置
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
慮
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
よ
り
端
的
に
犯
罪
行
為
か
ら
の
不
正
収
益
は
く
奪
の
問
題
と

し
て
麻
薬
新
条
約
に
よ
る
囲
内
法
と
整
合
性
を
も
た
せ
る
べ
き
で

怠
町
ヲ
品
。

資

三
八
円
は
、
二
付
の
行
為
が
犯
罪
で
あ
れ
ば
三
口
と
同
じ
問
題
が

生
じ
、
犯
罪
行
為
で
な
い
も
の
か
ら
の
不
正
収
益
の
は
く
奪
を
考

え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
犯
罪
行
為
か
ら
の
不
正
収
益
の
場
合
に
適

用
さ
れ
る
よ
り
以
上
の
厳
格
な
手
続
き
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

「
考
え
方
」
の
よ
う
に
公
安
委
員
会
に
こ
こ
ま
で
の
権
限
を
与

え
て
よ
い
か
と
い
う
問
題
、
不
正
収
益
を
特
定
す
る
事
実
認
定
の

手
続
き
、
異
議
申
し
立
て
の
方
法
な
ど
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
も
多
い
。

ご
定
の
営
業
か
ら
の
排
除
L

に
つ
い
て

現
行
法
上
、
建
設
業
法
、
宅
建
業
法
、
警
備
業
法
、
風
営
法
、

貸
金
業
法
に
お
い
て
、
暴
力
団
排
除
の
趣
旨
を
含
む
一
定
の
規
制

措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
債
権
取
立
て
、
倒
産
整
理
を
弁
護

士
で
な
い
者
が
業
と
し
て
行
う
こ
と
は
非
弁
護
士
活
動
と
な
っ
て

弁
護
士
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

「
考
え
方
」
の
排
除
対
象
業
種
で
あ
る
一
定
の
営
業
の
範
囲
が

現
行
法
上
規
制
も
し
く
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、

そ
の
運
用
を
強
化
す
る
か
、
法
に
不
備
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
整
備
す

れ
ば
足
り
る
。
現
行
法
上
規
制
さ
れ
て
い
な
い
業
種
を
新
た
に
指

定
す
る
と
な
る
と
そ
の
範
囲
、
特
定
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
判
断

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
考
え
方
四
日
」
は
、
公
安
委
員
会
は
「
営
業
の
廃
止
」
等
の

指
示
、
命
令
が
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
所
管
行
政
庁
の

処
分
権
限
と
は
ど
の
よ
う
な
関
連
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
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(五)
特
定
営
業
を
無
認
可
、
無
許
可
で
行
え
ば
、
現
行
法
上
刑
罰
の
制

裁
を
、
つ
け
る
が
、
こ
れ
と
「
処
分
」
と
は
ど
う
い
う
関
係
に
な
る

か
。
刑
事
的
手
続
よ
り
融
通
の
き
く
行
政
的
処
分
で
い
く
と
い
う

の
は
あ
ま
り
に
も
安
易
に
す
ぎ
る
。

「
事
務
所
の
使
用
制
限
」
「
暴
力
的
威
力
を
示
す
二
疋
の
行
為
の

規
制
」
に
つ
い
て

暴
力
団
の
地
域
進
出
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
事
務
所
の
使
用
制

限
、
義
理
か
け
行
事
の
禁
止
、
加
入
勧
誘
禁
止
行
為
は
、
大
方
一

致
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
も
や
は
り
、
事
務
所
の
使
用
制
限
な
ど
も
結
局

は
、
暴
力
的
組
織
の
指
定
に
か
か
っ
て
く
る
の
で
、
指
定
の
要
件

が
的
確
に
規
定
で
き
る
か
が
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

ま
た
、
「
考
え
方
」
は
、
五
日
に
お
い
て
事
務
所
に
係
る
禁
止

行
為
お
よ
び
組
織
の
行
事
に
係
る
禁
止
行
為
違
反
者
に
是
正
措
置

を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
る
権
限
を
警
察
官
に
あ
た
え
て
い
る

が
、
警
察
官
職
務
執
行
法
の
規
定
以
上
の
広
範
な
行
為
権
限
を
現

場
警
察
官
が
与
え
ら
れ
る
点
に
問
題
は
な
い
か
、
吟
味
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

「
被
害
者
救
済
等
の
た
め
の
民
間
活
動
の
振
興
」
に
つ
い
て

暴
力
団
対
策
の
た
め
の
民
間
活
動
の
振
興
は
、
積
極
的
に
進
め

(六)

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
「
民
間
活
動
」
が
実
質
上
警
察
の
下
請

組
織
と
な
ら
な
い
よ
う
そ
の
構
成
、
運
用
に
は
配
慮
が
必
要
で
あ

る。

資
料
4
1
8

「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
案
」
に
つ
い
て
の
意
見

日
本
弁
護
士
連
合
会

平
成
三
年
四
月
一
九
日

I 

政
府
は
、
四
月
一
一
一
日
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
案
」
を
国
会
に
提
出
し
た
。

当
連
合
会
は
、
去
る
三
月
一
五
日
、
警
察
庁
の
「
『
暴
力
団
』
対
策

に
関
す
る
法
律
案
の
基
本
的
考
え
方
」
(
以
下
「
考
え
方
」
と
い
う
)

に
つ
い
て
の
意
見
書
(
以
下
「
第
一
意
見
書
」
と
い
う
)
を
理
事
会
に

お
い
て
採
択
し
、
警
察
庁
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
連
合
会

は
、
暴
力
団
対
策
の
必
要
性
を
認
め
つ
つ
、
①
そ
の
対
策
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
新
た
な
法
規
制
を
含
め
て
の
慎
重
な
論
議
が
必
要
な
こ
と
、

②
暴
力
団
追
放
は
社
会
的
な
大
運
動
の
中
で
こ
そ
行
う
べ
き
こ
と
、
③

基
本
的
人
権
と
も
深
く
関
わ
る
も
の
な
の
で
、
多
方
面
か
ら
検
討
が
必

北法43(5・307)1143



料資

要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
警
察
庁
が
法
案
を
早
急
に
発
表
し
て
広

く
国
民
的
論
議
に
付
し
、
国
会
の
上
程
に
は
慎
重
を
期
す
べ
き
こ
と
を

表
明
し
た
。

し
か
る
に
警
察
庁
は
、
国
民
的
な
論
議
に
必
要
な
時
間
的
余
裕
を
も

っ
て
法
案
を
事
前
に
発
表
す
る
こ
と
な
く
、
政
府
案
と
し
て
国
会
へ
提

出
し
た
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。

E 

法
律
案
に
つ
い
て

評
価
す
べ
き
点

警
察
庁
は
当
連
合
会
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
問
題
の
多
い
不
正
収

益
の
は
く
奪
、
ニ
疋
の
営
業
か
ら
の
排
除
を
法
案
か
ら
外
し
た
こ
と

及
び
手
続
的
に
は
指
定
の
た
め
公
開
の
聴
問
、
審
査
専
門
委
員
の
意

見
聴
取
、
国
家
公
安
委
員
会
の
確
認
、
不
服
申
立
制
度
等
一
定
の
適

正
手
続
の
保
障
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
理
解
す
る
も
の
で
あ
る
。

乱
用
の
防
止

法
律
案
の
仕
組
み
は
考
え
方
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
暴
力
団
の
指

定
を
出
発
点
に
そ
の
構
成
員
で
あ
る
暴
力
団
員
の
活
動
を
行
政
的
措

置
に
よ
っ
て
規
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
裁
判
所
の
関
与
の

な
い
行
政
的
規
制
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
安
委
員
会
及
び
警
察
官

の
裁
量
の
巾
が
広
が
り
、
暴
力
団
及
び
暴
力
団
員
以
外
に
規
制
が
及

ぶ
こ
と
の
な
い
よ
う
、
指
定
暴
力
団
の
指
定
の
要
件
は
的
確
に
規
定

し
、
乱
用
の
な
い
よ
う
適
正
な
手
続
の
保
障
が
必
要
で
あ
る
。

指
定
暴
力
団
の
要
件
に
つ
い
て

考
え
方
の
「
暴
力
的
組
織
」
か
ら
法
案
の
「
暴
力
団
」
と
用
語
が

変
更
さ
れ
た
の
は
一
見
わ
か
り
や
す
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
し

か
し
乍
ら
暴
力
団
の
定
義
は
考
え
方
と
同
様
「
そ
の
団
体
の
構
成
員
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が
集
団
的
に
又
は
常
習
的
に
暴
力
的
不
法
行
為
等
を
行
う
こ
と
を
助

長
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
団
体
を
い
う
」
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
あ
い

ま
い
さ
は
ぬ
ぐ
い
得
な
い
。

暴
力
団
の
要
件
は

①
そ
の
目
的
や
行
為
態
様
は
表
現
の
差
は
あ
れ
、
考
え
方
と
実
質
的

差
異
は
見
ら
れ
な
い
が
、
組
織
的
特
徴
は
暴
力
団
に
お
け
る
は
犯
罪

経
歴
保
有
者
の
人
数
の
比
率
等
が
暴
力
団
以
外
の
集
団
一
般
に
お
け

る
集
団
の
人
数
の
う
ち
に
占
め
る
そ
れ
を
超
え
る
こ
と
が
確
実
で
あ

り
、
そ
の
確
率
を
一
定
の
数
字
で
示
し
、
且
つ
代
表
者
等
統
制
の
下

に
階
層
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体
と
規
定
し
た
の
は
一
定
の
評
価

が
で
き
る
。

四

暴
力
的
不
法
行
為
等
の
範
囲
に
つ
い
て

暴
力
的
不
法
行
為
の
別
表
の
範
囲
を
厳
格
に
検
討
し
、
暴
力
団
特

有
の
犯
罪
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
。
別
表
に
示
さ
れ
て
い
る
法
律
の

多
く
は
章
に
よ
っ
て
範
囲
を
限
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
商
法
、
第
二



暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

五
編
第
七
章
に
規
定
す
る
罪
に
お
い
て
暴
力
団
特
有
の
犯
罪
は
会
社
荒

し
等
に
関
す
る
贈
収
賄
罪
(
四
九
四
条
)
、
株
主
の
権
利
行
使
に
関

し
財
産
上
の
利
益
を
供
与
す
る
罪
(
四
九
七
条
)
等
一
部
が
該
当
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。

法
案
で
は
暴
力
的
不
法
行
為
等
は
、
別
表
に
掲
げ
る
罪
の
う
ち
、

国
家
公
安
委
員
会
規
則
に
よ
り
、
制
限
さ
れ
る
構
成
を
と
っ
て
い
る

が
、
同
規
則
で
暴
力
団
特
有
の
犯
罪
に
限
定
し
、
対
象
と
な
る
団
体

の
広
が
り
を
防
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
な
お
刑
法
第
二
編
第
三
三
章
(
略

取
及
び
誘
拐
の
罪
)
、
三
九
章
(
駐
物
に
関
す
る
罪
)
を
除
外
し
た

意
味
が
理
解
で
き
な
い
。

指
定
手
続
き
に
つ
い
て

法
律
案
は
、
審
査
専
門
委
員
の
意
見
に
基
づ
い
て
「
指
定
暴
力
団
」

「
連
合
体
」
の
指
定
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
「
考

え
方
」
か
ら
前
進
し
て
い
る
。
た
だ
し
審
査
専
門
委
員
は
専
門
委
員

会
と
し
て
行
動
し
、
意
見
を
述
べ
る
の
で
は
な
く
、
審
査
専
門
委
員

個
人
と
し
て
、
意
見
を
述
べ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、
委
員
会
方

式
を
と
り
、
専
門
委
員
の
合
意
に
よ
り
意
見
を
提
出
す
る
の
が
望
ま

Y

し
い
。そ
の
場
合
、
単
純
多
数
決
方
式
で
は
な
く
、
全
会
一
致
若
し
く
は

そ
れ
に
近
い
特
別
決
議
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。

ム

ノ、

暴
力
的
要
求
行
為
の
禁
止
に
つ
い
て

暴
力
的
要
求
行
為
の
禁
止
は
法
案
が
前
記
指
定
と
共
に
暴
力
団
に

対
す
る
規
制
の
効
果
が
最
も
期
待
さ
れ
る
面
で
あ
る
。

法
案
が
暴
力
的
要
求
行
為
を
具
体
的
に
例
示
し
、
限
定
し
た
こ
と

は
評
価
で
き
る
が
、
暴
力
団
の
有
力
資
金
源
と
さ
れ
て
い
る
債
権
取

立
を
規
定
し
て
い
な
い
の
は
何
故
か
。

又
、
縄
張
り
と
い
う
暴
力
団
が
二
刀
的
に
決
め
て
い
る
範
囲
内
の

金
品
等
要
求
ゃ
、
用
心
棒
代
の
要
求
の
禁
止
に
限
定
す
る
意
味
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。

七

暴
力
的
要
求
行
為
等
に
対
す
る
措
置
が
中
止
を
命
ず
る
外
に
中
止

さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
と
巾
広
い
裁
量
権
が

与
え
ら
れ
て
い
る
。
機
動
的
に
対
応
す
る
た
め
一
定
の
必
要
な
事
項

を
要
す
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
必
要
な
事
項
を
出
来
る
限
り
例

示
す
る
等
乱
用
を
防
ぐ
手
だ
て
が
必
要
で
あ
る
。

被
害
回
復
の
た
め
の
援
助
に
つ
い
て

法
案
は
、
暴
力
的
要
求
行
為
の
相
手
方
か
ら
、
被
害
回
復
に
必
要

な
援
助
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
必
要
な
援
助
が
、
警
察
官

の
職
権
に
よ
り
現
状
回
復
ま
で
出
来
る
と
す
る
と
、
警
察
庁
が
犯
罪

行
為
で
な
い
と
い
う
暴
力
的
不
法
行
為
に
よ
る
被
害
回
復
が
犯
罪
行

為
に
よ
る
被
害
回
復
よ
り
容
易
に
な
り
均
衡
を
失
す
る
こ
と
に
な
ら

1ヒ法43(5・309)1145 
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な
い
か
疑
問
で
あ
る
。

又
、
法
案
で
は
公
安
委
員
会
は
広
く
事
業
者
に
対
し
責
任
者
を
選

任
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
と
ら
せ
、
必
要
な
援
助
を
行
う
と
し
て
い
る

が
、
警
察
が
暴
力
団
追
放
を
名
目
に
事
業
者
を
組
織
化
す
る
こ
と
は

問
題
で
は
な
い
か
。

資

事
業
者
に
対
す
る
援
助
は
都
道
府
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン

タ
ー
の
職
種
に
該
当
し
(
二

O
条
二
項
)
そ
れ
で
足
り
る
の
で
は
な

し
・
刀

J¥ 

報
告
及
び
立
入
り

法
案
に
よ
る
公
安
委
員
会
の
報
告
若
し
く
は
資
料
提
出
権
、
警
察

官
の
事
務
所
立
入
り
、
物
件
検
査
、
質
問
権
(
一
一
一
一
条
)
は
、
従
来

の
考
え
方
に
な
か
っ
た
も
の
で
、
警
察
官
職
務
執
行
法
に
定
め
る
質

問
権
、
立
入
権
の
要
件
を
著
し
く
緩
和
す
る
も
の
で
あ
っ
て
容
認
出

来
な
い
。

同
条
は
「
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
」

「
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
「
そ
の
他
の
関

係
者
」
等
報
告
及
び
立
入
り
等
の
要
件
が
不
明
確
で
乱
用
さ
れ
る
お

そ
れ
が
多
い
。
同
条
は
削
除
し
、
嘗
察
官
職
務
執
行
法
を
以
て
対
応

す
べ
き
で
あ
る
。

九

仮
の
命
令
に
つ
い
て

報
告
及
び
立
入
り
等
と
同
様
考
え
方
に
な
か
っ
た
仮
の
命
令
が
法

案
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

仮
の
命
令
は
公
安
委
員
会
が
緊
急
の
必
要
の
あ
る
場
合
に
聴
聞
な

し
に
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
審
査
専
門
委
員
(
日
弁
連
の
意
見
で
は

審
査
専
門
委
員
会
)
の
意
見
聴
取
、
国
家
公
安
委
員
会
の
確
認
の
手

続
き
は
と
る
べ
き
で
あ
る
。

一
O

不
服
申
立
て
等
に
つ
い
て

法
案
は
、
指
定
暴
力
団
等
の
指
定
に
対
す
る
不
服
申
立
制
度
は
行

政
不
服
審
査
を
経
た
後
、
司
法
審
査
を
求
め
る
構
成
を
と
っ
て
い
る

(
二
六
条
)
が
行
政
不
服
審
査
及
び
司
法
審
査
を
並
行
し
て
行
え
る

制
度
の
方
が
望
ま
し
い
。

北j去43(5・310)1146 

一
一
以
上
指
摘
し
た
二
乃
至
一

O
を
含
め
法
案
が
第
一
意
見
書
の

「
暴
力
団
の
規
制
を
検
討
す
る
う
え
で
留
意
す
べ
き
こ
と
は
何
か
」

の
観
点
を
十
分
考
慮
し
、
暴
力
団
以
外
の
団
体
に
規
制
の
及
ば
な
い

よ
う
法
案
の
審
議
に
は
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。



資料5
都道府県議会における暴力団対策立法を求める議決の採択(意見書の提出)の状況一覧

i長 議 意 見 書

府県名 決議臼 宛 て 先 府県名 決iJ't日 ~ て 先

北海道 3月5日 なし 神奈川 3月7日 内閣総理、自治各大臣、公安委員長、長'白

秋田 3月5日 なし 京都 3月8日 内閣総理、公安委員長、長官

福井 3月6日 内閣総理、厚生、自治各大臣、公安委員長、長'古 茨城 3月12日 内閣総理、公安委員長、長'口.

宮崎 3月7日 内閣総理、法務、大蔵、自治各大臣、公安委員長、長官 滋賀 3月12日 内閣総理、公安委員長、長官

三重 3月s日 公安委員長、長官 丙[城 3月13日 内閣総理、公安委員長、長'!'i
和歌山 3月8日 内閑総理、大蔵、自治各大臣、公安委員長、長官 山形 3月13日 内閣総理、公安委員長、長官

山口 3月8日 内閣総理、法務、自治各大臣、公安委員長、長官 福島 3月13日 内閑総理、法務、自治各大r:;、長官
佐賀 3月8日 内閣総理、法務、公安委員長、長官 群馬 3月13日 内閣総理、大蔵、自治各大r;;、公安委員長
栃木 3月11日 なし 't:i IlJ 3月13日 内閣総理、法務、自治各大問、公安委員会、長官
石川 3月14日 内閣総理、法務、自治各大臣、官房長官、公安委員長、長官 熊本 3月13日 内閲総理、法務、大蔵、自治各大目、公安委員長、長'ii
青森 3月15日 内閣総理、大蔵、公安委員長、長官 鹿児島 3月13日 内閣総理、法務、大蔵、自治各大!~

岡山 3月15日 なし 岐阜 3月15日 内閣総理、法務、自治各大児、公安委員長

新潟 3月19日 なL 奈良 3月15日 法務、大蔵、自治各大臣、公安委員長、長官

徳島 3月15日 内閣総理、法務、自治各大町、公安委員長、長官

脊川 3月15日 内閣総理、衆・参両議院議長、長官

兵庫 3月18日 内閣総理、法務、大蔵、自治各大町、公安委員長、長官

l口h 計 1道12県 J口3、 百i I府15県

総合計 I道 I府27県
ト
ヨ
【
(
同
門
的
・
出
)
的
由
、
引

3
T

平成3年3月25日現在
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即
位
三
品
W
4
4
怠
ハ
b
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判
定
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時
吋
け
-
眠
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時
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資
料
6
1
1

衆
織
院
地
方
行
政
委
員
会
の
附
帯
決
機

(
第
百
二
十
四
国
会
平
成
三
年
四
月
十
九
日
)

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
案
に
対

す
る
附
帯
決
議

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
留
意
し
、
そ
の
実
効
に

遺
憾
な
き
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一
暴
力
団
の
不
法
、
不
当
な
行
為
に
よ
る
国
民
の
権
利
、
自
由
へ
の
侵

害
は
い
ま
や
放
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
実
情
に
あ
る
こ
と
に
か
ん
が

み
、
関
係
機
関
の
協
力
を
緊
密
に
し
、
暴
力
団
の
壊
滅
の
た
め
の
総
合

的
か
つ
有
効
な
対
策
を
確
立
す
る
こ
と
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
法
の

的
確
な
運
用
を
含
め
て
暴
力
団
の
不
当
行
為
及
び
犯
罪
の
摘
発
、
取
締

り
を
強
化
し
、
そ
の
解
体
と
団
員
の
更
生
を
推
進
す
る
こ
と
。

二
本
法
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
の
人
権
の
侵
害
、
事
業
者
の
営

業
の
自
由
を
損
ね
な
い
よ
う
特
段
の
配
慮
を
払
う
と
と
も
に
、
職
権
の

濫
用
の
な
い
よ
う
十
分
留
意
す
る
こ
と
。

三
本
法
に
基
づ
く
質
問
権
、
立
入
権
等
に
つ
い
て
は
慎
重
に
運
用
す
る

こ
と
。

資

四

法
の
精
神
に
基
づ
き
、
公
開
に
よ
る
聴
聞
の
原
則
を
遵
守
し
、
例
外

規
定
の
行
使
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討
を
行
う
こ
と
。

本
法
が
、
事
業
者
に
対
し
て
責
務
と
負
担
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
及
び
事
業
者
に
対
す
る
援
助
等
は
事
業
者
の
要
望
に
基
づ
き
、
任

意
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。

六
都
道
府
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
と
運
営
に
つ
い

て
は
、
国
民
や
事
業
者
の
誤
解
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
な
配
慮

を
払
う
こ
と
。

七
警
察
官
の
綱
紀
粛
正
に
努
め
る
と
と
も
に
、
警
察
官
、
警
察
事
務
職

員
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
公
務
員
の
待
遇
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

八
本
法
施
行
に
伴
う
政
令
、
国
家
公
安
委
員
会
規
制
及
び
運
用
に
つ
い

て
は
、
国
会
の
し
か
る
べ
き
場
に
お
い
て
意
見
を
聴
く
な
ど
、
的
確
な

措
置
を
講
ず
る
ほ
か
、
本
法
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
広
く
国
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

九
警
察
庁
は
、
法
案
の
提
出
に
際
し
て
は
そ
の
時
期
等
に
つ
い
て
改
善

を
図
る
と
と
も
に
、
立
法
府
の
審
議
権
の
保
障
に
特
段
の
配
慮
を
払
う

、
」
レ
」
。

五

北j去43(5・312)1148 

右
決
議
す
る
。

資
料
6
1
2

参
議
院
地
方
行
政
委
員
会
の
附
帯
決
議

平
成
三
年
四
月
二
十
六
日

(
第
百
二
十
回
国
会



暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
案
に
対

す
る
附
帯
決
議

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
留
意
し
、
そ
の
実
効
に

遺
憾
な
き
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一
暴
力
団
の
不
法
、
不
当
な
行
為
に
よ
る
国
民
の
権
利
、
自
由
へ
の
侵

害
は
い
ま
や
放
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
実
情
に
あ
る
こ
と
に
か
ん
が

み
、
関
係
機
関
の
協
力
を
緊
密
に
し
、
暴
力
団
の
壊
滅
の
た
め
の
総
合

的
か
っ
有
効
な
対
策
を
確
立
す
る
こ
と
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
法
の

的
確
な
運
用
を
含
め
て
暴
力
団
の
犯
罪
及
び
不
当
行
為
の
摘
発
・
取
締

り
を
強
化
し
、
そ
の
解
体
と
団
員
の
更
生
を
推
進
す
る
こ
と
。

二
本
法
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
の
人
権
を
侵
害
し
、
事
業
者
の

営
業
の
自
由
を
損
な
わ
な
い
よ
う
特
段
の
配
慮
を
払
う
と
と
も
に
、
い

や
し
く
も
職
権
が
濫
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
留
意
す
る
こ

と
本
法
に
基
づ
く
質
問
権
、
立
入
権
等
に
つ
い
て
は
慎
重
に
運
用
す
る

こト」。

四

法
の
精
神
に
基
づ
き
、
公
開
に
よ
る
聴
聞
の
原
則
を
遵
守
し
、
例
外

規
定
の
行
使
に
当
た
っ
て
は
慎
重
な
検
討
を
行
う
こ
と
。

本
法
が
、
事
業
者
に
対
し
て
責
務
と
負
担
を
求
め
る
も
の
で
な
い
こ

と
及
ぴ
事
業
者
に
対
す
る
公
安
委
員
会
の
援
助
等
の
措
置
は
事
業
者
の

五

申
出
に
基
づ
き
、
任
意
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ

0
 

・Y」

ム

ノ、

都
道
府
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
と
運
営
に
つ
い

て
は
、
国
民
や
事
業
者
の
誤
解
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
な
配
慮

を
払
う
こ
と
。

七

警
察
官
の
綱
紀
粛
正
に
努
め
る
と
と
も
に
、
警
察
官
、
警
察
事
務
職

員
等
の
待
遇
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

本
法
に
基
づ
く
政
令
及
び
国
家
公
安
委
員
会
規
則
並
び
に
そ
の
運
用

に
つ
い
て
は
、
本
委
員
会
に
設
置
さ
れ
る
小
委
員
会
に
お
い
て
意
見
を

聴
く
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
ほ
か
、
本
法
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
広

く
国
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

警
察
庁
は
、
法
案
の
提
出
に
当
た
っ
て
は
、
立
法
府
の
審
議
権
を
損

な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
の
時
期
等
に
つ
い
て
改
善
を
図
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。

J¥ 九資
料
7
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暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
立
法
の
経
緯

昭
六

側
暴
力
追
放
広
島
県
民
会
議
が
発
足

ム

ノ、



料

平
成
元
・

資

平

五
ム

ノ、)i、一
一
・
一
五

i
二
五

四
・
一
一
六

六
・
二
九

側
埼
玉
県
暴
力
追
放
薬
物
乱
用
防
止
セ
ン

タ
ー
が
発
足

側
千
葉
県
暴
力
団
追
放
県
民
会
議
が
発
足

平
成
元
年
版
警
察
白
書
に
お
い
て
「
暴
力

団
対
策
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
特
集
を

組
み
、
暴
力
団
対
策
に
必
要
な
法
制
度
の
整

備
に
つ
い
て
積
極
的
に
検
討
す
べ
き
旨
を
提

七
・
下
旬

八

j
九

O 

主三三-
Eコ

O 

東
京
都
八
王
子
市
を
縄
張
と
す
る
二
率
会

と
山
口
組
系
暴
力
団
と
の
対
立
抗
争
に
お
い

て
一
六
回
の
襲
撃
事
件
(
都
内
で
一
一
回
、

神
奈
川
県
内
で
四
回
、
北
海
道
で
一
回
)
が

発
生
し
、
四
人
が
死
亡
、
二
率
会
組
員
宅
と

間
違
え
て
一
般
人
住
宅
に
対
し
て
け
ん
銃
を

発
砲

一. 
一
一

. 
一一

側
暴
力
団
根
絶
福
島
県
民
会
議
が
発
足

山
口
組
と
波
谷
組
の
対
立
抗
争
事
件
に
お

い
て
、
宅
配
便
を
装
っ
て
大
阪
府
内
の
被
害

者
(
一
般
人
)
宅
を
訪
れ
、
応
対
に
で
た
被

害
者
を
波
谷
組
若
頭
補
佐
と
間
違
っ
て
射
殺

一
一
・
一
一
ム
ハ

警
察
庁
刑
事
局
内
に
暴
力
団
対
策
立
法
調

査
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム
を
発
足

欧
米
に
お
け
る
組
織
犯
罪
法
制
の
調
査
の

た
め
刑
事
法
学
者
が
警
察
庁
の
依
頼
に
よ
り

出
張「
暴
力
団
白
書
」
(
平
成
二
年
一

O
月
版
)

を
発
行

北法43(5・314)1150 

暴
力
団
に
関
す
る
企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
を
公
表

沖
縄
県
に
お
け
る
旭
琉
会
の
内
紛
に
伴
う

対
立
抗
争
に
お
い
て
、
暴
力
団
員
の
発
砲
に

よ
り
高
校
生
一
人
が
死
亡

沖
縄
県
に
お
け
る
旭
琉
会
の
内
紛
に
伴
う

対
立
抗
争
に
お
い
て
、
暴
力
団
員
の
発
砲
に

よ
り
警
戒
中
の
警
察
官
二
人
が
死
亡
、
主
婦

一
人
が
軽
傷

暴
力
団
対
策
研
究
会
の
設
置
を
公
表
す
る

と
と
も
に
、
同
研
究
会
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
暴
力
団
対
策
の
た
め
の
法
案
の
策
定
作
業

に
入
り
た
い
旨
を
表
明



暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の立法過程

一
一
・
一
一
ム
丸

一. 
一
一

平

一
-
一
ム
ハ

一
・
中
旬
i

二
-
一
五

一-
一一一一

二
・
二
五

二
・
二
七

第
一
回
暴
力
団
対
策
研
究
会
を
開
催

第
二
回
暴
力
団
対
策
研
究
会
を
開
催

第
三
回
暴
力
団
対
策
研
究
会
を
開
催

国
会
議
員
に
対
す
る
説
明
を
本
格
的
に
開

J¥ 

始

三
・
中
旬
j

ームーノ、

日
本
弁
護
士
連
合
会
に
対
す
る
説
明
を
本

格
的
に
開
始

第
四
回
暴
力
団
対
策
研
究
会
を
開
催
し
、

警
察
庁
刑
事
局
案
(
「
『
暴
力
団
』
対
策
に
関

す
る
法
律
案
の
考
え
方
の
骨
子
」
)
を
提
示

し
、
同
研
究
会
は
こ
れ
を
了
承
し
、
「
暴
力

団
対
策
に
係
る
立
法
に
つ
い
て
の
意
見
」
を

警
察
庁
に
提
言

暴
力
団
事
務
所
建
物
所
有
者
の
意
識
調
査

の
結
果
を
公
表

暴
力
団
員
に
対
す
る
面
接
調
査
の
結
果
を

四 三
・
一
五

二
-
一
ム
ハ

四

七

公
表報
道
各
社
論
説
委
員
と
の
懇
談
会
を
開
催

報
道
各
社
社
会
部
長
と
の
懇
談
会
を
開
催

警
察
庁
刑
事
局
案
(
「
『
暴
力
団
』
対
策
に

四

関
す
る
法
律
案
の
基
本
的
な
考
え
方
」
)

を

公
表自
民
党
地
方
行
政
部
会
に
お
い
て
警
察
庁

刑
事
局
案
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
開
催

警
察
庁
案
を
内
閣
法
制
局
に
持
ち
込
み
、

い
わ
ゆ
る
下
審
査

日
本
弁
護
士
連
合
会
、
「
[
『
暴
力
団
』
対

策
に
関
す
る
法
律
案
の
基
本
的
考
え
方
]
に

つ
い
て
の
意
見
」
を
警
察
庁
に
提
出

東
京
都
内
み
か
じ
め
料
実
態
調
査
の
結
果

九

を
公
表
警
察
庁
案
(
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な

行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
(
仮
称
)
案

の
骨
子
」
)
を
公
表

自
民
党
の
地
方
行
政
部
会
・
治
安
対
策
特

別
委
員
会
合
同
部
会
、
政
務
調
査
会
審
議
会

及
び
総
務
会
に
お
い
て
法
案
の
提
出
の
了
承

「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
案
」
を
政
府
案
と
し
て
閣

議
決
定
し
、
第
一
二

O
四
国
会
に
提
出
(
閣

北法43(5・315)1151 



料

四
・
一
八

資

四
・
一
九

四
・
二
三

四
・
二
五

四
・
二
六

法
第
九

O
号
)

衆
議
院
地
方
行
政
委
員
会
に
お
い
て
政
府

案
の
提
案
理
由
説
明

衆
議
院
地
方
行
政
委
員
会
に
お
い
て
政
府

案
を
審
議
し
、
全
会
一
致
で
可
決
及
び
附
帯

決
議
を
付
す
る
こ
と
に
決
定

こ
れ
に
先
立
ち
、
同
委
員
会
理
事
会
に
お

い
て
、
暴
力
団
員
不
当
行
為
防
止
法
運
用
調

査
小
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
各
党
問
で
合

意

五五
・
一
五

日
本
弁
護
士
連
合
会
、
寸
『
暴
力
団
員
に
よ

る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

案
』
に
つ
い
て
の
意
見
」
を
公
表

衆
議
院
本
会
議
で
全
会
一
致
で
可
決
し
、

政
府
案
を
参
議
院
に
付
託

参
議
院
地
方
行
政
委
員
会
に
お
い
て
政
府

案
の
提
案
理
由
説
明

参
議
院
地
方
行
政
委
員
会
に
お
い
て
政
府

案
を
審
議
し
、
全
会
一
致
で
可
決
及
び
附
帯

決
議
を
付
す
る
こ
と
に
決
定

f¥... 

同
委
員
会
、
風
俗
営
業
等
に
関
す
る
小
委

員
会
を
暴
力
団
員
不
当
行
為
防
止
法
及
び
風

俗
営
業
等
に
関
す
る
小
委
員
会
に
改
組

参
議
院
本
会
議
で
全
会
一
致
で
可
決
し
、

北法43(5・316)1152 

成
立暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
の
公
布
(
平
成
三
年
法
律
第

七
七
号
)


